
    
      
        
      
    

  











































































剣士を目指して入学したのに魔法適性９９９９なんですけど！？３
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　夏休みが終わり、丁度ちようど一週間が経たった。

　流石さすがに皆の心から夏休み気分は抜けており、生徒たちは立派な冒険者になるため、日々、勉学に励んでいる。

　ところが、ローラたちの夏休みはまだ終わっていなかった。

　もちろん、ちゃんと毎朝起きて、授業には出ていた。一日中遊んでいてもいいという夏休みの醍醐味だいごみは、他ほかの生徒と一緒に終わっている。

　終わっていないのは夏休みの宿題だ。

　生徒としては一番無用の、忌いまわしき文化だ。

　夏休みの宿題が夏休み中に終わらなかった時点で、もうそれは夏休みの宿題ではないのだから、夏休みの宿題は自動的に片付いたということにならないだろうか──。

　ローラは真剣にそう思ったが、あまり説得力のある論法ではなさそうだ。

　少なくとも教師好みではなかった。

　よって、真剣に頑張がんばるしかない。

　幸いにも、あと少しで片付く。

　だが同時に、期限もあと少しだった。

　本来、二学期が始まったと同時に提出しなければいけないものを、エミリア先生に頼み込んで、何とか一週間延ばしてもらったのだ。

　つまり、今日がその日。デッドライン。

　今日中に終わらせないと、先生たちにどんなお仕置きをされるか分からない。

　以前、ローラは職員室の窓ガラスを割ったことがあるが、そのときはお尻しりペンペンだった。

　今回はその程度では済まないだろう。

　自分の部屋では何となく集中できないので、放課後、学食の片隅を陣取って頭を使う日々だ。

　ローラの向かいにはアンナが座り、同じように宿題と格闘していた。

　しかし、この学食で宿題をやっているのは、その二人だけ。

　そう。二人だけなのだ。

「ああ～～、やはりここのイチゴパフェは絶品ですわぁ」

　ローラとアンナが知恵熱が出そうなほど頑張っている横で、一人優雅にパフェを食べるシャーロット。

　なんと彼女は、五日も前に夏休みの宿題を終わらせ、早々にこのデスゲームから抜けていた。

　いつも三人一緒だったのに。今度も一緒だと思っていたのに。

「シャーロットさんの裏切り者！」

「ふふふ……何を仰おつしやいますのローラさん。わたくしたちは友達であると同時にライバル！　勝負事で手を抜くようなぬるい関係ではありませんわ！」

　一体、いつから夏休みの宿題は勝負事になったのだろうか。

　しかし、ここでシャーロットを責めても始まらない。

　未来は自分の力で切り開くのだ！

「私もとっとと宿題を片付けて、安心してオムレツを食べるのです！」

　もちろん、宿題が終わっていない内からオムレツを食べていたが、オムレツの味を真に味わうには、『心の平穏』が必要だった。

　ローラは宿題を完璧かんぺきに仕上げ、心の平穏を手に入れてみせる。

「ぴー」

　テーブルの上を転がって遊んでいたハクが、励ますような声を出す。

　ローラの元気は倍増だ。

「頑張れ頑張れ」

　アンナも応援してくれる。

　これで元気四倍だ！

「って、アンナさんは私の応援してないで、自分の宿題をやらないと」

「私はたった今、終わった」

「なっ!?」

　アンナだけは仲間だと思っていたのに、まさか置いていかれるとは……。

　この世は無常だ。

　とはいえ、今日が提出期限なのだから、のんびりしている場合ではないというのも分かる。

「私もラストスパートです。うりゃぁ！」

　リヴァイアサンやベヒモスと戦ったときですら出さなかった掛け声とともに、ローラは宿題に襲いかかった。

　ペンがきらめく。

　このまま一気に終わらせてやる。

　──と、気合いを入れたのはよかったが、難しい問題が出現し、手が止まってしまう。

「だ、誰だれか写させてください！」

「駄目だめですわ。自分の力でやらないと意味がありませんわ」

「そう。ローラのためにならない」

「そんな……正論を言うなんて酷ひどいです！」

「正論は正しいから正論なのですわ！　さあ、どうしても分からないのならわたくしが教えてさし上げますから、まずは自分の力で頑張ってくださいまし！」


「ふぇぇ……」



　正論で攻撃されたローラは、まるで反撃できなかった。

　むすっとふくれて宿題と睨にらめっこするしかない。

「ロラえもん殿どの、頑張ってるでありますなぁ」
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　そこへ獣人のミサキがやってきた。

　ミサキは本来、山の上にある獣人の里『オイセ村』で生活している巫女みこだ。

　だが、祭るべき神獣ハクの卵が大雨で流され、しかも孵化ふかすると同時にローラを見てしまい、母親だと勘違いしてしまうという事件があった。そのせいでハクは、こうしてローラと一緒にギルドレア冒険者学園で暮らしている。

　そこでミサキもまた獣人の里を離れ、学生寮の空いている部屋に住むことにしたのだ。彼女の目的は神獣ハクのお側にいることだが、ハクの世話は基本的にローラがやっている。

　なので暇なミサキは普段、学食で働いている。

　二学期が始まった途端、学食に獣人の店員が出現し、生徒たちは軽いパニックに陥おちいっていた。

　しかしミサキの人格が明るいせいか、今は普通に受け入れられている。

　むしろマスコットとして人気があるくらいだ。

「頑張っているロラえもん殿には、私がミルクティを奢おごってあげるであります。甘いものを飲んで、頭に栄養を送るであります」

　そう言ってミサキはローラの前にティーカップを置く。

　彼女の心遣いにローラは感激した。

　こうした気配りができるから、生徒たちにすんなり受け入れてもらえたのであろう。

「ありがとうございますミサキさん。あれ、でも学食のメニューってもともと無料ですよね……奢ったことになってませんよ！」

「バレてしまったであります。まあ、私が煎いれたのは確かなので、遠慮せず飲むでありますよ」

「はあ……いただきます」

　感激が半減したが、脳が甘いものを欲していたのは確かだ。

　ありがたくいただこう。

「さあ。ロラえもん殿が宿題を頑張っている間、ハク様は私と遊ぶであります」

「ぴー」

　ミサキはエプロン姿のままハクを腕に抱き、ローラの隣に座った。

　ミルクティの差し入れは口実で、ハクと遊ぶのが目的だったのかもしれない。

「ミサキさんは本当にハクが好きなのですわね」

「無論であります。ハク様を崇あがめ奉たてまつるのがミサキの役目であります。それに、とても可愛かわいいであります！」

　それにはローラも同意だ。ハクは可愛い。

　もはや犬猫より可愛いとすら思っている。

　ローラの頭によじ登ってきて座り込むのも、その辺を自由気ままに歩き回っている姿も、何もかも可愛い。

　しかし、ローラ以外の者にもすぐ懐なついてしまうのが玉にきずだ。

　最初はローラから少し引き離されただけで泣きわめいていたのに。

　今となっては、自分を可愛がってくれる者になら簡単になびいてしまう。尻軽神獣だ。

「むぅぅ」

「ローラ。ハクをとられて嫉妬しつとしてる」

　アンナがローラの顔を見ながら呟つぶやく。

「嫉妬なんてしてませんよー。私は宿題で忙しいですからねー」

「ああ……嫉妬するローラさんもお可愛らしいですわぁ！」

「ぴぃ？」

　ハクはミサキの腕の中で、不思議そうな顔をしていた。

　と、そこへエミリアがやってきた。

「ああ、いたいた。ねえローラさん。早く宿題を提出してちょうだい。私、いい加減に帰りたいのよ。あとアンナさんも。私が戦士学科の先生に渡しておくから」

　いつの間にか窓から見える景色が、夜の闇やみに沈み始めていた。

　学食には魔法の明かりが灯る。

「私はついさっき終わった」

　アンナは宿題ノートを差し出した。

　エミリアはそれをパラパラめくり、満足そうに頷うなずく。

「偉いわ。夏休み中に終わらせていたらもっと偉かったけど。それで、ローラさんは？」

「わ、私はあともう少し……」

「まだ終わってなかったの!?　もう、呑気のんきにミルクティを飲んでる場合じゃないでしょ！」

「これは脳に栄養を送るためです……ちゃんと真面目まじめにやっています！」

　実のところ、ミルクティで少しまったりしていたのだが、それを誤魔化ごまかすためにローラは猛烈に宿題と向き合った。

　エミリアが学食から去るまで、猛烈モードを続けてやる気をアピールしなくては。

「……エミリア先生。いつまでそこにいるんですか？」

「もちろん、ローラさんの宿題が終わるまで待つわ。終わらないと帰れないもの」

「ふぇぇ」

　ローラはずっと猛烈モードを続けるしかなかった。

　そして約一時間後、宿題は無事に片付いた。

　これで本格的に二学期が始まる。

　果たして、どんなことが待ち受けているのだろう。

　ローラは今から楽しみだった。
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　夏休みの宿題を提出してから、更に一週間が経過した。

　既に夏休みの出来事は思い出の中。

　せっかちな者は、早く冬休みが来ないかなぁと想おもいをはせている。

　そんなせっかちな者たちとて、一人前の冒険者になりたいという目標を持って入学した選ばれし生徒だ。日々の授業はしっかりと受けている。

　ローラも冬休みを待ち望んでいる一人だったが、放課後は毎日のように訓練場に通っている。

　本当に強くなりたかったら、授業を受けているだけでは不十分なのだ。

　志こころざしの高い者は自主練に励はげむ。

　そして、放課後の訓練場は、そういった志の高い者が集まっているのだ。

　しかし──。

「アンナさん、アンナさん。昨日も訓練場に来てませんでしたね。何かあったんですか？」

　昼休み。

　いつもの三人組はいつものように固まって、学食でランチを食べる。

　そのときローラは、アンナに質問をぶつけてみた。

　アンナとは自主練仲間だった。

　特に約束していなくても、放課後、訓練場に行けば会える。

　だが、昨日も一昨日おとといも連続でアンナと会えなかった。

　もちろん、今までだってアンナがいない日は稀まれにあった。ローラだってたまに自主練を休むことがある。

　しかし、二日それが続くというのは初めてだった。

「……ちょっとヤボ用」

　アンナは言いにくそうにモゴモゴと答える。

　あまり詳しい話をしたくないらしい。

　そういうことなら深く追及はしないが、もしトラブルに巻き込まれているなら心配だ。

「ヤボ用ですか……それは今日もあるんですか？」

「そう。もうしばらく、放課後は忙しい。だから訓練場には行けない」

「そうですか……何だか分かりませんけど、困ったことがあったらいつでも相談してくださいね！　私にできることなら何でもやります！」

「わたくしシャーロット・ガザードもお忘れなきよう！」

「ぴー」

　シャーロットだけでなく、ハクまでアンナを心配する。

　だがアンナは「大丈夫」と言うだけで、何も教えてくれなかった。

　そんなアンナを見て、ローラとシャーロットは頷うなずき合った。

　放課後、アンナを追跡しようというのだ。





※






「放課後ですよ、シャーロットさん」

「さっそく追跡開始ですわ！」

「ぴー！」

　授業中、ローラの頭の上で大人しくしていたハクだが、場の空気を察して機嫌良く鳴き始めた。

　ご機嫌なのは結構だが、これでは追跡には向かない。

　なのでローラは一度学食に行き、ミサキにハクを預かってもらおうとした。

　すると。

「アンナ殿を追跡でありますか。面白おもしろそうであります。私も行くであります」

　彼女も付いてくることになってしまった。

　人数が多いとそれだけ目立ってしまうのだが……気をつければ大丈夫だろう、きっと。

　そもそも、もっと大きな問題がある。

　追跡するには、今現在アンナがどこにいるのか把握しなければならないのだ。

　学食に来る前に戦士学科一年の教室に立ち寄ったのだが、アンナは既に消えていた。
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　まだ遠くには行っていないはずなので、歩き回って探し出すしかない。

「あら。皆さん、窓の外をご覧なさい。丁度ちようど、アンナさんが歩いていますわ」

　シャーロットに促うながされて廊下の窓を見ると、確かにアンナが校門に向かって歩いていた。

　背中に愛用の大剣を背負っているから、遠目でも分かりやすい。

　ローラたちはシュパパッと素早すばやく移動し、適度な距離を保ちつつアンナを追いかけた。

　物陰に隠れたり、茂みから顔だけを出したりしていると、通行人が不思議そうな顔で見つめてきた。が、肝心のアンナがこちらに気付く気配がないので問題ない。

「小さい頃ころ、かくれんぼしていたのを思い出すでありますなぁ」

「ふっふっふ。小さい頃、かくれんぼの達人と近所の子供たちに評判だったわたくしの実力をお見せしますわぁ」

「シャーロットさん、妙なことで評判になってたんですね」

「ぴー」

　適当な雑談をしつつ、追跡を続行する。

　そして辿たどり着いたのは冒険者ギルドだった。

「クエストでもやりに来たんでしょうか？」

「それだけなら、わたくしたちに秘密にする理由が分かりませんわ。むしろ、誘ってくださればいいのに」

　ローラたちはギルド近くにある花壇の裏に隠れ、アンナが建物から出てくるのを待つ。

「お、アンナ殿が来たでありますよ」

　また追跡を再開だ。

　しかしそのとき、ローラの頭からハクが飛び立ち、アンナの方へと飛んでいった。

「あっ、ハク、駄目だめですよ！」

「ローラさん、頭を隠して！　アンナさんに見つかりますわ！」

　ハクを連れ戻しに行くこともできず、ローラたちは花壇の裏でジッとしているしかなかった。

「ぴーぴー」

　そしてハクはアンナの周りをパタパタと飛び交う。

「……ハク？　どうしてここにいるの？」

「ぴー」

　ハクはアンナの袖そでを引っ張り、なぜかローラたちのところまで連れてきてくれた。

　まさかハクは「ローラたちがアンナに会いたがっていた」と勘違いしたのだろうか。

　確かに追跡していたし、ギルドの前で待っていたが、実際に出会っては駄目なのだ。

　あくまで見つからないよう、アンナがどこに行くのかを調べるのが目的なのに。

「……ローラ、シャーロット。それにミサキまで。そんなところにしゃがんで、どうしたの？」

　やって来たアンナは当然の疑問を口にする。

　三人並んで花壇の裏に隠れていたのだ。どう控えめに評価しても、怪しいに決まっている。

「え、えっと……ミサキさんに王都の案内をしていたんです！　ミサキさんはここに来たばかりですからね！」

「そうなのであります。二人に案内してもらっていたであります！」

「ふーん……でも、どうして隠れてたの？」

「隠れていたのではありませんわ！　この辺で小銭を落としたので、探していたのですわ！」

　ローラたち三人は一生懸命、言い訳をした。

　穴のない理論だったので、きっと誤魔化ごまかせたに違いない。

　現にアンナは納得したように頷き、無言でハクをローラの頭に乗せてきた。

「小銭探し、頑張ってね」

「は、はい！　ところでアンナさんはこれからクエストですか？」

「内緒」

　アンナはローラたちを残して、すたすた歩いて行った。

「ふう……何とか切り抜けました。ところでハク。駄目ですよ、勝手に私から離れたら。王都には色んな人がいるんですからね。もしかしたら悪い人に連れて行かれちゃうかも」

「ぴぃ？」

　ローラは保護者として説教してみせる。

　しかしハクはあまり理解していないらしく、呑気のんきな声を出していた。

「それより、早くアンナさんを追いかけないと見失ってしまいますわ」

「人混みに紛まぎれてしまうでありますよ」

　今日は平日だが、王都はそんなこととお構かまいなしに人が多い。

　特に、人里離れた場所からやってきたミサキには、もの凄すごい大混雑に見えるだろう。

「人が多いということは、私たちが見つかる確率が下がります！　上手うまく利用して追いかけましょう！」

　気を取り直して、アンナ追跡を再開する。

　だが、それは読まれていたらしい。しばらく進むとアンナは突然、角を曲がって人気ひとけのない路地ろじに入り全力で走り出したのだ。

「なっ、フェイントですの!?」

「あれは強化魔法を使ってます！　私たちも走りますよ！」

　ローラとシャーロットも強化魔法を使って路地を駆ける。

　しかし、いくら筋力を強化しても、曲がりくねった路地ではあまりスピードを出せない。

　それに全力疾走すると、頭にしがみついているハクを振り落としてしまう。

「ま、待って欲しいであります～～」

　背中からミサキの声が小さく聞こえてくる。

　彼女は強化魔法を使えないので、付いてくるのは大変だろう。

　だが一応、一定の距離を保っているので、獣人の身体能力は大したものだなぁ、とローラは感心した。





※






　アンナを追いかけていたら、いつの間にか森の中に来てしまった。

　そして残念なことに、アンナを見失ってしまった。

　まかれたのだ。

「ぐぬぬ……街中でバレちゃった時点で、こっちの負けだったみたいですね」

「はぁ……はぁ……こんな疲れる思いをしたのに、残念であります……」

　ローラとシャーロットに見事付いてきたミサキだが、全身汗だくで、今にも倒れそうなほど疲労困憊こんぱいだった。

　とはいえ、筋力強化したローラたちに付いてきただけでも凄いのだ。

　体力が限界を迎えるのは、仕方のないことである。

「アンナさんがいないんじゃ、ここにいても意味ありませんね。帰りましょう……」

「そうですわね。そろそろ日も暮れますし」

「お腹なかが減ったであります。それに夕飯時までに学食に帰ってお仕事しないと叱しかられてしまうであります」

　ローラたちは王都に帰ろうとした。

　だが、そこで問題が発生する。

「え、私たち、あっちから来ましたよね？」

「いえいえ。絶対にこちらですわ」

「二人とも違うであります。獣人の勘を信じるであります」

　三人が三人とも別の方角を指差した。

　これは困った。

　森で迷子になるなど、冒険者の卵として恥ずかしい。

　いくら戦闘力に優れていても、家に帰ることができないのでは意味がない。

　その辺の子供にも劣おとる。

　まあ、ローラは実際に子供なのだが。

「ハクは王都がどっちか分かりますか？」

　ローラはダメ元で頭の上のハクに尋ねてみた。

　するとハクは「ぴー」と自信満々な鳴き声を出し、パタパタと飛んでいく。

「おー、どうやらあっちが王都らしいですよ！」

「……本当ですの？　わたくしたちが指差したどの方角とも違いますわ」

「いや、しかしハク様は神獣であります。信じる者は救われるでありますよ」

　ローラたち三人は、ハクのお尻しりを追いかけた。

　そして三分ほど歩くと、大きなリンゴの木が現れた。

　赤々とした果実がとても美味おいしそうだ。

　ハクは、そのリンゴの果実をもぎ取って、シャリシャリと食べている。

「……ハク。リンゴを食べたかっただけなんですか？」

「ぴー」

「はあ……期待したわたくしたちが馬鹿ばかでしたわ」

「ま、待つであります。このまま真まっ直すぐ進めば、王都があるかもしれないでありますよ！」

「ですがミサキさん。来る途中、リンゴの木なんて見ませんでしたわ。こんな立派なリンゴの木があったら絶対に印象に残っていますわ」

「う、それは……」

　言いよどんだミサキにトドメを刺すように、シャーロットは勝ち誇る。

「つまり、わたくしたちは完全に迷子ということですわ！」

　ババーンと効果音が聞こえそうなほどシャーロットは胸を反そらす。

　しかし、冷静に考えると全く自慢になっていない。

　如何いかなる論理でシャーロットが自慢げな顔をしているのかローラの知るところではないが、早くしないと本当に夜になってしまう。遊んでいる場合ではない。

　森の奥深くで野宿するなどローラは嫌だ。

　プロの冒険者ならそういうことも日常茶飯事なのだろう。だが彼らは事前に準備をしてから冒険に出る。

　一方、ローラたちは放課後に走り回っていたら、いつの間にかここにいたという最悪の状況だ。まるで話が違う。

「と、とりあえず食料を確保しましょう！」

　ローラは、せめて自分だけでも冷静にならねば、と気張る。

「あらローラさん。食料なら目の前にありますわよ」

　シャーロットはハクを指差す。

「え、ええ！　ハクを食べちゃうんですか!?」

「違いますわ！　リンゴです！　目の前にリンゴの木があるのですから、食料問題は初めからないと言いたかったのです！」

「……ああ、なるほど！　じゃあ、次は方角を確かめないと。前、授業で習いましたよ。森で迷ったときは、切り株の年輪を見るんです！」

「ローラさん。年輪はその場所の環境で変わってくるので、確実ではないとも習ったでしょう」

「じゃあ、じゃあ、私たちはどっちに行けばいいんですかぁ！」

「落ち着いてくださいまし。食料があるので、次は水ですわ。そして寝床の確保。明日の朝、改めて王都を目指すのですわ」

　シャーロットは年長者らしく、テキパキと計画を立てる。

　ローラは「おおっ」と感心する。

　やはりシャーロットは素敵なお姉さんだ。

　実に頼りになる──と、ローラが思ったそのとき。

「ロラえもん殿。シャーロット殿。今思ったのでありますが、あっちに太陽が沈んでいるのだから、あっちが西なのは確実でありますよ」

　ミサキが今までの流れをぶったぎって、根本的な解決策を口にした。

「それに、お二人は空を飛べるであります。空から見れば、王都がどっちかなんて考えるまでもないであります」

　そうだった。

　ローラとシャーロットは飛べるのだ。

　すっかり忘れていた。

　なにせ普段、人間が空を飛んでいる場面に出くわす機会が少ないので、自分でも忘れてしまうのだ。

　それにしても、太陽の沈む方角は完全に盲点だった。

　もしやミサキは天才なのでは……？

「……ローラさん。お互い、道に迷っても冷静でいられるようになりたいものですわ」

「はい……全くです」

　現実逃避をしている場合ではなかった。

　こんなことでは立派な冒険者になれない。

　猛省である。

「ぴー」

　ローラとシャーロットが自分の判断力に重大な欠陥を見つけて落ち込んでいるとき、神獣ハクは四つ目のリンゴにかぶりつき、幸せそうな顔をしていた。
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　ローラはふわふわと浮かび上がり、森の上から王都がある方角を確認する。

　そして皆でリンゴを食べながら、家路についた。

　残念ながらアンナが何をしているのか確かめることはできなかった。

　しかしリンゴが美味しいので満足だ。

　あとで大浴場でアンナを見かけたら、直接、探りを入れてみよう。

　そんなことを言い合いながら歩いていると、遠くから爆音が聞こえてきた。

「何の音でしょうか？」

「きっと誰だれかがモンスターと戦っているのでしょう」

「あんな大きな音を出すということは、かなり強いモンスターであります。早く逃げるであります」

「何を言っていますのミサキさん。強いモンスターなら、是非とも見学しなければ！」

「同感です！　ハクも見たいですよね！」

「ぴー」

「……危険が迫ったら、ちゃんと私を守って欲しいであります」

「大丈夫です、お任せです！」

　というわけで、三人は爆音がした方へと走って行く。

　移動している最中にも、音と振動が伝わってきた。

　どうやら木が何本も倒れているようだ。

　そして現場まで辿り着くと、そこにいたのは虎とらだった。

　ただし、普通の虎ではない。

　額から刃のように研とぎ澄まされた角を生やした虎。

　音速の突進速度を誇るモンスター、ホーンライガーである。

「戦っているのはアンナ殿であります！」

　ミサキの言うとおり、ホーンライガーが見つめる先で剣を構えている少女は、ローラたちの親友アンナだった。

　もう随分と長いこと戦っているらしい。

　周りの木々は何本も切り裂かれており、そして地面に溝が走っている。

　ホーンライガーの音速突進によって抉えぐれたのだろう。

　よく見れば、既にアンナによって倒されたと思わしきホーンライガーの死体が二つ転がっている。

　今対峙たいじしているのは、最後の一匹だ。

「見つからないように隠れましょう」

　ローラたちは木の陰に身を隠し、顔を半分だけ出してアンナとホーンライガーの様子をうかがう。

　それにしても、アンナはどうしてこんな所でモンスターと戦っているのだろうか。

　しかもホーンライガーはＣランク指定のモンスターだ。

　ギルドレア冒険者学園の校則で、在校生はＣランク指定以上のモンスターと戦ってはならないことになっている。

　つまり、これは立派な校則違反。

　教師たちにバレたら、どんなお叱しかりを受けるか分からない。

「くっ、アンナさん。わたくしに黙ってこんな修行を……ズルイですわ！」

「シャーロットさん、大きな声を出したら見つかっちゃいますよ」

　ローラたちが見守る中、ホーンライガーはアンナへと突進していった。

　音速を超えた瞬間、爆音とともに周りの落ち葉や枯れ枝が弾はじけ飛び、更に地面が抉れていく。

　常人では目視すらできず一瞬で串刺しにされ、何だか分からないうちに絶命してしまうだろう。

　だが、アンナは無論のこと常人ではない。

　強化魔法を発動し、体を魔力で包み込む。

　そしてホーンライガーを真まっ向こうから迎え撃つ。

　突き出された超音速の角をギリギリで回避し、すれ違いざまに剣を振り抜く。

　ホーンライガーの首に突き刺さった剣は、アンナの力とホーンライガー自身の突進力により肩から腹へと潜り込んでいく。

　血が飛び出し、臓物が落ちる。

　確実に死んだ。

　しかし、超音速まで加速したホーンライガーはすぐには止まれない。

　四肢から力が抜けて倒れても、そのまま地面を転がっていき、土煙けむりを上げる。

　大樹に激突し、それを激しく揺らして、ようやくホーンライガーの死体は停止した。

「アンナ殿、凄い動きだったでありますなぁ」

　ミサキは小声で呟つぶやく。

　今の戦いがちゃんと見えていたというだけで、ミサキも十分に凄い。

　しかし、確かにアンナの太刀筋たちすじは見事だった。

　夏休みの間、ブルーノにみっちりしごかれた成果だ。

　ローラは親友の成長に喜びつつ、ライバル心を密ひそかに燃やす。

「おや。アンナさん、ホーンライガーの死体を引きずって王都の方へ歩いて行きますよ。どうするつもりなんでしょう？」

「ホーンライガーの角は、武器の素材として高く売れますわ。肉は筋張っていて不人気ですが、皮や骨には利用価値があります。きっとギルドで売るのでしょう」

「なるほど……アンナさん、やっぱりお金に困ってるんでしょうか？」

「校則違反をしてまで稼かせぐ必要があるほど追い詰められていたなんて……水くさいですわアンナさん。お金なんて、わたくしが何とかいたしますのに……」

「友人からお金を恵めぐんでもらうのが嫌だったでありますかなぁ？」

「それを水くさいと言うのですわ！」

　シャーロットはむすーっとした顔になる。

　そうしている間に、アンナはホーンライガーをズルズル引きずり、遠くに行ってしまった。

　ローラたちは木の陰などに隠れながら、慎重に追いかけて行く。

　果たして、アンナは稼いだ金を何に使っているのか。

　穏やかじゃない気配がするので、友達として確かめる義務がある。
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　ホーンライガーの死体を冒険者ギルドに卸したアンナは、学生寮とは別の方向へと歩き始めた。

　やはり怪しい。

　もうすっかり日が暮れているのに帰らないなんて、絶対にただ事ではない。

「もしかして……アンナ殿は通い妻をしているのでは？」

　ミサキが急にとんでもないことを言いだした。

「通い妻って、ええっ!?　アンナさんが、そんなまさか！」

「いけませんわ！　不純異性交遊ですわ！」

「しかし、こんな時間に学園の外に用事があるなんて変でありますよ」

「じゃあアンナさんは、男に貢ぐためにモンスターを倒していたということですの!?」

　そんな馬鹿な、とローラは思おうとした。

　だが、アンナはかなりの美少女だ。

　男にもてないわけがない。

　それに、ローラたちはアンナの私生活をほとんど知らなかった。

　学園に入学する前に何をしていたのかも、さっぱり分からない。

　裏でどんなことをしていても、不思議ではないのだ。

「と、とにかく追いかけましょう。案外、稼いだお金でお菓子を買い占めて一人で食べるだけかもしれません」

「こんな時間にお菓子屋さんが開いていますの？」

「夜限定のお菓子屋さんなんですよ、きっと！」

「夜限定とか、いかがわしい気配がするであります……」

「ぴー」

　様々な憶測が流れる中、アンナは王都の外れへと向かっていく。

　そこには小さな丘があった。

　丘の上には古ぼけた教会が建ち、その周りにはささやかなブドウ畑が広がっている。

　とてものどかで綺麗きれいな景色だ。

　王都にこんな場所があるとは知らなかった。

　しかし、いくら素敵な景色だからといって、アンナがそれを見るためだけに立ち寄ったとは思えない。

「アンナさん、教会の裏口から入っていきましたよ。まさか、教会の中で怪しい男と逢い引きを!?」

「アンナ殿が男にたぶらかされてしまうであります！」

「いえ。この教会は確か、孤児院こじいんをやっていたはずですわ。いくらなんでも孤児院で逢い引きはしないと思いますわ」

「へえ……孤児院なんですか」

　孤児院ということは子供が沢山いるはずだ。

　確かに、わざわざそんな場所で男とコソコソ会うというのも変な話だ。

　第一、アンナが男と会っているというのは、ローラたちの勝手な妄想で、証拠は何もない。

　だが、アンナの目的は依然として不明のままだ。

　むしろ謎なぞは深まるばかりである。

「中を覗のぞいてみればハッキリするでありますよ」

「覗きは犯罪ですわ！」

「けど、アンナさんが何をしているか気になります。こっそり見てみましょう」

　バレなければ犯罪ではないのだ。

　というわけで、ローラたちは教会の裏へコソコソと回る。

　前の方は色つきのステンドグラスになっていて中が見えないが、裏は住居になっているらしく、普通の窓や煙突えんとつがあった。

　そして、明かりが漏もれている手頃な窓を見つけた。

「流石さすがに全員でやると目立ちますわね」

「ロラえもん殿が適任であります。小さいから目立たないであります」

「むむ……そんな極端に小さいわけではないと思いますが……分かりました。引き受けましょう」

　大任である。

　小さいのに大任というのも妙な話だが、これも全てアンナのためだ。

「うーん……窓が高くて見にくいですね。しかし、私が見にくいと言うことは、発見される可能性も低いということです！」

　窓の前でローラは背伸びし、何とか部屋の中を覗こうとする。

　しかし、そのとき。

　窓が内側から開いたではないか。

　そして、アンナが冷ややかな目でこちらを見下ろしている。

「アンナさん……！　どうして分かったんですか!?　私には中が見えないのに、中からは私が見えたんですか!?　どんな仕組みです！」

「いや、ローラはチラッとしか見えなかったけど、ハクが思いっきり見えてたから」

「え」

　言われてみれば、なるほど。

　ローラの頭の上にはハクが乗っかっている。

　そのせいで実際の身長よりも目立ってしまうのだ。

「くっ、これは盲点もうてんでしたわ！」

「ハク様が神々しすぎて隠れることができなかったであります」

　シャーロットとミサキも悔くやしそうにする。

　作戦は完全に失敗だ。

　こうなったら、アンナに直接聞くしかない。

「単刀直入に尋ねます。アンナさんはここで何をしているんですか？　ホーンライガーと戦ってまでお金を集めて……校則違反ですよ！」

「先生方に見つかったら説教五時間コースは覚悟しなくてはいけませんのよ！」

「アンナ殿が心配だったであります。決して面白おもしろ半分ではないでありますよ」

　そうだ。

　ローラたちは真剣にアンナが心配でここまで来たのだ。

　そもそもギルドレア冒険者学園の生徒は、衣食住が保証されている。だというのに金銭的に困っているというのは、ただ事ではない。

「ホーンライガーと戦っているところまで見られていたとは……仕方がない。そんなに知りたいなら教えてあげるから、中に入って。晩ご飯も食べていけばいい」

　アンナは観念したように呟く。

　随分アッサリ教えてくれるのだなぁとローラは意外に思った。

　つまり、後ろめたいことをしていたわけではないらしい。

　そのことに安心しつつ、放課後にホーンライガーを狩ってから孤児院に寄らねばならない理由とは何だろうか、と首を傾かしげる。
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　教会の裏口から中に入ると、そこで待ち構えていたのはアンナではなく、若いシスターさんだった。

　もちろん、若いといってもローラたちよりは年上だ。

　エミリア先生と同じくらいの年齢だろう。

　そのシスターさんはローラたちを見るなり、「あらあらあら」と呟きながら、目を輝かせて歩み寄ってくる。

「その制服。アンナと同じ冒険者学園の子ね。さてはローラちゃんにシャーロットちゃんでしょう。それと獣人の子はミサキちゃん。そして白いドラゴンの赤ちゃんはハクちゃんね」

「ぴー」

　名前を呼ばれたハクは、ローラの頭の上でモゾモゾ動き、誇らしげに鳴いた。

　それにしても、教会のシスターさんがなぜローラたちのことを知っているのか。

　どうもアンナから聞いたような口ぶりだが、彼女はそう頻繁ひんぱんにここを訪れているのか。

　そもそも、教会とアンナはどんな関係なのだろう。

　疑問が次々と湧わき上がってくる。

「えっと……私たちはアンナさんに会いに来たんですけど」

「ああ、はいはい。そうよね、アンナのお友達だもんね。よかったわぁ、あの子、昔から無口だから。ちゃんと友達を作れるか心配だったのよ。それも、こんな可愛かわいい子が三人も。ミサキちゃんなんて耳まで生やしちゃって」

　シスターさんはミサキの狐きつね耳をモフモフし始める。

「く、くすぐったいでありますよぉ」

　ミサキはバタバタを手を振り回し、シャーロットの背中に隠れてしまう。

「ああ、ごめんなさい。可愛かったからつい」

「獣人の耳と尻尾しつぽは急に触ってはいけないであります。どうしてもというときは、先に言って欲しいであります。心の準備を決めるであります」

　ミサキは人がいいので、どうしてもと拝おがみ倒すとモフらせてくれる。

　ローラたちはよく学食が空いている時間帯に行って、モフらせてもらっていた。

　しかし、心の準備を決めてもくすぐったいものはくすぐったいらしく、ジッと押し黙ってプルプル震えている様子は実に愛らしい。

「……ベラ。気持ちは分かるけど、初対面の人の耳を弄いじるのは変質者のやること」

　廊下の奥からアンナが現れた。

「そんな、変質者だなんて！　そんなことないわよね!?」

　ベラと呼ばれたシスターさんは、ローラたちを見て同意を求めてきた。

　だが、そうやって考えてみると、確かに変質者かもしれない。

　ローラだって、いきなり耳をモフったりはしなかった。

　最初は尻尾だった。

　会ったばっかりで耳を弄いじるなんて、そんな失礼なことはしないのである。

「皆の目が冷たい……ううっ、やっぱり私なんて生きてる価値もないのね！」

「落ち着いてベラ。誰もそこまで言ってない。特にローラは、オムレツを食べさせたらすぐに尊敬の目差しで見てくれるから」

「む。アンナさん、それはちょっと酷ひどいんじゃないですか？　私はそんな安い女じゃないですよ」

「と、言いつつ、ヨダレが出てる」

「はうっ!?」

　ローラは慌あわてて口元を拭ぬぐう。確かにヨダレが出ていた。

「オムレツ？　ああ、そう言えば、ローラちゃんはオムレツが好きなのよね。だったら任せて。今朝けさとれたばかりの卵があるから。最高に美味しいオムレツを作ってあげるわ」

　今朝、とれたばかりの、卵！

　最高に、美味しい、オムレツ！

「ローラさん、もう尊敬の目差しになっていますわよ」

「安い女でありますなぁ」

「だ、だって仕方がないじゃないですか。今朝とれたての卵でオムレツなんですよ!?　期待しない方が変ってものです。というわけでベラさん。私の期待に応こたえてください！」
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「分かったわ！　任せておいて。オムレツは得意料理よ」

　流石は神に仕えるシスターだ。

　オムレツが得意とは、何が人類の役に立つのかよく分かっている。

「ベラぁ、お腹すいたぜ。晩ご飯まだかよー」

「育ち盛りなんだからなぁ。ちゃんとお腹一杯にしてくれよ」

「神父様なんかお腹減りすぎてグニャッてなってるわよ。神父様は育ち盛りじゃないけど」

　奥の部屋から、少年二人と少女一人が現れた。

　年齢はローラよりも更に幼い。

　孤児院の子供たちなのだろう。

「あれ？　お客さん？」

「アンナ姉ちゃんと同じ制服だ！」

「アンナお姉ちゃんがいつも言っていたお友達？　実在したのね！」

　子供たちはローラたちを見て、まるで幻の財宝でも発見したかのような目差しを向けてくる。

　やはりアンナはここに入り浸っているようだ。

「アンナさんはここの孤児院とどんな関係なんですか？」

　ローラがそう質問すると、ベラは意外そうな顔をした。

「あら。アンナから聞いてないの？　アンナはこの孤児院で育ったのよ」

「ええっ、そうだったんですか!?」

　入学以来、ずっと一緒に過ごしてきた親友が、孤児院の出身だった。

　だからどうしたというわけでもないが、驚きの事実なのは間違いない。

「まあ……そういうこと……」

　アンナは恥ずかしそうに頰ほおをポリポリかいた。





※






　孤児院にはベラと三人の子供に加え、四十代半ばくらいの神父がいた。

　神父はあまりパッとしない印象の人だったが、二十年以上も前からこの教会と孤児院を守ってきたらしい。

　そしてベラもまた、この孤児院で育った。大きくなってからはシスターとして神父の手伝いをしているという。

　しかし、テキパキと子供たちを仕切って晩ご飯の準備をするベラと、置物のようにテーブルに座っている神父を見比べると、この教会の実力者がどちらなのか、九歳のローラにも何となく分かってしまった。

「さあ、神父様。食事の前のお祈りをお願いします」

　ベラがそう促すと、神父は穏やかな声で感謝の祈りを口にする。

　パッとしない顔だが、本物の神父だけあって、その声には神秘的なありがたみがあった。

　本人はあまりパッとしないが。

「主よ、私たちの日ごとの糧かてをお与えくださり、ありがとうございます。あなたの祝福が明日も天と地にありますように──」

　最高神様に捧げる祈りの言葉だ。

　ローラも実家にいた頃は、たまーに両親と一緒に教会に行っていたが、食事のたびにお祈りするほど信心深くはなかった。

　学園の学食でもいちいちお祈りしている人を見たことがなかったので、それが一般的なのだろう。

　だが、流石は教会。

　神父様の言葉に続いて、ベラも子供たちも、そしてアンナも祈りの言葉をスラスラ口にしていた。

　シャーロットもお嬢様だけあって、教会の人々に合わせていた。

　ローラだけが半テンポ遅れて復唱する。

　しかしミサキなどもっと酷く、口をモゴモゴ動かして祈っている振りだ。

　まあ、獣人と人間は信仰の形が違うので仕方がない。

「──そして、我らをお救いください。エイメン」

　ローラとミサキは最後の「エイメン」だけを何とか合わせて、かろうじて誤魔化す。

　更にハクがテーブルの上で「ぴー」と声を出して締めくくる。

　神獣にとっても最高神は格上の存在なので、エイメンと言ったつもりなのだろう。多分。

　それにしても「我らをお救いください」なんて、食前の祈りの言葉としては随分と風変わりな内容だ。

　というより、たんなる切羽詰まった神頼みにしか聞こえなかった。

　だが、そんなローラの戸惑いとは無関係に、教会の人々はオムレツにナイフとフォークを突き刺した。

　何を切羽詰まっているのか尋ねようとしたローラだったが、オムレツを直視した瞬間、まともな思考力を失った。

　ナイフで切る。

　すると中からトロリとチーズが垂れてきた。

　フォークで口に運ぶ。

　凄い。

　トロトロのチーズをフワフワの卵が包んでいる。

　これは芸術だ。

　もぐもぐ。

「お、美味しいですね！」

「見事でありますなぁ！」

　母ドーラが作ったオムレツを百点満点だとすれば、これは九十九点くらいだ。

　学食のオムレツはせいぜい七十五点なので、凄いことである。

　オムレツ評論家を自称するローラも納得の味だ。

　ハクも自分の前に置かれた皿を前脚で押さえ、器用にオムレツを食べる。とても満足げな顔だ。

「ありがとう。アンナのお友達が訪ねてくるなんて初めてだから、気合いをいれちゃった」

「ベラはオムレツだけじゃなくて、料理はなんでも得意」

　アンナは我が事のように自慢げに呟く。

　すると子供たちも追随した。

「昨日の野菜シチューも美味しかったよなぁ」

「一昨日おとといのキノコが沢山入ったシチューも美味しかったぞ」

「でも最近シチューばっかりだったわね。オムレツなんて食べるの久しぶり」

「姉ちゃんたちが遊びに来てくれたおかげだ。ありがとな！」

「ありがとー！」

「ありがとう！」

　子供たちはニコニコ。

　ローラも「えへへ、どういたしまして」とニコニコ。

　シャーロットも「ふふ、このシャーロット・ガザードにとって、この程度、造作もないことですわ」と得意げだった。

　そしてオムレツを食べ終わったあと、皆で後片付けをする。

　夏休みのときは魔神の如ごとく食器を割っていたシャーロットだが、ドーラの特訓のかいあってか、見事、被害総額ゼロだった。人は成長するのだなぁとローラはしみじみ思う。

「うふふ……やはりわたくしは天才。その気になれば家事だってできるのですわ！」

　シャーロットは鼻息を荒くしながら胸を張る。

　しかし、それを見た子供たちは笑っていた。

「皿を棚に戻しただけなのに威張ってるー」

「変なのー」

「そんなの私たちでもできるのにねー」

　子供たちに笑われ、シャーロットは赤くなってプルプル震えていた。

「シャーロット殿は何でもかんでも自慢するでありますなー」

　ミサキも子供たちに混ざって笑った。

　すると目を吊つり上げたシャーロットが、ミサキの耳に襲いかかる。

「ミサキさんなどモフモフの刑ですわ！」

「な、なぜでありますかぁっ！」

　耳を触られたミサキは、椅子いすから転げ落ち、這はいずるようにして逃げていく。

　すると子供たちまでモフモフの刑執行に加わり、きゃっきゃ言いながら耳と尻尾をモフりまくった。

「獣人って触り心地いいんだな！」

「病みつきになりそう！」

「また触らせてね！」

　その楽しげな気配をキャッチしたらしいハクは、テーブルから飛び立ち、子供たちの周りを旋回せんかいする。

「飛んだ！」

「小さいドラゴンが飛んだ！」

「小さいのに飛べるのね！」

「ぴー」

　子供たちはドラゴン型の神獣にも物怖ものおじせず、その後ろを追いかける。

　おかげでミサキはようやく解放されたが、既にライフはゼロである。楽しそうな子供たちとは裏腹に、目を回して床に伸びていた。

「よ、喜んでくれて何よりであります……」

　人のいいミサキは、失神寸前までモフられたのに子供たちを怒ったりしなかった。

　だが、シャーロットのことは許せないようだ。

　赤い顔で見上げ、刺すような目を向ける。

「シャーロット殿には今度、仕返しするであります……！」

「受けて立ちますわ！」

　それからローラたちは、教会の人々と互いに自己紹介し、ちょっとした雑談に花を咲かせた。

　背が高い男の子はビリー。背の低い男の子はギルというらしい。

　女の子はコニーだ。

　皆、孤児だというのにとても明るい。

　孤児院での出来事を楽しげに話してくれる。

　庭にあるニワトリ小屋でとれる卵は、自分たちで食べることもあれば売ることもあるらしい。

　また教会の周りに広がるブドウ畑は皆で手入れをしており、もうすぐやってくる収穫期のあとはワインにして出荷するとか。

　今は孤児院に三人しか子供がいないが、前はアンナがいたから四人だった。

　その前はもっといたが、皆、一人で生きていけるように育ち、独立していった。

　アンナのようにたまに顔を見せる者がいる一方、どこで何をしているのか分からない者もいる。

　ビリー、ギル、コニーの三人は年齢が近いので対等に遊んでいるが、今年の春まではアンナがお姉さん役で色々お世話してくれていたという。

　そして、三人より小さい子がやってきたら、今度は自分たちが面倒を見る番だと張り切って語ってくれた。

　いつもボンヤリした顔のアンナがお姉さん役というのは不思議な気がする。

　だが、稀まれに見せる常識人っぷりや、家事が得意な辺りに、その片鱗が見えていた。

　そうか、アンナはお姉さんだったのか──と妙に感心するローラであった。

「ところで神父様、ベラさん。さきほどの食前の祈り、少し妙でしたわね。我らをお救いください、と。神父様はそう仰おつしやっていましたわ。失礼ですが、食事がちゃんと目の前にあるというのに、更に救いを求めるのは最高神様に対して失礼ではありませんか？　それとも、この孤児院で何かトラブルでも？」

　話が一段落したところで、シャーロットが疑問を口にした。

　そうだったとローラも思い出す。

　オムレツのせいですっかり忘れていた。

　そもそもローラたちは、アンナの怪しい行動を解明するために放課後を使っていたのだ。

　アンナは校則違反を犯してまでモンスターを狩り、お金を稼いでいた。

　そして稼いだお金を持って、一直線にこの孤児院にやって来た。

　この時点で怪しいのに、加えて神父様の「我らをお救いください」という祈り。

　もはや決定的と言えるだろう。

「……それはシャーロットには関係のないこと」

　アンナはぽつりと呟く。説明を拒絶していた。

　神父とベラもうつむいて黙ってしまう。

　三人の子供たちだけが、キョトンとした顔で皆の顔を見回していた。

「そうはいきませんわ、アンナさん。ホーンライガーを三匹もギルドに持っていけば、一家が冬を越してもまだ余るほどの収入になるはず。それでもまだ解決しない問題を友人が抱えているのに、放っておけるはずがないでしょう！」

　シャーロットは叫んでテーブルをバシンと叩たたく。

　すると全員が彼女に注目し、ポカンとした顔で見つめた。

「な、何ですの？　わたくし、変なことは一つも言っていませんわよ！」

「いやいや。見直しているのでありますよ、シャーロット殿。友達が困っているときは助ける。当たり前のことでありますが、そんな情熱的に言う人を初めて見たであります。偉いであります！」

「シャーロットさんはとても優しい人なんですよ、ミサキさん。見た目が派手なせいで誤解されがちですけど……」

「確かに、シャーロットはとてもいい人」

　ミサキ、ローラ、アンナに褒ほめられたシャーロットは、茹ゆで蛸だこみたいに赤くなって震えた。照れているらしい。可愛い人である。

　そんなシャーロットを見たベラは子供たちに視線を向け、もう遅いからそろそろ寝るように促す。

「えー、なんでだよー。アンナ姉ちゃんの友達が来てるんだから、もう少しくらいいいだろー」

「白いドラゴンともっと遊びたーい」

「ミサキちゃんをモフモフしたーい」

　モフモフという言葉に、ミサキはビクリと震える。

「駄目よ。ここからは大人の時間なの。いつもは寝てる時間でしょ。ほらほら」

　ベラは三人を立たせ、背中を押して寝室へと連れて行く。

　そのとき三人はローラをチラリと見て、納得できないという顔を見せた。

　大人の時間と言いつつ、さほど歳としの変わらないローラが起きていてもよい道理とはなんなのか。そう問いたげだった。

　それに関してローラは反論の言葉を持たないので、明後日あさつての方向を見て誤魔化すしかない。

「さて……子供たちがいなくなったところで、本題に入りましょう。この教会がかかえているトラブルについて……いいわね、アンナ。この子たちは、あなたを心配してここまで来てくれたんだから。何も教えないで追い返したら、逆に不誠実というものだわ」

「分かってる。だから私が説明する」

　アンナは改まった口調で言う。

　そのせいでローラは背筋をピンと伸ばしてしまった。

　すると頭の上でハクまでモゾモゾと座り直し始めた。

　シャーロットとミサキも同様だ。

　そしてアンナは一度深呼吸してから、静かに語り始めた。





※






　アンナの両親は、夫婦で行商人をしていたらしい。

　らしいというのは、アンナも、そして神父もベラも、直接その夫婦を知っているわけではないからだ。

　アンナが最初にこの王都に現れたのは、彼女がまだ乳飲ちのみ子だった頃。

　母親に抱きかかえられ、城門の前にやってきた。

　そのときの門番の話によれば、母親は血まみれだったと言う。

　アンナの母親は、生きているのがおかしいほど深い傷を追って、我が子を王都の前まで連れてきた。娘を門番に託した母親は、死にかけの人間とは思えない大声で叫んだらしい。

「夫がモンスターに襲われたの！　早く助けに行って！」と。

　そのまま糸が切れたように倒れた。

　そして最後の力を振り絞って呟く。

「この子の名は、アンナ・アーネット」

　アンナの母親は二度と言葉を発することも、動くこともなかった。

　門番はすぐに詰所に行き、事情を説明した。

　旅人がモンスターに襲われたと聞き、正規軍がすぐに出動した。

　冒険者ギルドや正規軍が街道付近のモンスターを駆除して回っているとはいえ、ごく稀にこうして犠牲者が出てしまう。

　だからこそ、これ以上被害が大きくなる前に、モンスターを倒さなければならない。

　幸か不幸か、現場を見つけるのは簡単だった。母親の流した血を追っていけばよかったのだ。

　そこには横転した馬車があった。食い散らかされた馬の死体があった。嬲なぶり殺された男性の死体もあった。

　馬車の積み荷はほとんど空だった。

　しかし兵隊たちの調査で、ほどなくして積み荷が発見される。

　場所は洞窟どうくつの奥。そこはゴブリンの巣になっていた。

　大量の食料や、遠方から運ばれてきたと思わしき装飾品などが散乱し、ゴブリンたちは宴会を開いていた。

　どうやら馬車の持ち主は行商人の類いだったらしい。

　だが妻と子供を連れた行商人というのも珍しい。

　もしかしたら子供が生まれたので、王都に定住するつもりだったのかもしれない。

　積み荷はその資金源だったのだろう。

　そうやって王都に腰を落ち着ける者は多い。

　しかし男性はもう死んでしまった。その妻も死んだ。

　ゴブリンは兵隊たちによって殲滅せんめつされたが、死者は生き返らない。

　街道のこんな近くにゴブリンの新しい巣ができているのに気付けなかったとは、正規軍と冒険者ギルドにとって不覚だった。

　被害者が二人で済んだのはむしろ幸運といえるが、それは死んだ者にとって何の慰めにもならない。

　唯一の生き残り、母親が必死に守った赤ん坊は、丘の上にある孤児院に預けられた。

　素性は分からない。両親が行商人だったというのも推測に過ぎない。誕生日も不明だから、城門の前で拾われた日が誕生日になった。

　ただアンナという名前だけは確かだ。それだけがアンナにとって両親が直接残してくれたものだ。

　アンナが孤児院にやってくるまでの経緯は悲惨だが、アンナにその記憶はない。




　孤児院を運営している神父は、少々頼りない顔をしているが、善良を絵に描いたような人なので、虐待の類いとは無縁だった。

　孤児院には、同年代の少年少女もいる。

　先に孤児院を出て行った年長者がたまに帰ってきて、おみやげをくれたり、面白い話をしてくれるのも楽しみだった。

　特に冒険者になった者の話は面白かった。

　大剣を背負った十歳年上の少女は、数ヶ月に一度帰ってきては、せがむアンナに剣の稽古けいこを付けてくれたりもした。

　彼女はアンナが七歳のときに顔を見せて以来、二度と帰ってくることはなかったが、きっと今もどこかで元気にやっているはずだ。とアンナは信じている。

　だからアンナは、さほど自分を不幸だと思ったことがなかった。

　しかし八歳のとき。

　物心ついてから、初めて不幸なことが起きた。

　高熱と目眩めまいと吐き気に襲われ、歩くどころか体を起こすこともできなくなったのだ。

　慌てた神父とベラは医者を呼ぶが、アンナを治すには錬金術師からとてつもなく高価な薬を買う必要があると言う。

　それは教会の孤児院の運営費三年分に相当した。

　もちろん、そんな蓄えはなかった。

　だから借金をするしかなかった。

　幸いにも、金はなんとか集まった。

　もともと定期的に寄付金をくれる信者たちや、毎年ワインを買い取ってくれる商人などが金を貸してくれたのだ。

　決して少ない額ではない。

　だが、彼らはアンナがこの孤児院にやってきた経緯を知っている。

　母親が必死に守った命が消えようとしているのを、見過ごせなかったのだ。

　おかげでアンナは今でも生きている。

　借用書は形式的に作ったが、誰も返済を迫ったりはしなかった。利子すら取られなかった。

　しかし善意に甘えてばかりもいられないので、ワインの売上を使って少しずつ返済してきた。

　あれから五年が経たった。

　返済が終わるまで、もう十年はかかるだろう。

　その前にアンナは一流の冒険者になって、自分の力で返済したかった。

　なにせ自分の病気を治すための借金なのだ。

　孤児院の皆に負担をかけるのは筋違いだろう。

　だからアンナは冒険者ギルドに登録し、金を稼いで安物の剣を買い、一人で剣の稽古を重ねた。

　そして今年、ギルドレア冒険者学園に入学した。

　新入生で最強になるというのは無理だったが、それなりにやっていけている。

　この調子なら落第することなく、無事に卒業できそうだ。

　卒業すれば一気にＣランク冒険者。

　高額報酬のクエストを受けまくって、借金を返し、そして孤児院に寄付して恩返しをする。

　そういう計画になっていたのだが──。

　予定が狂ったのは一週間前。

　突如、借金の一括返済を迫られたのだ。

　ただし、返済を迫ってきたのは、貸してくれた信者や商人ではない。

　見知らぬチンピラたちだった。




「んん？　ちょっと待ってください。どうして見知らぬチンピラさんが、借金の返済を迫ってくるんです？　その人たちからお金を借りたわけじゃないんですよね？　まさか信者さんや商人さんたちが、借金の取り立てを依頼したんですか？」

　突如、話に新キャラのチンピラが登場したので、ローラは疑問を挟んだ。

「えっと……どうしてだっけ？」

　するとアンナもよく分かっていなかったらしく、ベラに助けを求めるような顔を向けた。

「それは、あの人たちが債権を皆から買い取ったからよ。脅すようにしてね」

「債権ってなんですか？」

　聞き慣れない言葉にローラは首を傾げる。

　すると、シャーロットが自慢げに説明を始めた。

「債権というのは、ようは『お金を返してもらえる権利』ですわ。ほら、貸した側を債権者、借りた側を債務者と言うでしょう」

「はあ、確かに聞いたことがあるような……その債権って売ったり買ったりできるんですか？」

「できますわ。それも額面どおりの金額で取引されるとは限りません。例えば金貨十枚の債権を、金貨五枚で売買するというのも可能ですの」

「へぇ……でも、それだと、もともとの債権者さんは金貨五枚分、損をしてますよね。それなのに売っちゃうことってあるんですか？」

「場合によってはありますわ。たとえば、金貨十枚を貸したのに、債務者に支払い能力がなく、金貨十枚どころか銅貨一枚も返ってくる見込みがない。この場合は、金貨十枚まるごと損してしまいます。そこに債権を金貨五枚で買いたいという者が現れたら、大抵の人は喜んで売るでしょう。半分だけでも返ってくるのですから」

「ふむふむ。しかし、債権を金貨五枚で買った人はどうするんですか？　債務者には支払い能力がないんですよね？」

「そこは、ほら。普通の人には使えない、非合法な方法を使うのでしょう」

「ははあ、なるほど」

　ローラは感心して頷く。

　いわゆるタコ部屋送りという奴やつだ。

　噂うわさによると、軟禁状態にされて、奴隷の如く働かされるという。

　可哀想かわいそうな話だが、借りた金を返さないとそういうことになってしまうのだ。

　それにしても、シャーロットは金持ちだけあって、お金の話には詳しい。

　もしかして、彼女の実家も誰かをタコ部屋に送ったりしているのだろうか。

　恐ろしい。ぶるぶる。

「シャーロットさん……タコ部屋の人たちには優しくしてあげてくださいね……」

「はあ!?　わたくしとタコ部屋にどんな関係があるというのです！」

　ローラの勘違いだったらしい。良かった良かった。

「債権の話は分かったでありますが、今回はどうしてチンピラ殿にそれが渡ったでありますか？　今まで誰も返済を求めてこなかったのでありましょう？」

「ええ。私たちも驚いたわ。一週間前の朝、突然ガラの悪い連中が借用書を持ってやってきて、全額すぐに払えって言うんですから。払えないなら教会と周りの土地を明け渡せと。その日は話だけで済んだけど……それで、貸してくれた人たちに事情を聞きに行ったら……いきなりチンピラがやってきて債権を売れと凄まれたらしいわ。皆、善良な人たちばかりだから、ああいう暴力を生業なりわいにした人種には弱いのね。もの凄く謝られたわ。本当は売りたくなかったんだけど、怖くて逆らえなかったって」

　そう言ってベラはため息を吐つく。

　実際、ため息どころか、魂ごと吐き出したいほど切実な問題だろう。

　あと十年かけて返済する計画だったのに、今すぐ払えと言われているのだから。

　ローラはチンピラと、そして債権を売ってしまった人たちに憤りを覚えた。

　しかしそのとき、今まで黙っていた神父が口を開く。

「本来、借りたお金はきっちり返すものです。それを今まで、皆さんの好意をいいことにダラダラと返済してきた。そのツケが回ってきたのでしょう。ああ、しかし。私はどうなってもいい。ベラも一人で生きていけるでしょう。ですが教会を失ったら、子供たちはどうやって生きていけばいいのか……」

　神父もまたうつむいてため息を吐く。

　落ち込んでいてもお金が降ってくるわけではない。

　だが、こんな小さな教会には、金に換える物すらないのだろう。

　ブドウを収穫してワインにして売っていると言っていたが、チンピラたちがそんなに待ってくれるとも思えない。

　第一、ワインが今すぐ完成したとしても、借金の全額返済には到底足りないはずだ。

「大丈夫。私が何とかする。あの借金は、私の薬のための借金。皆には本来、関係ない」

　アンナは決意を秘めた声で静かに語る。

　しかし、神父とベラはそれを拒絶した。

「何を言うんだアンナ。君はこの孤児院の子だ。その病気を治すための薬を買うのは、孤児院全体の問題。君一人で背負ってはいけないよ」

「そうよ。個人の問題は個人で片付けるなんて言い出したら、孤児院の存在意義に関わるわ」

　大人たちに説教されるが、アンナは毅然きぜんと言い返す。

「でも、一番稼ぐ可能性があるのは私。神父様とベラは、チンピラ相手にもう少し時間を稼いで。私が絶対にお金を用意する」

　確かに、この教会で最も稼げるのはアンナだろう。

　だが、それでも無理なものは無理だ。

　一人では無理だ。

　だから。

「アンナさん、私も協力しますよ！」

　校則違反でもいいから、いっそドラゴンを狩ってしまおう。

　またパジャレンジャーになって、更にその上からカミブクロを被かぶれば、きっと学園にはバレないはずだ。

「私も微力ながらお手伝いするであります」

「ぴー」

　ミサキとハクも声を上げる。

　頼もしい。

　皆で力を合わせれば、どんな金額でも稼げるだろう。

「いや、でも、ローラたちには本当に関係ないし……」

「聞く耳持ちませんよアンナさん！　アンナさんが嫌と言っても、力を貸しますからね！　だって借金返さないと、アンナさんは放課後の特訓に付き合ってくれないんでしょう!?」

　ローラは久しぶりに心の底から叫んだ。

　親友のピンチなのだ。

「アンナさんに『助けてくれなくてもいい』と言われたから『はい、そうですか』と見過ごした──そんな選択をしたら、私は一生後悔します！　アンナさんは私にそんな思いをさせるつもりですか！」

　たとえ相手が嫌がろうとも、ここは強引ごういんに助けるときだ。

　その結果、嫌われたとしても、だ。

「ローラ……」

　か細く呟いたアンナの目に、涙がにじんでいた。

　普段、さほど感情を表に出さないアンナが、泣いているのだ。

　きっと、それだけ辛つらかったのだろう。

　それを思うと、ローラの胸の奥にも熱いものが込み上げてきた。

「さあ、借金返済し隊を結成しましょう！　返済計画を立てるのです！」

「ロラえもん殿。やはりここは古代遺跡に潜って、財宝を探すであります。奥に潜れば潜るほど、まだ発見されていないお宝があるはずであります。それを見つければ、借金など物の数ではないであります」

「ナイスな作戦ですよミサキさん。でも、遺跡に潜るとなると何日もかかっちゃいますね。神父さん、ベラさん。次にチンピラさんたちが来るのはいつですか？」

「それが、明日の朝なのよ……」

　ベラは困った顔で言う。

「明日！　しかも朝！　うーん……流石にそれは間に合いませんね。もうちょっと待ってもらわないと」

「じゃあ、明日の朝、皆でチンピラたちを物理的に説得するというのは？」

「アンナさん、冴さえてます！　どうせなら物理的説得で借金を帳消しにしてもらいましょうよ！」

「それはちょっと法律にひっかかると思う」

「そうですか……じゃあ待ってもらうだけにしましょう。ところでシャーロットさん、さっきから黙ってどうしたんですか？　いつもなら真っ先に声を上げるのに。ま、まさか協力しないとか言い出しませんよね!?」

　おおむねいつも騒がしい印象のシャーロットだが、なぜか今は何も発言しない。

　普通なら『わたくしの考えた名案』とか語り出すはずなのに。

　お腹でも痛いのだろうか。

「いえ、その……盛り上がっているところ申し訳ないのですが……とりあえず明日はわたくしが全額立て替えてしまえば、それで済む話ですわよ？　さっき聞いた金額くらいなら、お父様にお願いすれば、無利子無担保無期限で貸してくれますわ」

　貧乏人が一生懸命に知恵を巡らせているとき、金持ちがさも当然という顔で解決策を出してきた。

　せっかくこれから熱い友情で団結して問題に立ち向かおうとしていたのに。

　感動が台無しである。

「そうですか！　流石はお金持ちですね！　ありがとうございます！」

「どうして少し不満そうですの!?」

「不満なんてないですよ！　ただちょっと、お金持ちって本当にお金持ってるんだぁと思っただけです！」

「そ、そうですの……？」

　シャーロットは曖昧あいまいな顔になる。

　しょせん、金持ちには庶民の気持ちは分からないのだ。

「シャーロット」

　アンナは椅子から立ち上がり、シャーロットの隣まで歩み寄った。

　そして、不意に彼女へ抱きついた。

　何が起きたのか分からないという表情をするシャーロット。

　ローラたちも、何事かという顔で見守る中、

「……ありがとう」

　アンナは短く、しかしハッキリと感謝の言葉を口にした。
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　それを聞き、シャーロットの表情は、驚きから照れくさそうなものへと変わる。

「いえ、その、友人として当然ですわ。ただし、立て替えるだけですわよ？　何十年先でもいいので、ちゃんと返してくださいな！」

「分かってる……シャーロットとは何十年も友達」

「ア、アンナさん……！」

　シャーロットはアンナを抱き返し、目から涙をこぼす。アンナも泣く。それを見た神父とベラも泣いた。

　無論、ローラとミサキも感動してもらい涙だ。

　その場にいる全員がぐずぐずと泣く最中、ハクだけはマイペースにテーブルの上でスヤスヤと寝息をかいていた。

　かくして借金返済し隊は、活動を始める前に解散したのである。

　しかし、それにしても、チンピラたちは何のために債権を買い占めたのだろうという疑問は残る。が、とにかく金銭的にはシャーロットがいる以上、無敵なのである。
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　ローラ、アンナ、ミサキは学園へ戻る。シャーロットは実家に金を取りに行った。

　そして次の日の早朝、授業と学食の仕事をサボった四人は教会に集合した。

　ローラは授業を意図的にサボるのは生まれて初めてだったので、内心ドキドキしていた。

　チンピラの方はどうでもよかった。

　しかし神父とベラは、不安で一杯という顔をしている。

　無理もない。

　剣も魔法も使えない人が、ガラの悪い者たちと対決しなければならないのだ。

　何とも思っていないとしたら、それは逆に感覚がマヒしているといえる。

　だが、ここにはギルドレア冒険者学園屈指の実力を持った三人と、常人を遥はるかに超える身体能力を持つ獣人ミサキがいるのだ。

　おまけに借金全額分の金貨が用意されている。

「大丈夫です！　恐れるものなど何もありません！」

「ぴぃ！」

　教会の庭で、ローラは小さな胸を反らす。

　その頭の上で、ハクも翼を広げる。

　アンナは剣を地面に突き立て、ミサキは虚空に向かって拳こぶしを突き出し、シャーロットは金貨が詰まった布袋を手にぶら下げてチンピラを待つ。

　ちなみに子供たちは朝早いのでまだ眠っている。

　そもそも彼らは借金の件を知らないのだ。

　なら最後まで知らないままの方がいい。

「あ、来たわ！」

　ベラが声を上げる。

　見れば、教会へ続く丘の道を、いかにもスネに傷のありそうな男三人が登っていた。

　熊くまと正面から殴り合えそうなほど体格のいいスキンヘッドの男。

　体の線は細いが妙に背が高く、蛇へびのような不気味な目をした男。

　中肉中背だが、袖そでから見える両腕にびっしり入いれ墨ずみが入った男。

　初対面なのにとても見分けやすい三人組だ。

　もっとも、今日でこの教会とは縁を切ってもらうので、顔を覚える必要はない。

「んだコラ！　冒険者学園の生徒が三人もいるぞ！」

「生意気にも用心棒を雇ったのかオラ！」

「兄貴、やっちまいましょう！」

　彼らは「チンピラです」と自己紹介するより分かりやすいチンピラ的言葉遣いで語り出す。

「今日が約束の期日だぞコラ」

「お前らがどうしてもって言うから待ってやったんだぞオラ」

「兄貴、やっちまいましょう！」

　スキンヘッドの男は「コラコラ」言いながら、紙の束たばをこちらに向けてビシッとつきだした。

　それは借用書の束だった。

　元々の債権者たちから集めたものだ。

　あれがある限り、この教会の借金はチンピラたちに債権がある。

「さあ、払えコラ。もっとも、こんな貧乏教会じゃ無理な話だろうがなコラ」

「払えねぇなら建物と土地を差し出せオラ」

「兄貴、やっちまいましょう！」

　チンピラ三人は借用書を盾に凄すごんでくる。

　そんなチンピラで一番目立つスキンヘッドの顔面に、シャーロットは布袋を叩たたき付けた。

　文字通り、物理的に。

「ぐへあっ！」

「て、てめぇなにすんだオラ！」

「兄貴、やっちまいましょう！」

　当然、彼らは青筋を立てて詰め寄ってきた。

　しかしシャーロットは澄まし顔で布袋をひっくり返し、地面に金貨をバラバラと落とした。

　チンピラたちはその輝きに視線を奪われた。

　むしろシャーロット以外の全員が視線を奪われた。

「これで借金は全額返済できるでしょう？　拾い集めて、とっとと帰りなさいな」

　シャーロットは上から目線で言う。

　だがチンピラたちは金貨を拾わない。

「な、なめんなよコラ！」

「てめぇが拾って渡せやオラ！」

「兄貴、やっちまいましょう！」

　チンピラにもプライドというものがあるらしい。

　殴りかかりそうな勢いで怒鳴り散らす。

　が、そのとき。

　獣人ミサキが地面を思いっきり蹴け飛ばした。

　その瞬間、バンッという轟音ごうおんが鳴り響き、土煙が巻き上がる。

　驚いたチンピラたちは硬直するが、こちらの脅しは更に続く。

　アンナは素振すぶりでつむじ風を起こす。

　シャーロットは十体もの氷の精霊を召喚する。

　ローラはとりあえずその辺に雷を落として見せ、ハクも口から炎を吐いた。

　チンピラたちはビビる。

　神父とベラもビビる。

「て、テメェら、何者だコラ！」

「なんでこんな強い連中がボロ教会に集結してるんだオラ！」

「兄貴、やっちまいましょう！」

　チンピラたちはギャーギャー騒ぐが、ローラたちは無言で睨にらむだけ。

　その睨み合いにチンピラは屈した。

　地面に散らばった金貨を拾い集め、そそくさと退散しようとする。

　教会側の勝利だ。

　だが、シャーロットは最後に一声かける。

「ちょっとお待ちなさい！　あなたがた、その借用書を置いて行きなさいな」

　チンピラたちは借用書の束を放り投げた。

「覚えていやがれコラ！」

「俺おれたちを舐なめたらただじゃおかねーぞオラ！」

「兄貴、やっちまいましょう！」

　などと言いながら、丘の下へ走って行った。

　教会側の完全勝利だ。

　金貨は持って行かれたが、それは元より存在した借金なので、仕方がない。

　借用書はちゃんと取り返した。

「以外と呆気あつけなかったですね！」

「ふふふ。わたくしがいたのですから、当然ですわ」

「まあ、お金を返したのだから、当然でありますなぁ」

「ぴー」

　と、呑気のんきな様子のローラたちとは裏腹に、アンナは真面目まじめな顔でチンピラが走り去った道を見つめる。

「まさか、こんな簡単に片づくとは……」

　まだ問題が解決したことが信じられない様子だ。

　というより、解決していないと思っているのかもしれない。

　確かに、疑問は残っている。

　まず、どうしてチンピラがこの教会の債権を買い占めたのか分からない。

　教会には返済能力がないのだ。

　建物と土地を奪っても……失礼だが、さほど儲もうけになるとも思えない。

　第一、チンピラ如ごときがどうやって債権を買い集める資金を用意できたのかも分からない。

　ゆえに、まだ裏があると考えるのが当然だ。

　しかし、チンピラたちがどんなつもりであろうと、借金は返済した。

　そして、単純な戦闘力でも圧倒している。

　心配事は何もない。

「勝利ですよ。圧倒的勝利です。シャーロットさんが金貨で相手をぶん殴ったおかげです！」

「やはり金持ちは強いでありますなぁ」

「シャーロット様々」

　ローラ、ミサキ、アンナは、手を合わせてシャーロットを拝む。

　神獣ハクも「ぴー」と言って前脚を合わせているが、おそらくこれはハク自身、意味を分かっていない。

　だが、神父とベラが手を合わせているのは本物だ。

　本物の神職による祈りだ。

「おお、主よ。救世主を遣わしてくださり、ありがとうございます」

「シャーロットちゃんがまさか天使だったなんて……」

　ローラたちとは違い、この二人は本気で拝んでいる。

　シャーロットを祈る対象だと、心底認めているのだ。

　当然、祈られたシャーロット本人は真まっ赤かになる。

「な、何なのですか！　わたくしはアンナさんに少しばかりお金を貸しただけですわ！　崇められる筋合いはありませんわよ!?」

　というシャーロットの訴えは無視され、神父とベラは手を合わせ続ける。

　アンナもふざけて跪ひざまずき、手を合わせた。

　せっかくなのでローラとミサキも一緒に跪く。

「シャーロット殿は偉大でありますなぁ」

「シャーロットさんは世界一です！」

　という感じで適当に褒ほめていたら、

「そ、そうですか……？　ふふ、やはりわたくしは世界一！」

　と、本気にされてしまった。なんともチョロい人である。
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「んー、みんな朝から何を騒いでるんだよ」

「ベラー、お腹なかすいたぜー」

「あれ？　またアンナの友達が来てるの？」

　子供たちが目覚め、パジャマのまま庭にやって来た。

　チンピラたちが帰ったあとなので、ナイスタイミングだ。

「またオムレツをご馳走になりに来たんですよー」

「ぴー」

「なんだそうなのか。ローラは食いしん坊だなぁ」

「うちは貧乏なんだから遠慮して欲しいぜ」

「でもまたハクと遊べるのは嬉うれしいわ。ミサキもモフモフするわ！」

「ま、またしてもモフられるでありますか!?」

　ミサキは死刑を宣告されたような顔になる。

　しかし、立派な毛並の耳と尻尾しつぽがあるのだから仕方がない。

　それを触りたくなるのは、生物としての本能である。

「さあ、皆。ニワトリ小屋に行って、卵を拾うわよ」

　ベラが言うと、子供たちは「うえーい」と走って行く。

　ローラとミサキも一緒に、うえーいと追いかけた。

　しかしシャーロットとアンナはついてこない。

　ニワトリに興味がないのだろうか。

　オムレツの材料である卵を産んでくれる偉大な動物だというのに。

　感謝の心が足りない。

　けしからん。これだから近頃ちかごろの若者は。

「おお、これがニワトリ小屋でありますか。獣人の里にあるのと、さほど変わらないでありますなぁ」

「へぇ。獣人もニワトリを育てるんですね」

「卵は貴重な栄養源でありますよ」

「すると当然、オムレツも作るんですね！」

「オムレツは作らないでありますな」

「そ、それは駄目ですよ！　ミサキさん、こんど獣人の里に帰ったら、ぜひともオムレツの作り方を伝えてください！　文明開化ですよ！」

「りょ、了解であります……！」

　美味おいしいオムレツさえあれば、人生における問題はほとんど解決したようなものだ。

　これで獣人たちも、よりよい人生を送ることができるだろう。

　ローラは人助けをした気分になり、しみじみと頷うなずく。

「ローラちゃん、ミサキちゃん。オムレツを作るには、卵を拾わなきゃいけないのよ。手伝ってね」

「はーい」

「了解であります！」

　ニワトリ小屋には二十羽のニワトリがいた。

　敷き詰められたワラの上に転がっている卵の数も二十だ。

　一匹につき一個。

　ニワトリたちはほぼ毎日のように卵を産むという。本当に偉い。

　ローラは毎日オムレツを食べているのに、卵を一度も産んだことがない。

　だがニワトリは、麦とかクズ肉を食べているだけなのに、それらを体内で卵に作り替えてしまうのだ。

　不思議な話である。

　何も考えていないような顔で「コッコッコッ」と鳴いているニワトリだが、きっと人間には理解できない思慮深さを持っているのだろう。

「ぴー」

　ローラがニワトリへの感謝を覚えながら卵を拾い集めていると、頭からハクがぴょんと飛び降りた。

　そしてニワトリの群れに混じり、一緒に小屋の中をウロウロし始めた。

　ハクもニワトリも白いので、一見しただけでは違和感がない。

「つまり、ニワトリさんは神獣と同格の生き物だったんですねぇ」

「ロラえもん殿。その理屈はおかしいでありますよ」

「そうでしょうか？　こうして見ると、ニワトリさんの歩き方はとても優雅ですよ。それに、ほら。赤いトサカが神々しいです。神獣とまではいかなくても、準神獣くらいの格はあると思います」

「はあ……ロラえもん殿がそう思うなら、そうなのでありましょうな。ロラえもん殿の中では」

　いまいちローラの思想が伝わらなかったらしい。

　しょせん、人間と獣人では分かり合うことができないということか。

　友達だと思っていたのに。

　ローラはとても悲しい思いになる。

　しかし、オムレツとニワトリと卵は、哲学であり芸術でもある。

　いわゆる三位一体。

　一朝一夕に理解できないのも、致し方ない。

　これからじっくり時間をかけ、ミサキにも布教していくとしよう。

「これで全部拾い終わったかしら？」

　ベラが皆に確認すると、子供たちが両手で抱えた卵をアピールする。

「俺、三つ拾ったー」

「俺も三つだぜ」

「私は二つー」

　ベラは四つ。ミサキは三つ。ローラは五つだ。

　これで二十個全て拾ったことになる。

　あとはニワトリに感謝しつつ、オムレツにして食べるだけだ。

「ハク。そろそろ戻りますよ。そこにいてもハクは卵を産めないんですから」

　しかしハクはニワトリの群れから出ようとしない。

「ぴっぴっぴっ」

「コッコッコッ」

　動きだけでなく、鳴き声まで似てきた。

　どうやらニワトリたちのことがすっかり気に入ったらしい。

　仲良しさんである。

「ハクちゃんはニワトリを襲って食べたりしないわよね？」

　ベラが尋ねてきた。

「ハクはそんなことしませんよー」
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「じゃあ、しばらくここで遊ばせてあげたら？　私もニワトリも構わないわよ」

「おおっ、ではお言葉に甘えて。ハク、ニワトリさんのオーラを吸収するのです」

「ぴー」

　というわけで、ニワトリ小屋にハクを残して教会に戻る。

　そしてベラが作った、ふんわりとろとろオムレツを食べる。

　産みたてホヤホヤの卵を使ったせいか、昨日のよりも美味しかった。

　美味しさのあまり、ローラは失神しかける。

　そして皿を洗い終わってから、ハクを迎えに行く。

「さあ、ハク。いい加減、帰りますよ」

「ぴぃ……」

　ハクは名残なごり惜おしそうな声を出すが、ちゃんとローラの頭の上に飛び乗った。そして帰り際、ニワトリたちに前脚を振る。

　ローラも一緒に手を振った。

　そして、ベラと神父に改めて感謝の言葉を贈られ、帰路につく。

「いやぁ、チンピラさんたちを追い返し、ニワトリと触れ合い、オムレツを食べる。まだ午前中なのに、とても充実した時間でしたねー」

「楽しかったであります。ロラえもん殿たちといると、飽きないであります」

「今回はシャーロットがかつてない大活躍」

「ふふふ、これがわたくしの実力ですわ」

「ぴっぴっぴっ」

　全員がご機嫌で学園に帰る。

　そして、校門を潜った瞬間、自分たちが授業や仕事をサボって教会に行っていたという現実を思い出す。

　当然、午後はお説教タイムだった。





※






　ギルドレア冒険者学園があるファルレオン王国は、広い国土と安定した気候によって発達した大国だ。

　その西にあるラグド公国も、豊かな鉱物資源を持つ強力な国家だった。

　二つの国は何百年も前に国境線を巡って小競り合いをしたことがあったが、それ以降はそれなりに良好な関係を保っている。

　物と人の往来は活発だ。

　ラグド公国には冒険者を養成する教育機関がないので、わざわざファルレオン王国まで留学してくる者もいる。

　大賢者が学長を務める王立ギルドレア冒険者学園は、生徒から学費を取らない方針だが、それは国外から来た生徒にも当てはまる。

　卒業生の多くは祖国に帰って冒険者となるので、ファルレオン王国が損をしていることになる。

　しかしギルドレア冒険者学園の卒業生のほとんどは、祖国に帰っても、ファルレオン王国を第二の故郷のように感じているという。

　よってギルドレア冒険者学園が留学生を受け入れれば受け入れるほど、近隣諸国に味方が増えていく。

　しかも卒業生は、必然的に優秀な冒険者なのだ。

　彼らが各国で活躍するたび、世界の人々がファルレオン王国へ抱く心証がよくなっていく。

　それを考えれば、学園の運営費などファルレオン王国にとって安い投資といえる。

　ファルレオン王国の街道はつねに整備され、治安もよいので、商人も集まってくる。

　特に何もイベントがない日でも、大きな街の宿屋は繁盛していた。

　そして王都レディオンで最も高級とされている宿『グランドホテル・レディオン』に、豊かなヒゲを生やした中年の紳士が泊まっていた。

　まるで貴族のように気品ある服を着ているが、平民である。

　しかし貴族と取引する機会は多い。

　だからこそ、見た目だけでも貴族に近づこうとして金を使っているのだ。

　もっとも、いくら金をかけて着飾っても、粗暴さが外見に表れている。

　舞踏会より武闘会が似合いそうな顔と体つきだ。

　彼の名はバートランド・アマースト。

　ラグド公国で最も評判のいいワイン醸造所のオーナーである。

　そのバートランドが泊まっているスイートルームで、三人のチンピラが申し訳なさそうな顔で突っ立っていた。

　孤児院に借金返済を迫っていた、あの三人だ。

　バートランドはソファーに座り、葉巻を吹かしながら、チンピラたちを睨み付ける。

「てめぇら、馬鹿ばかか？」

　バートランドはチンピラ三人へ、静かな、しかしドスの利いた罵声を投げつける。

　その理由は、彼らが借金を回収してしまったからだ。

「いや、しかしバートランドの旦那。教会には冒険者学園の生徒が三人もいた上、獣人まで用心棒にしていやがったんですぜ。あれじゃ手を出せねーです」

「そもそも、絶対に金を用意できないって前提で脅してたのに、金を用意されたんじゃ、持って帰ってくるしかねーでしょう」

「兄貴ぃ……」

　チンピラたちは情けない言い訳を重ねる。

　それを聞いたバートランドは一気に沸点に達した。

「よくそれでアウトローを気取っていられるなッ!?　俺の国じゃ、てめぇらみたいな腰抜けはカツアゲだってできねぇぞ！」

　目の前のテーブルを殴りつける。立派な大理石でできていたが、バートランドの拳はそれを真まっ二ぷたつに叩き折ってしまった。

　しかも殴った場所には、チンピラたちが回収してきた金貨の詰まった革袋が置いてあった。

　それがクッションになったのに、テーブルはもうテーブルではなく、ただの大理石の破片と化した。

　革袋には穴が空き、グニャリと曲がった金貨が床に散らばる。

　その光景を見て、チンピラ三人は「ひっ」と短く悲鳴を上げ、身をすくませた。

　バートランドはワイン醸造家だが、同時に酒場でのケンカも得意だった。

　現役げんえきの冒険者相手に勝ったこともある。

　もっとも、ワイン造りで有名になってからは、ケンカを控えている。

　悪名が広まって商売がやりにくくなっては困るからだ。

　バートランドは一応これでも、合法的な世界で生きているのだ。

　しかし今、こうしてファルレオン王国のチンピラを使っている。

　まだギリギリ合法だが、いずれは非合法な手段──つまり暴力──を使うことをチラつかせて債権を買い集め、今すぐ返済できないなら教会から出て行けと脅したのだ。

　限りなく黒に近いグレー。

　そこまでしてでも、バートランドは教会の連中を追い出したかった。

　なぜなら、あの教会で造っているワインが、ラグド公国で恐ろしいほどの評判になっているのだ。

　とはいっても、ラグド公国に入ってくる本数が少ないので、一般的には知られていない。

　ごく一部のワイン愛好家の間で語られているだけだ。

　しかし、その極一部のワイン愛好家というのは、本当にワインの味を分かっている連中だ。

　その彼らが、あの教会のワインを『今まで飲んだワインの中でもトップクラスの味』とまで言った。

　去年は『少なくとも今年のワインでは最高』と断言していた。

　一昨年おととしまで、その年最高のワインの地位は、バートランドのワインが常連だった。

　それが去年、ぽっと出の教会ワインが、いきなりトップに躍り出たのだ。

　気にくわない。商売の邪魔だ。

　なにせ一位と二位では、全く価値が異なる。

　バートランドが仕事を怠けワインの味が落ちたから二位に転落した──というなら、ここまで憎しみを覚えなかった。

　しかしバートランドはワイン造りで妥協などしていない。

　なのに負けたのだ。

　自分自身の舌で味わってみて、それを自覚した。

　バートランドのワインよりも、教会のワインの方が、美味うまい。

　だから腹が立つ。

　どうやったら勝てるのか分からない。

　ゆえにバートランドは、勝つのではなく、排除すると決めたのだ。

　だが、債権を武器に立ち退きを迫るという方法は、どうやら甘かったようだ。

　こうなったら、直接的な手段に訴える必要がある。

　どんな方法だろうと、教会のワインには消えてもらう。

　そう。

　別に人間が教会から出て行く必要はない。

　孤児院をやっているらしいし、追い出すのは可哀想かわいそうだ。

　ようはワインさえ造れなくなれば、それでバートランドの目的は達成される。

　もっとも、ワインという収入源がなくなれば、どのみち孤児院はやっていけなくなるだろうが。

　そこまで考えたバートランドはニヤリと笑い、チンピラたちに新しい計画を命じた。





※






「今日はエミリア先生に凄く怒られちゃいましたね」

　お風呂ふろから上がり、着ぐるみパジャマに着替えたローラは、同じく着ぐるみパジャマのシャーロットに語りかける。

「まったくですわ。わたくしたちは孤児院を救うために頑張ったというのに」

「ぴー」

　ベッドの上に座り、眠る前のおしゃべりだ。

　ローラとシャーロットは、いつもこうやって、その日の出来事を語り合ってから布団ふとんに潜る。

　もっとも、いくら冒険者学園が一般的な世界からズレた空間とはいえ、そう毎日毎日、刺激的なことが起きるわけではない。

　だから基本的に、オムレツの味とか、授業中ハクが床に落とした消しゴムを拾ってくれたとか、雑貨屋に新しいアクセサリーが入荷されたらしいとか、そういった当たり障りのない話をして眠りにつく。

　しかし今日は、なかなか濃い一日だった。

　午前中チンピラを追い返した一件もそうだし、昼休み近くになってからコソコソと教室に入っていったときのエミリア先生の怒りっぷりも凄かった。

「どこに行ってたの！　心配したでしょ！」と怒鳴り、ローラとシャーロットの耳が伸びるほど引っ張ったのだ。

　心配かけたのは申し訳ないが、あそこまで引っ張らなくてもいいと思う。

　もう少しで耳が尖とがってしまうところだった。

　大浴場で聞いたのだが、アンナとミサキもやはり怒られたらしい。

　もっともアンナの場合、頭に大きなタンコブが生えていたので、見ただけで分かった。

　まあ、怒られるというのは授業をサボると決めた時点で覚悟していた。

　それにしても、正義を貫くというのは、とても難しいのだなぁ、と勉強したローラであった。

「さて。そろそろ眠りましょうローラさん。明日も遅刻したら、今度こそ耳を伸ばされてしまいますわ」

「耳じゃなくて脚を伸ばしてくれたら、スタイルがよくなるんですけどねぇ」

　そんな話をしていたら、ハクは「ぴー」と言いながら尻尾をパタパタ振る。

　どうもハクとしては、尻尾を伸ばして欲しいようだ。

　想像してみたが、確かにシュッとして格好いいスタイルになるかもしれない。

「ハク。尻尾を木の枝とかに引っかけてぶら下がったら伸びるかもしれませんよ」

「ぴぃ？」

「ローラさん。それじゃコウモリみたいですわ」

「いや、コウモリは黒いですが、ハクは白いので大丈夫です」

「そう言う問題ですの……？」

　そういう問題だろう。いや、違うのか？

　ローラもよく分からなくなってきた。

　葛藤かつとうしていたら、当のハクが布団の上で丸くなって眠ってしまった。

「さ、さ。わたくしたちも今度こそ寝ますわよ」

「そうですね。私も眠くなってきました。おやすみなさいシャーロットさん」

「はい。おやすみなさいローラさん」

　換気のために開けていた窓とカーテンを閉め、布団に潜ろうとした、そのときだ。

　夜の王都に、炎が見えた。

　距離はかなり離れている。

　しかし赤い炎と煙が、くっきりと見えた。

「シャーロットさん！　火事ですよ、大火事です！　しかもあれって、教会がある辺りですよね!?」

「ここからだとよく分かりませんが、方角は確かに教会ですわ！」

　方角が合っているからといって、教会が燃えているとは限らない。

　だが、建物が多い王都でこれほど炎がハッキリ見えるということは、現場はきっと高台にある。

　そして、あの教会は丘の上にあった。

　と、ここまで考えれば、希望的観測をしている場合ではないと分かってしまう。

「行きましょうシャーロットさん！」

「ええ！　アンナさんも呼びましょう！」

　ローラはハクを抱きかかえ、ベッドから跳ね起きる。

　すると、ドアをバンッと乱暴に開けてアンナが血相を変えて入ってきた。

「火事！　火事！」

　アンナもあの炎を見ていたらしい。

　三人で着ぐるみパジャマのまま教会に向かう。

　校門の辺りで後ろから「火事であります火事であります」という声が聞こえてきた。

　ミサキとも合流し、四人と一匹で教会を目指す。

　辿たどり着いたら、教会は火事と無関係で、全てローラたちの勘違いだった──そんな展開を待ち望んでいた。

　だが、近づくにつれ、それは願望に過ぎないのだと現実を突きつけられる。

　丘が燃えている。

　教会の周りに広がるブドウ畑が燃えている。


「──っ！」



　アンナは唇を嚙かみしめ、王都の夜空に登る炎を見つめている。

　丘の周りには、既に野次馬ができていた。

　更に、何人かの魔法使いが集まって、水の矢を火事に撃ち込んでいる。

　しかしローラから見れば、それは霧吹きのようなものだ。

　第一、水の矢はモンスターの体を貫通するのには役立つが、効果を及ぼす面積が全く足りない。丘そのものを焼き尽くすような火事の前では、無力でしかない。

「大気と大地に隠れた水よ。我が魔力を捧げる。ゆえに契約。眼前の炎を消火せよ」

　シャーロットは野次馬を蹴り飛ばしながら呪文じゆもんを唱える。

　次の瞬間、大人一人がすっぽり収まりそうな水の玉が何十個も現れ、丘に向かって飛んでいった。

　これだけでシャーロットは、近くにいた魔法使い全員分の働きをしたと言える。

　だが、火事の勢いは強い。

　炎が消える気配なし。

　ゆえにここはローラの出番だ。

「水よ、世界のどこかにある水よ。我が時空に穴を空けるゆえ、ここに来い。これは命令だ。その質量を以もつてして、我が前にある炎を押しつぶせ」

　意識していないのに、口からスラスラと呪文が流れた。

　相変わらず仰々しい文面である。

　しかし、それで魔法が発動するのだから、間違った呪文ではないのだろう。

　ときどき自分でも魔法適性９９９９というのが恐ろしくなるが、今はありがたい。

　とにかく火事を消さなくては。

　夜よりなお黒い〝穴〟が丘の上に開く。

　そこから膨大な量の水が溢あふれ出した。

　まるで王都上空に海が現れ、その底が抜けたかのような水量だった。

「ロ、ローラさん、いくらなんでも！」

「やりすぎでありますぅ！」

「溺れる。ごぼごぼ」

「びゃあ！」

「ぴー！」

　教会とブドウ畑を包み込むように落ちてきた水は、炎を消したあと、丘の斜面を下って流れてきた。ローラは慌あわてて水源である穴を消したが、一度落ちてきた水は残ったままだ。

　野次馬も、消火しようと頑張ってくれていた魔法使いたちも、そしてローラたちも、洪水に巻き込まれてしまう。

　しかし幸いにも王都は水路が多い街だ。

　洪水が王都全体に被害を及ぼす前に、水路に流れて拡散していった。

　おかげで丘の周りにいた人たちが溺れかけただけで、建物などへの被害はない。

　ちゃんと火事も消えた。

　ローラは飲み込んだ水をぴゅーと吐き出しながら、丘の上を見つめる。

　ブドウ畑や森はなくなってしまったが、教会は無事のようだ。

「皆さん！　いつまでもひっくり返っている場合じゃありませんよ！　教会の人たちが無事かどうか、確かめに行きましょう！」

　ローラの言葉で他ほかのメンバーも起き上がり、口からぴゅーと水を吐きながら丘を登っていく。

　そして辿り着いた教会の中には、怯おびえて震えている神父とベラ、そして子供たちがいた。

　つまり、全員、無事。

　最悪の事態はまぬがれたのだ。

　ローラ、シャーロット、ミサキは安堵あんどのため息を吐つく。

　そしてアンナは、気が抜けたように、へなへなとへたり込んだ。それから這はうようにして教会の皆の所に行き、抱き合って、無事を確認し合う。

　被害はどうあれ、命は助かった。

　まずはそのことを喜ぼう。

　そして、一体どうしてこんな火事が起きたのだろうとローラは考えた。

　チンピラを追い払ったその日に発生した事件だ。

　偶然と考えるほど、この場にいる者たちは脳天気ではない。





※






　王都のどこからでも見えるような大火事だったので、夜中にもかかわらず衛兵がやってきた。

　とはいえ、鎮火ちんかしたあとに来ても、事情聴取くらいしか衛兵の仕事はない。

　教会の人たちは、火事の原因に心当たりはないと答える。

　火の不始末など絶対にしていない。

　そもそも炎はブドウ畑で燃え広がったのだ。

　そんなところに火種などあるはずもない。

　しかも炎は驚くほどの勢いで、一気に教会の周りを焼き尽くしたという。

　まるで油がまいてあったかのように。

　実際、ローラが火事を見つけたとき、いきなり大きな炎が窓から見えた。

「誰だれかが火を付けた可能性が高いわけか……仮に放火だったとして、犯人に心当たりは？」

　衛兵にそう質問された神父とベラは、チンピラたちのことを話した。

　どう考えても彼らに出せるような金額じゃないのに、債権を買い集めたこと。

　それを使って、教会からの立ち退きを迫ってきたこと。

　借金を返したら、その日のうちに火事が起きたこと。

「なるほど、怪しいな……分かりました。そのチンピラたちのことを調べてみましょう。とにかく、全員が無事でよかった」

　衛兵は帰っていく。

　火が消えたことで、野次馬たちもとっくに飽きて解散していた。

　ローラたちは、外壁が黒く焦こげた教会の前で立ち尽くした。

　教会が石造りだったおかげで、あれだけの炎でも中は無事だった。

　もっとも、ローラたちが来るのがもう少し遅れたら、火が中まで回っていたかもしれない。

　何にせよ、一瞬にして炎で囲まれ、逃げ出すことも消火することもできないというのは、想像するだけで恐ろしい。

　早めに消火できて本当によかった。

「ふぅ……なにはともあれ、命が助かっただけでもよかったわ。本当に死ぬかと思ったもの……皆、駆けつけてくれてありがとう。一日に二度も助けられちゃったわね」

　ベラは気丈に笑ってみせるが、その声は少し震えていた。

　しかし抱きついてくる子供たちの手前、しっかりした姿を見せなければいけないのだろう。

「いえ、もっと早く火を消せていたら、ブドウ畑も助かったかもしれないのに……ごめんなさい」

「ローラちゃん。そこは謝るところじゃないわよ。それにブドウ畑は本当に一瞬で燃えちゃったの。たとえローラちゃんが教会にいたとしても間に合わなかったわ」

「そうですか……でも、まさかこんなことになるなんて……」

　ローラは彼女らに何と声をかけてよいか分からなかった。

　命こそ助かったが、ブドウ畑がなくなった以上、今年のワイン造りは不可能。

　食いぶちを稼ぐ手段を失ってしまったのだ。

「なぁに。五体満足ですから、何とかなるでしょう。ブドウは一から植え直して頑張ります。明日からの食べ物は、私が信者の皆さんに頭を下げて回って、寄付してもらいましょう。みっともないですが、子供たちを飢えさせるわけにはいきませんからね」

　神父は冷静な口調で語った。

　冴さえない印象の人だが、一番の年長者だけあり、とても落ち着いている。

　伊達だてに歳としは取っていないらしい。

　急に頼りがいのある人に見えてきた。

「神父様。私がモンスターを狩って稼ぐから、大丈夫」

「アンナさん。そんなことをする必要はありませんわ。お金なら、このシャーロット・ガザードにお任せを！」

「でも、シャーロットからは既に沢山借りてるから……これ以上迷惑かけたくない」

「迷惑なんてとんでもありませんわ！　むしろ、このまま見過ごせと言われる方が迷惑！　せめてワイン畑が復活するまでは支援させていただきますわ！」

「私も学食から食材をコッソリ持ってくるであります。ちょっとくらいならバレないであります」

　頼りになる人たちだ。

　これならワインの収入がなくても、孤児院はやっていける。

　あとは放火した犯人を捕まえねばならないが、それは衛兵がやってくれるはず。

　とりあえず今日のところは安心して寝てもいいだろう。

　ローラは我が事のように安堵した。

　が、ふと大切なことを思い出す。

「そうだ！　ニワトリさんたちはどうなったんです!?」

「ぴぃ！」

　ニワトリと聞いて、ローラの腕の中でうつらうつらとしていたハクも顔を上げた。

「あれだけの火事だったから、ニワトリ小屋はもう……」

　ベラはうつむいて呟つぶやく。

「噓うそです！　だってあんなに美味しい卵を産んでくれたのに！」

　ローラは自分の目で確かめるため、ニワトリ小屋まで走って行った。

　卵を拾い集めたのは、今朝けさの話だ。

　あのときは立派なニワトリ小屋が確かにあった。

　しかし、同じ場所に行っても、黒焦げになった木片が転がっているだけだった。

「そ、そんな……」

「ぴー！」

　ハクはローラの腕から飛び降り、ニワトリ小屋の残骸の上に立つ。

　そして木片を退かす。

　その下から、黒くなってしまったニワトリが出てきた。

　もちろん、動かない。

　焦げ臭い匂においがする。

「ぴぃ……」

　ハクはニワトリの死体を前に泣いていた。

　かつてオイセ村で親の死を前にしたときのように、涙を流した。

　それを見てローラは拳を握りしめる。

　こんなに頭にきたのは、生まれて初めてかもしれない。

　絶対に犯人を見つけてやる。

「ハク。行きましょう。ニワトリさんたちのためにも、泣いている場合じゃありません。悪党は、倒さないと！」





※






　一方、その頃。

　正義感とは無関係に、怒りで燃えている大人が二人いた。

　彼女らは密ひそかに教会ワインのファンであった。

　毎年十一月中旬ごろに出荷される教会ヌーヴォーはかかさず買っているし、何年かしてから出回る熟成したワインも大好きだ。

　しかし、その教会のワイン畑が火事で燃えてしまった。

　聞けば、放火らしい。

　どこの誰が、何のために。

　如何いかなる理由であろうと、如何なる相手であろうと、決して許してはならない。

　邪悪なる犯人に鉄槌てつついを下すのだ。




　今、ファルレオン王国最大の権力者と、最強の魔法使いが立ち上がる。

　すなわち、女王と大賢者である。







[image: ]




　次の日。

　ギルドレア冒険者学園は、火事の話題で持ちきりだった。

　どうやら放火らしいというという情報も出回っていた。

　野次馬やじうまが多かったので、話が広まるのも早いのだろう。

「現場には、あのパジャレンジャーがいたらしいぜ」

　廊下を歩いていたら、そんな話声が聞こえてきてローラはずっこけそうになる。

　そういえば慌あわてていたから、着ぐるみパジャマのまま教会に行ったのであった。

「女子寮で着ぐるみパジャマが流行ってるらしいよな。パジャレンジャーのファンなのかな」

「パジャレンジャーのおかげで着ぐるみパジャマの売上が倍になったって聞くし、きっとそうだろう」

　実はパジャレンジャー本人なのだが、それを知っているのはエミリアと大賢者のみ。トップシークレットである。




　やがて昼休み。

　シャーロットとアンナと一緒に学食でご飯を食べていたら、火事の話は根も葉もないスケールになって聞こえてきた。

　いわく──。

　あの教会では古代の英霊を召喚し戦わせる儀式が執り行われており、パジャレンジャーも英霊であるらしい。

　最後まで勝ち残った英霊とそのマスターの前には大きな龍が現れ、どんな願いでも一つ叶かなえてくれるとか。

　火事は英霊同士の戦いによって発生したもので、これから戦いはどんどん激化していく──。

「お前が最後まで勝ち残ったら何を願う？」

「ギャルのパンティー」

　凄すごくしょーもない。

　恋人を作れば、ギャルのパンティーくらい手に入りそうなものだが。

　きっと、英霊のマスターになって激戦を勝ち抜かないとギャルのパンティーも手に入らないような、悲しい人生を送るつもりなのだろう。

　自分はもう少し有意義な人生を送りたいなぁ、とオムレツを食べながら思うローラであった。

「それでシャーロットさん、アンナさん。放課後、あのチンピラ三人を探そうと思っているので、手伝ってくれませんか？　あんな極悪非道なことをする人たちをのさばらせておくわけにはいきません！」

「ぴー！」

「ハクもそうだそうだと言っています！」

　今のローラとハクの頭の中は、放火魔を懲こらしめることで一杯だ。

　そのためなら、三日くらいオムレツを食べなくてもいいと思っているほどだ。

「手伝うに決まってる。私を育ててくれた教会に火を付けられたんだから、当然」

　アンナは力強く頷うなずいた。

　その瞳ひとみの奥では、ローラなど比べものにならない怒りが渦巻いているはずだ。

「わたくしもチンピラ捜しには付き合いますが、あの三人が火を付けたとは限らないでしょう？　まあ、無関係とも思いませんけど」

「関係しているなら、とりあえず捕まえて事情を吐かせるんです！　ごーもんです、ごーもん！」

「ロウソクを買っておこう」

「ロウソクでごーもんできるんですか、アンナさん？」

　ごーもんと威勢のいいことを言ってみたローラだが、実のところ、あまり詳しくなかった。

「溶けた熱々のロウを相手に垂らす」

「ひゃー！　そんなことされたら泣いちゃいますよ！」

「相手は悪党。慈悲はない」

「アンナさん、怒ってますね！」

「かつてないほどに」

　人に向かってロウを垂らすなんて恐るべき行いだが、確かに今は心を鬼にすべきときだ。

　しかし、ローラがそんなことをしていると両親が知ったら、どう思うだろう。

　不良になってしまったと泣くかもしれない。

　だが、これも正義のためである。

　女には、人にロウを垂らさなきゃいけないときがあるのだ。それが今なのだ。

　多分。

「ロウソクうんぬんはどうでもいいとして、この広い王都で、どうやって三人の人間を見つけ出すのですか？　ローラさんには何かお考えがありますの？」

「そうですね……ああいう悪い人は、きっと悪い人のたまり場にいるはずです。そこを重点的に探していけば、いくら王都が広くても何とかなると思います！」

「その悪い人のたまり場ってどこですの？」

「それは……これから調べます」

　するとシャーロットは呆あきれたようにため息を吐ついた。

　アンナも微妙な表情をしている。

「話は聞かせてもらったであります」

　と、そこにミサキがやってきた。

　グラタンの載ったお盆ぼんを持っている。

「ミサキさん、学食の仕事はしなくていいんですか？」

「これを食べたらまた皿洗いに戻るでありますよ。それより、悪い奴やつのたまり場はともかく、ガラの悪い奴のたまり場なら知っているであります」

「え、本当ですかミサキさん！　王都に引っ越してきたばかりなのに、どうして知ってるんです!?」

　ローラは王都に来てからそろそろ半年になるというのに、いまだどこに何があるのか把握し切れていない。

　というより、これだけ大きな街だと、一生暮らしたとしても全容を知るのは無理だろう。

　だからこそミサキの言葉に驚いた。

「鈍にぶいでありますなぁ、ロラえもん殿。一昨日おととい、一緒に行ったではありませんか」

「え？　そんな覚えはありませんけど……」

「ミサキ。もったい付けずに教えて」

「そうですわ。一昨日ということは、わたくしも一緒だったはずですわ。どこですの？」

　ローラたちに囲まれたミサキは、グラタンをモグモグしながら、澄まし顔で答える。

「冒険者ギルドであります！」

「「「ああ……」」」

　瞬間、三人とも納得の声を出す。

　確かに冒険者ギルドは、ガラの悪い連中が集まる場所だ。ついでに色んな情報も集まる。

　もちろん、ローラたちのように上品な冒険者もいるが、戦いを生業なりわいとしている以上、どうしても冒険者は粗暴になってしまう。

　そんなガラの悪い冒険者なら、本物の悪党のことも知っているかもしれない。

　放課後の予定は、冒険者ギルドでの聞き込みに決定だ。





※






　王都レディオンの冒険者ギルドは、二階に酒場があった。

　酒場といっても酒ばかり出しているわけではなく、当然、料理だってある。

　ローラはまだ利用していないが、アンナいわく、安くてそこそこ美味おいしいらしい。

「あそこに行けば、昼間だろうが夜だろうが、大抵いつでも上機嫌で酒を飲んでいる冒険者たちがいる。上機嫌だから、こちらの聞いたことにも答えてくれると思う。なんなら酒を奢おごってあげてもいい」

　放課後。冒険者ギルドに行く前に、学食にもう一度集まって作戦会議だ。

　ローラ、シャーロット、アンナに加え、ミサキもその辺のテーブルを拭ふきながら会議に参加する。

　ちなみにハクは、ミサキが拭いたあとをテクテク歩き回って足跡を付けるので、ローラがしっかり抱きしめることにした。

「ふむふむ。酒場には情報が集まると言いますしね」

「ただし、中にはクエストに失敗してヤケ酒を飲んでいる人もいるから、そこは注意して見極めないと」

「ヤケ酒中の人に話しかけたら、変な絡からまれ方しそうですからね……！」

　話しかける相手を選ぶのも大切だが、その聞き方も重要だ。

　いきなり「チンピラ三人組を知りませんか？」なんて聞いても、相手だって何のことやら分からず困ってしまうだろう。

　幸いあの三人は、マッチョのスキンヘッド、蛇のような顔をしたヒョロヒョロ男、両腕入れ墨びっしり男、と特徴的な外見だった。

　そういうのを知っていそうな冒険者を選んで、心当たりを聞いてみよう。

「あ、ギルドに行く前に、購買部に寄りたいであります。紙と色鉛筆を買って、似顔絵を描けば調査もよりスムーズでありますよ」

　テーブルを拭き終わったミサキが、エプロンを脱ぎながらやってきた。

「似顔絵ですの？　ふふ、それならこのシャーロット・ガザードにお任せですわ」

「シャーロットさんは絵が上手なんですか？」

「ええ！　小さい頃ころからお母様によく褒ほめられていますわ」

　するとミサキがキラリと目を光らせた。

「ならば勝負でありますよ。私も絵には自信があるであります！」

　ミサキとシャーロットは二人並んで購買部へと走って行った。ローラたちが学食で待っていると、程なくしてスケッチブックと色鉛筆を持って帰ってきた。

「どっちが上手にチンピラ三人を書けるか勝負であります。審査はロラえもん殿とアンナ殿にお願いするであります！」

「わたくしの芸術的感性をお見せしますわ！」

　勝手に審査員にされてしまった。

　別に構わないが、審査員が二人だと、評価が割れたときどうするつもりなのだろう。

「ローラ。二人が書いてる間、暇だから、引き分けたときのためにアミダクジを作ろう」

「それはいい考えです！」

　シャーロットたちの色鉛筆から今使っていないのを拝借し、紙ナプキンに適当な線を引く。

　二つしか選択肢のないアミダクジというのも寂さびしいので、どんどん書き足していく。

　結果、審査員の評価が割れたときの決着用という用途に適さない、大規模なアミダクジが完成してしまった。

　本末転倒だが、とても楽しく作れたのでよしとしよう。

　シャーロットとミサキは、アミダクジの代わりにジャンケンでもしておけばいい。

「描き上がったであります！」

「わたくしも完成ですわ」

　アミダクジと同じタイミングで、二人の画家も作業を終わらせたようだ。

　これより審議に入る。

「ではまず、金髪の方の志望動機から……」

「ローラ。それは面接」

　アンナがツッコミを入れてくれた。

「そうでした、そうでした。じゃあ、二人同時に完成した絵を見せてください」

　二枚のスケッチブックがこちらに向けられた。

　そしてローラとアンナの視線は、ミサキの描いた似顔絵に釘付くぎつけになる。

　そこにはまさに、あの三人のチンピラがいたからだ。

「ミサキさん、本当に上手なんですね！」

「特徴をしっかり捉とらえてある。はなまる」

「お褒めにあずかり光栄であります。昔から絵を描くのは好きだったでありますよ」

「ほほう。獣人の里にも画材はあるんですか？」

「画材というほどではありませんが、オイセ村は獣人の里の中でも人間と交流していたほうでありますから。筆記用具くらいは手に入ったであります」

「ふむふむ。しかし独学でそれだけ上手になるのは凄いですよ！　ミサキさんの似顔絵を採用です！」

　ローラとアンナはパチパチと拍手してみせる。

　ミサキは「いやぁ、それほどでも」と照れくさそうに耳と尻尾しつぽを揺らす。

「そしてシャーロットさん。本日はお忙しい中、面接にお越しいただき誠にありがとうございました。今回は残念な結果になってしまいましたが、今後のシャーロットさんのご活躍を心よりお祈りしております……」

「な、なんですの、その異常に丁寧な断り方は！」

「いやぁ、こないだ図書館で借りて読んだ小説で、面接に落ちた主人公のところにこんな文面の手紙が来ていたので真似まねしてみました」

　ギルドレア冒険者学園の図書館は、武術や魔法の理論書の他ほかに、小説や画集など娯楽の本も充実している。

　最近ローラは、そこで読みやすそうな本を借りて自室で読むことを覚えたのだ。

「意外と影響を受けやすい性格!?　そもそもこれは面接ではありませんわ！　せめて絵に対する評価をしてくださいまし！」

「えー……だってシャーロットさん。チンピラ三人の似顔絵を描くはずなのに、どうしてハクを三匹描いてるんですか？　審査対象外ですよ、そんなの」

「シャーロット。真面目まじめにやらなきゃ駄目」

　二人の審査員から厳しい評価が下る。

　しかし、シャーロットはとても不服そうだ。

「ハクを描いた覚えなどありませんわ！　ほら、どうみてもチンピラでしょう！」

　シャーロットは必死の形相でスケッチブックをつき出してくる。

　だが、そこに描かれている絵は、あのチンピラ三人どころか、人間にすら見えなかった。

　何やらモンスター的なシルエットがそこにある。

「え、シャーロット殿。それは真面目に言っているのでありますか？」

「ふざけているように見えますの!?」

　確かに、シャーロットはこの上なく真剣な顔付きだった。

　それを感じ取ったミサキはローラに向き直り、眉間みけんにシワを寄せて言う。

「……もしや、シャーロット殿は心の病でも煩わずらっていたでありますか？」

「どうしてそうなりますの!?　わたくしが一体何をしたと言うのです！」

　シャーロットはもはや目に涙まで浮かべて叫んでいる。

　学食にいる他の生徒が、何事かという顔でこちらを見てくる。

　恥ずかしいので、とりあえずシャーロットを落ち着かせよう。

「え、えっと、シャーロットさん、まずは座って。そして深呼吸です！」

「すーはー、すーはー」

「はい。落ち着いたところで質問です。シャーロットさんは、この物体がチンピラ三人組だと主張するんですね？」

「それ以外の何に見えますの」

　これは重症だ。

　早く何とかしないと。

「アンナ先生。どう見ますか？」

「……シャーロット。あのメニューの字、読める？」

　アンナは壁に貼はってある学食のメニューを指差す。

「当たり前ですわ。ハンバーグ、オムレツ、ビーフシチュー、ピザ、グラタン、ペペロンチーノ……いつものメニューですわ」

「どうやら目の異常じゃないみたい。やはり精神がやられている……」

　診断結果が下った。

「アンナ先生もそう思いますか……シャーロットさん。家族に連絡を。入院の必要があります」

「ふざけないでくださいまし！」

「いやいや、ふざけてませんって。これはチンピラじゃなくて、三匹のハクです。ねえ、ハク。ハクもあの絵は自分の顔に見えましたよね」

「ぴぃ」

　ハクは力強く頷いた。

「ほら、神獣がそうだと言ってるんですから、間違いないですよ」

「そ、そんな……どうして……少し芸術性を出しただけですのに……」

　シャーロットは青ざめ、ふにゃふにゃと椅子いすに座り込む。

「似顔絵に芸術性を出そうとした時点であれですけど、本当にお母さんに上手だと褒められたことあるんですか？」

「ありますわ！　庭に生えている花や街の風景をスケッチしていたら『上手なディアボロスね』と褒めてくださいましたわ！」

「うーん……風景のスケッチなのに、ディアボロスと言われた時点で察しましょうよ」

　ディアボロスというのは、Ｂランク指定のモンスターだ。

　古代遺跡の地下などによく出没すると授業で習った。

「しかし、上手と言われたのは確かですわ……確かですのよ……うっ、うっ」

　ついにシャーロットは本格的に泣き出してしまった。

　ローラたちは、困ったなぁ、という感じで顔を見合わせる。

「わたくしの絵は、そんなに下手くそですの？　上手だと思って生きてきたわたくしの人生は、全て偽りでしたの!?」

「いや、人生が偽りだなんて、そんな大げさな……」

　もっとも、人生はともかく、下手くそなのは確実だった。

　文化的衝撃を受けるほどの下手さだった。

　校内トーナメントの決勝戦でこの絵を見せられていたら、硬直して動けなくなり敗北していたであろうとローラがマジで思うくらい壊滅的画力だ。

　だが、プライドの高いシャーロットに事実をそのまま伝えたら、絵の修行をすると言って、また何週間か行方ゆくえ不明になるかもしれない。

　頑張ってオブラートに包んで伝えよう。

「ええっとですね。上手うまい下手は人によって意見が変わる可能性があります……でも、人前で絵を描くのは控えた方がいいと思いますよ……全く未知の文明から来た人だと思われるので」

　ローラ的にそれはオブラートのつもりだった。

　ところがシャーロットは、テーブルに突っ伏し、うわぁぁぁんと号泣する。

「ローラ……えぐい。そんなわざわざトドメをささなくても……」

「ロラえもん殿。言葉の暴力も立派なイジメでありますよ。早く謝るであります！」

「えぇ、私、そんなつもりじゃなかったのに……シャーロットさん、ごめんなさい！」

　ローラは必死に謝ったが、シャーロットはなかなか泣き止まない。

　そこで誠意を示すため、シャーロットが望む限り一生抱き枕まくらを続ける、という話をしたら、ようやく許してもらえた。

　むしろ、かつてないほどのご機嫌な笑顔を見せてもらった。

　一方、人間たちに評判の悪いシャーロットの絵を、ハクは嬉うれしそうに見つめていた。

　やはり自分に似ているというのが神獣の芸術的感性に触れたらしい。

　そのこともシャーロットの元気に繫つながる。

「つまり、わたくしの絵は、神でなければ理解できないほど神々しいということですわ！」

　色々あったが、何とかシャーロットが自信を取り戻してくれて一件落着だ。

　余計な体力を使ってしまったが、ミサキのおかげでいい感じの似顔絵も完成した。

　次は冒険ギルドに行って、聞き込みをしなければ。





※






　まだ日没前だというのに、冒険者ギルドの酒場には人が沢山いた。

　クエストを明るい内に終わらせ、受け取った報酬で一杯やっているのだろう。

　ローラは酒を飲んだことがないが、楽しそうにしている冒険者たちを見ていると、自分も早く酒を飲める年齢になりたいなぁと思った。

　一方、端の方でションボリと飲んでいる者がいた。

　あるいは、明らかに悪酔いし「自分はモンスターより強すぎるから逃げられるのだ。ちゃんと戦えば勝てるのに、逃げるモンスターが悪い」というようなことを呂律ろれつの回らない口調で愚痴ぐちっている者もいる。

　彼らはきっと、今日の稼ぎが悪かったに違いない。

　近づかないようにしよう。

　絡まれたら、気分を害したシャーロットが相手を張り倒すかもしれない。

　それは互いにとって不幸なことだ。

「チンピラに詳しそうな人を選びましょう」

「正直、全員ガラが悪そうでありますなぁ」

「じゃあ適当に選ぼう」

「あそこにいる方々が一番景気がよさそうですわ。装備やパーティーの構成から見て、実力者たち。きっと情報も幅広いはずですわ」

　シャーロットの視線の先には、長テーブルを一つ占拠し、大量の料理とビールで楽しんでいる集団がいた。

　他にアテもないので、彼らに聞いてみよう。

「あのー、すいませーん」

「お楽しみのところ失礼しますわ。ちょっとお聞きしたいことがあるのですが」

　ローラとシャーロットが話しかけると、彼らはアルコールで赤らんだ顔を向けてきた。

「んん？　どうしたお嬢ちゃんたち。俺おれらに聞きたいこと？」

「それはギルドレア冒険者学園の制服だな。もしかして、卒業したらこの『真紅しんくの盾おく』の一員になりたいとかそういうアレかぁ？」

　真紅の盾。

　どこかで聞いた名前だなぁとローラは一瞬だけ悩んだが、すぐに思い出した。

　王都近隣ではトップクラスの実力と知名度を誇る、強力な冒険者のパーティーだ。

　しかし、そんな強力なパーティーも、リヴァイアサンを前に全滅しかけたことがある。

　そのときローラ、シャーロット、アンナの三人は、着ぐるみパジャマで正体を隠し、真紅の盾を救ったのだ。

　そのとき名乗った『着ぐるみ戦隊パジャレンジャー』という仮名は、いまだに都市伝説として人気がある。

「がっはっは！　冒険者学園を卒業したくらいじゃ、真紅の盾には入れないぞ。まずはクエストを受けて実績を稼ぐんだな！」

「そうそう……いや、ちょっと待て。この子たち、どこかで見たような……」

「あっ、パジャレンジャ──」

　彼らの一人が大声を上げようとしたので、ローラは慌ててその口を塞ふさいだ。

「もがもが」

「私たちはパジャレンジャーではありません。いいですね。パジャレンジャーは通りすがりの動物三人組です。私たちは人間だし、三人組でもありません。分かりましたか」

　ローラがそう言うと、彼らは一斉に頷いた。

　分かってくれて嬉しい。

　人と人が分かり合うというのは素晴らしいことだ。

　だから、そう恐れをなした顔をしないで欲しい。

　ローラはただ、質問をしたいだけなのだ。

「このチンピラ三人組を探しているであります。心当たりがあったら教えて欲しいであります。あるいは、こういったチンピラがいそうな場所の情報でも嬉しいであります」

　ミサキは似顔絵を真紅の盾に見せる。

　彼らは一人ずつ回していき、全員で確認した。

「チンピラかぁ……まあ冒険者もチンピラみたいなもんだが、いわゆる無法者の類いとなれば、たまり場になっている場所も限られてくるな」

「いくつか知ってるが、子供が行くような場所じゃねーぞ……いや、パジャレンジャーなら大丈夫か」

「違います。パジャレンジャーではありません」

　ローラは断言する。

「そうか……じゃあ教えられないな」

「……しかし、限りなくパジャレンジャーに近い部分もあるので、大丈夫です」

　ローラは妥協した。

　と、そのとき。

　真紅の盾の一人が、似顔絵を見て声を上げる。

「あ、俺、こいつら見たことあるかもしれない」

「本当ですか？　どこでですか？　隠すとためになりませんよ？」

「そ、そう脅すなよ、おっかない子供だな……ちゃんと教えるよ。けど、本当に子供が行くような場所じゃないからな。あとは自己責任だぞ。それと、俺が教えたって誰だれにも言うなよ」

「言いません。けど、そんな約束をさせるということは、かなり危険な場所なんですか？」

　ローラが尋ねると、彼は目をそらした。

「いや……危険というか……恥ずかしい場所だ」

　恥ずかしい場所といわれても、ローラはピンと来なかった。

　シャーロットたちも同じらしく、皆で一緒に小首を傾かしげる。

　しかし、教えてもらったその場所に辿たどり着いた瞬間、ローラたちは赤面したのであった。




　そう。風俗街である。





※






　もうすっかり夜になった。

　いくら王都レディオンが景気のいい街とはいえ、一般市民はロウソクや油を無制限に使えるほど豊かではない。

　暗くなればさっさと寝てしまう者もいれば、わずかな明かりで活動を続ける者もいる。

　あるいは飲食店などの明かりに引かれて集まり、ささやかな宴に興じる者もいる。

　そしてローラたちが見つめる先は、宴の最たる場所だった。

　色ガラスで作られたランプが艶あでやかな光を発し、王都の他の場所とは異質な空気を作っている。

　色のついたランプは店の看板となり、様々な店名を闇夜やみよに浮かび上がらせている。

　夜にしか現れない、ケバケバしいコントラストだ。

　通りのあちこちで店員が呼び込みをやっていたり、ほとんど下着同然の格好をした女性が男を誘っていたりする。

　外から見ただけでこれほどいかがわしいのだから、店の中でどんなことが行なわれているのか、ローラの想像力では追いつかない。

　しかし、子供が近づくべきではないというのは理解できた。

「こ、これが話に聞くフーゾクガイ……想像していたよりずっと凄いです……どうしましょう……！」

　ローラたちはさっきから、風俗街の入り口を少し離れた場所から眺めている。

　なかなか突撃する勇気が湧わいてこない。

「ローラさん、話には聞いていたのですか？」

「ええ……私がもっと小さかった頃、お父さんがフーゾクガイに行った行かないでお母さんとケンカしているのを見たことがあります。しかし、まさかこんな場所だったなんて……！」

「私も実際に見るのは初めて」

「あ、あんな薄着の女性が男性に声をかけて……お店に一緒に入っていきましたわ！　ローラさん、見てはいけません、教育に悪いですわ！」

「わっ、何するんですかシャーロットさん。前が見えないです」

「人間というのはえっちでありますな！　えっちでありますな！」

「ミサキ、興奮してる」

「こ、興奮などしておりませぬ！」

「でも、尻尾と耳がピコピコ動いてる」

「はうぁっ！」

　何やらミサキが慌てた声を出している。

　しかしローラはシャーロットによって目をふさがれているので見えない。
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　目の前にあるものが不健全だとしても、それもまた人生なのだ。

　逃げてばかりいては駄目だ。

　なのでローラはシャーロットの腕を摑つかみ、よいしょと退かす。

「ああ、ローラさん。駄目ですわ、穢けがれてしまいますわ」

「いいえ！　過保護すぎるのもどうかと思いますよ、シャーロットさん。私はこの現実とも戦っていくのです！」

「うう、ローラさん……大人の階段を登ろうというのですわね……ずっと純粋なままでいて欲しかったですわ……」

　それは無理な話だ。

　どんな子供でも、いつかは大人になってしまうのだ。

　時の流れは誰にも止められないのである。

「と、いうわけで皆さん。覚悟を決めて突撃です！」

　周りから「おー」とか「ぴー」とかいう掛け声が聞こえてきた。

　そしてローラたちは風俗街へ向けてズンズンと進んでいく。

　これだけ人がいるのだ。

　何でもないという顔をしていれば、きっと誰も気にしない──という願望を抱いていたが、普通に注目されている。

　なぜだろうか。やはり制服というのがマズかっただろうか。

　あと他のメンバーはともかく、九歳のローラは流石さすがに許されないのかもしれない。

　シャーロットやミサキのような年長者に任せて、留守番しているべきだった。

　と、悔やんだときは既に風俗街の中。何もかもが遅い。ローラはもう穢れてしまったのだ。

　毒を食らわば皿までの精神で、この視線の中を押し通る！

「と、ところで、このフーゾクガイでチンピラ三人を見たという話は聞きましたけど、具体的にどこにいるんでしょうね。というか、まだいるんでしょうか？」

「さあ……それは分かりませんわ。でも、他に手がかりもありませんし」

「既にこの状況が辛つらい。顔から火が出そう」

「こんなに注目を集めているのは、やはり私が獣人だからでありますかっ？」

「いや、それは関係ないと思いますよ！」

　なにせ、そこら辺にバニーガール姿の女性や、猫耳をつけたメイドさんがいるのだ。

　狐耳の獣人が一人紛れ込んだところで、それ自体は誰も気にしないはず。

　やはり問題なのは、制服姿の子供が集団でウロウロしているという状況だ。

　せめて私服で来るとか、カミブクロで顔を隠すとか、竹馬で身長を誤魔化ごまかすとか、事前に対策を取るべきだった。

　似顔絵やロウソクを準備している場合ではなかった。

「歩き回っていても問題は解決しません。恥ずかしいだけです。どこか入りやすそうな店に入って、あの似顔絵でチンピラ探しをしましょう！」

「ですが……入りやすそうな店なんてありますの……？」

「……ないですけど、比較的入りやすそうな店ならあるはずです！」

　比較的というのは便利な言葉だ。

　実際には駄目でも、より駄目なものを周りに配置すれば、比較的に良く見える。

　こんな言葉を乱用していたら、いつか自分が駄目人間になってしまうのではと怯おびえるローラだった。

　そして、こんな状況に陥おちいっている時点でかなり駄目だという現実は、頭から払拭ふつしよくしなければならない。

　全ては正義のためだ。

　ここで逃げたら、ニワトリさんの死が浮かばれないし、途中の雑貨屋ざつかやで買ってきたロウソクが無駄になる。

「あそこにしましょう！　あの店は客引きがいません。比較的健全です！」

「どこでもいいから入ろう。もう歩きたくない」

「どこもかしこもえっちであります！」

　ローラが選んだ店の前には、客引きの男も、半裸の女性もいなかった。

　色ランプの光も控えめで、外観は落ち着いた色のレンガ造り。

　むしろオシャレなくらいだ。

　ローラたちは思い切って、えいやとドアを開く。

「いらっしゃいま……ん？」

　そこはバーだった。

　ローラはバーに入ったことはないが、カウンターがあって、ヒゲのマスターがいて、奥にテーブル席があって、何となくおしゃれな感じがするから、バーに違いない。

「お嬢ちゃんたち。こんな時間にこんな場所に何のようだ？　ここは子供の来る場所じゃない。とっとと帰れ」

「いえ、あの、私たちは人を探していてですね……似顔絵があるんですが……」

「これであります」

　ミサキはマスターに似顔絵を見せる。

　するとマスターはそれをジッと見つめ、そして店の奥をチラリと見た。

　だがすぐに首を振り、肩をすくめる。

「知らないな。ほら、他の客の迷惑だから帰れ帰れ。それとも酒を飲んでいくか？　ちゃんと金を払うなら歓迎するぞ」

「いや、お酒はちょっと……」

　ついでに言うと金もさほど持っていない。

　シャーロットなら持っているかもしれないが、どのみち酒はダメである。

　そもそも子供がこんな場所で人捜しするのが間違っていたのだ。

　やはり肩車をしてからコートを羽織はおり、身長を誤魔化して出直すしかない。

「ちょっと待った」

　ローラが諦あきらめかけたとき、アンナは力強く言葉を放つ。

「似顔絵を見せたとき、おじさんは店の奥を見た。つまり奥に何かある」

「おお、アンナさん、名探偵！」

「おいおい。急に何を言い出す。俺はお客さんが嫌そうな顔をしていないかチェックしただけだ。店に相応ふさわしくない連中が入ってきたら、常連にとっては不快なんだよ」

「でも、カウンターから見える範囲に人はいない」

「ああ、そうだったな。しかし普段はもっと人がいるんだ。癖くせで見てしまったんだ。それだけのことだ」

「ふーん……でも、念のために奥を見せて」

　アンナは店の奥へ行こうとする。

　その瞬間、マスターの表情が怒りに染まった。

「こらガキ！　優しく相手してればつけ上がりやがって！　冒険者学園の生徒だからって調子に乗るんじゃねーぞっ！」

　今までは一応、穏やかに対応してくれていたが、ここから先は冗談では済まさないぞという雰囲気だ。

　多分、本当にチンピラ三人がいるのだろう。

　しかし、このバーに罪はないので、強引ごういんに押し通るのも申し訳ない。

「アンナさん、一端引きましょう」

「でも……」

「実家に火を付けた連中が奥にいるかもしれないんですから、焦あせるのも分かります。でも、ここで騒ぎを起こしちゃ悪いですよ」

　ローラの説得に、アンナは頷いた。

「……分かった。じゃあ、店の前で張り込みすることにする」

　するとそのとき、マスターが驚いた顔で話しかけてきた。

「おい、ちょっと待て。実家に火を付けた連中？　そりゃどういうことだ？」

「似顔絵の三人は、あの教会の火事の犯人かもしれないんです。それで、このアンナさんは、教会の孤児院で育ったんです！」

「そ、そういう事情だったのか……もしかして君、十三年前に城門の前で拾われたって女の子か？」

「……そうだけど」

「くぅぅ、泣かせるじゃねーか！　よし、通っていいぞ！　奴らは奥の個室にいる。この店には放火魔に飲ませる酒なんてねぇからな！」

　マスターは泣きながら店の奥を指さした。

　どうやら意外といい人のようだ。

　ローラたちはマスターにお礼を言ってから、個室のドアノブに手をかける。

　さあ、裁きの時間だ！





※






　チンピラ三人組は、すぐそばまでローラたちが迫っているとも知らず、呑気のんきに酒を飲んでいた。

　教会のブドウ畑を焼き払うという仕事を完遂したので、バートランドから金が出たのだ。

　それは金持ちからしたら小銭なのだろうが、その辺の市民相手にカツアゲするしか能のない者にとっては大金だった。

　あと一ヶ月は女をはべらせて豪遊できる。

　一ヶ月後には無一文になってしまうという問題もあったが、それは無視していた。

　少なくとも、バートランドにもらった金を元手にして更に増やすという考えはなかった。

　だから後先考えず、こうしてバーの個室でホステスを一人につき二人も付けて、高価なウイスキーやブランデーを飲みまくれるのだ。

　欲深いわりに女と酒以外に金の使い方を知らないので、今の彼らは幸せの絶頂だった。

「どうだ俺たちの飲みっぷりはコラ」

「お前ら、こんなバーでホステスやってないで、俺たちの女になれよオラ」

「兄貴に付いてくれば間違いないぜ！」

　と粋いきがるチンピラ相手に、ホステスたちは「あら、男らしいのね」なんて適当なことを言う。

　当然本心ではないのだが、酔っ払っているチンピラ三人は気が付かない。

　仮に気が付いたとしても、チンピラの方も本気ではないので問題なかった。

　とにかく、今が気持ちよければそれでいいのだ。

　しかし、その幸せも長続きしなかった。

　個室のドアが勢いよく開かれ、冒険者学園の生徒三人と、獣人一人、更にドラゴンの子供一匹が入ってきたからだ。

「ちょ、ちょっとあなたたち、何なのよ」

　ホステスは彼女らを見て驚きの声を上げる。

　そう、驚いただけだ。

　チンピラ三人のように恐怖のあまり青ざめたりはしない。

「な、ななななっ、なんでお前らがここにいるんだコラ!?」

　この四人の少女たちは、化物だ。

　可愛かわいい見た目をしているくせに、教会の前で魔神の如ごとき破壊力を見せつけてくれた。

　人間が戦って勝てる相手ではない。

　しかし個室の扉は一つしかなく、窓も小さいので逃げることもできない。

「やっぱりここにいましたね！　色々聞きたいことがありますが、ここでは満足なごーもんができないので、一緒に来てもらいます！　ていっ！」

　そう言って一番小さい少女が、入れ墨のチンピラにゴツンとげんこつを叩たたき込んだ。

　チンピラＡは気絶した！

　ホステスたちは悲鳴を上げるが、少女は構わず蛇顔のチンピラを殴る。

　チンピラＢは気絶した！

「やめろ……やめてくれ！」

　残ったスキンヘッドのチンピラは、自分より遥はるかに年下の少女に跪ひざまずいて懇願した。

　しかし。

「駄目です！」

　チンピラＣは気絶した！





※






　チンピラ三人を殴って気絶させたローラたちは、彼らを担いで教会の地下室に運び込んだ。

　そして彼らの上着を脱がせてからロープで縛り、天井てんじようからミノムシのように吊つるす。

　ローラたちは火の付いたロウソクを一本ずつ手に持ち、頭にカミブクロを被かぶる……。

　そう、ここは秘密結社カミブクロンの本拠地。

　チンピラ三人を生贄いけにえに、残酷な儀式の始まりだ。

「さあ、目覚めるのです！」

　ローラは叫びながら彼らの背中にロウを垂らす。


「「「ぴぎゃぁぁ！」」」



　彼らは豚ぶたのような悲鳴を上げて目を覚ます。

　そしてカミブクロを被りロウソクを持ったこちらの姿を見て、また悲鳴を上げた。

「カミブクロ!?　こ、ここはどこだコラ!?　俺たちはどうして縛られて……え、ロウソク!?　うわっ熱っ、やめろっ熱っ！」

「悔くい改めるのです！　悔い改めるのです！」

　ローラは適当な台詞せりふを言いながら、ロウソクを振り回す。

　チンピラたちはギャーギャーわめくが、ロープで縛られているので身動きできない。

　可哀想かわいそうだが、彼らの罪を浄化するためだ。

　ローラは秘密結社カミブクロン総帥としての義務を果たすため、涙をのんでロウを垂らす。

「ちょっとローラ。目的が変わってる。私たちは別に、チンピラを悔い改めさせるために動いていたわけじゃない」

　アンナがポツリと言った。

「そ、そうでした……！　で、何をどうすればいいんでしたっけ？」

「教会の債権を買い占める金をどこから出したのか。どうしてブドウ畑に火を付けたのか。黒幕がいるのか。そういうことを聞くため」

「なるほど！　というわけで、白状してくださーい！」

「「「熱、熱ッ！」」」

　いくらロウを垂らしても、チンピラは熱いとくり返すばかり。

　強情な人たちだ。

　火力が足りないのだろうか？

　ここは一つ、ハクの炎で盛大に──。

「ローラさん。そんなロウをダラダラ流し続けては、彼らも答えにくいですわ。一度やめて差し上げなさい」

「おお、これは気が付きませんでした。シャーロットさん、もしや拷問に詳しいんですか？　おっかないです！」

「おっかないのはローラさんですわ……それであなたがた。黒幕は誰ですの？　正直に答えるなら、命だけは助けてあげますわ」

「く、黒幕だぁ？　何のことか分からねーぜ……そもそも、ブドウ畑の火事と俺たちが関係あるって証拠でもあるのかよオラ！」

「おだまり！」


「「「熱ぅぅぅぅぅっ！」」」



　大の大人がロウソクで身もだえている姿は哀あわれだ。

　自分でやっていたときは気付かなかったが、はたから見ているととんでもなく残酷だ。

　こんなことを平然とやってのけるシャーロットは、きっと人の心を失っているに違いない。

「うぅ……シャーロットさんが恐ろしい拷問官になってしまいました……」

「ローラさんよりは手加減していますわ！　それで、話す気になりましたの？」

「い、嫌だぁ……バラしたらあの人に殺されちまうぜコラ……！」

「そうだ……あれは根に持つタイプだぞオラ！」

「しかし兄貴ぃ、どのみち殺されそうですぜ……」

　やはり、まだまだロウが足りていないようだ。

　というわけでローラたちは四人で一生懸命ロウを垂らす。

　教会の地下室にチンピラの悲鳴が響く。

「ニワトリさんはもっと熱かったんですよ！　さあ、あなたたちが火を付けたと正直に言うのです！」

「「「あぎゃああ！」」」

　それはとても悲痛な叫びだった。

　が、次第に声色が変わっていく。

　何やら喜んでいるような……いやいや、こんな熱々のロウを垂らされて喜ぶわけがない。と、ローラは思い直し、えいやっとロウソクを振り回した。

　すると──。

「ああ……なんだこれは……皮膚じゃなくて、体の芯しんが熱いぞコラ……！」


「知らない感覚が込み上げてくるぜオラ……くそっ、オラつけねぇ……！」



「兄貴ぃ……俺、目覚めちまいます、目覚めちまいますっ！」

　チンピラたちは遂に恍惚こうこつとした表情になってしまった。

　これは疑う余地がない。

　ロウソクが、逆効果になっている！

「ど、どうしてこんなことをされて喜ぶんですかこの人たち！」

「これが噂うわさに聞く変態……初めて見た……」

「け、汚けがらわしいですわ！」

「人間はえっちでありますな！　えっちでありますな！」

　ローラ、アンナ、シャーロットは壁際まで後退する。

　ミサキだけは物珍しそうな顔でチンピラを見つめ、尻尾を振っていた。

　獣人にとって変態とはそんなに珍しいものなのだろうか。

　ローラは変態さんに初めて出会ったが、あまり同じ空間にいたくない人種だと一瞬で理解した。

「お、お前らが俺たちを目覚めさせたんだろうがコラ……！」

「そうだ……だから責任を持って最後まで……やれよオラァッ！」

「兄貴ぃ……女の子にロウソクを垂らされるのは最高っすよ……」

　これは重症だ。

　確かにローラたちのせいで変態になったのかもしれないが、しかし変態は変態である。


「ひぇぇ……これはもうカミブクロンの手には負えませんよ！」



「とにかく一回逃げよう」

「さあミサキさん！　あなたもこっちへ来なさい！　何をボンヤリしていますの!?」

「い、いや、後学のためにもう少し変態観察をしようと思っていたでありますが……」

　シャーロットは妙なことを呟つぶやくミサキの腕を引っ張り、地下室から脱出しようとする。

　ローラとアンナもそれに続く。

　カミブクロンの敗北だ。

　そして次の一手が思い浮かばない。

　一体どうしたいいのだ。

　と、地下室から一階に上がったローラが悩んでいると、なんとそこに大賢者が現れた。

　いや、それどころか、女王までいるではないか。

　果たしてこれはどういうことなのだろう。

　まさか、大賢者と女王も変態に興味があるのだろうか。

　カミブクロンのメンバーたちは訳が分からず、首を捻ひねるばかりだ。





※






「やっぱりここにいたわね。あなたたちが派手に動いてくれたおかげで、目撃情報の追跡が楽だったわ」

「ご苦労じゃったな。あとは妾わらわたちに任せよ」

　大賢者と女王は一階の廊下で仁王立ちし、ローラたちを待ち構えていた。

　その表情はやる気に満ち満ちていた。

　何をやる気なのかは定かではないが、とにかく気合い十分だった。

「えっと、学長先生と女王陛下はどうしてここに？」

「そりゃもちろん、あなたたちが連れてきたチンピラ三人に用があるのよ。その地下室にいるの？」

　大賢者はローラたちの後ろにある階段に目を向ける。

「いることはいるんですけど……その……問題が」

「問題？　ローラちゃんたちが問題にしなきゃいけないようなことって何？」

「えーっとですね……尋問のためにチンピラさんたちを縛り上げて、背中にロウソクを垂らしてたら……途中から、こう目覚めたって言うんですか？　変態さんに、なってしまったのです！」

「ローラちゃんたちが変態に目覚めたっ!?」

　大賢者は珍しく目を大きく見開き、慌てた様子で叫ぶ。

　ローラたちも慌てて首を振って否定する。

「チンピラさんたちが、です！」

「ああ、よかった……駄目よ、あなたたち。男を地下室に監禁してカミブクロを被ってロウソクを垂らすなんて。変態だと誤解されても、弁明し辛いわよ」

「そういうものですか……？」

　ローラにはそういうつもりは全くなかった。

　ただブドウ畑を全焼させ、ニワトリさんたちの命を奪った者が許せなかっただけである。

　しかしシャーロットとアンナを見たら、顔を赤くしていた。特にシャーロットはプルプルと震えてすらいた。
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「よく考えると馬鹿ばかなことをしていた。その場の勢いは恐ろしい」

「わ、わたくしともあろう者が……ガザード家の長女としてあるまじき行いですわ……！」

　そういうものらしい。

　一方、ミサキも赤いことは赤いのだが、その表情はどこか嬉しそうだ。

　耳と尻尾をパタパタ動かし、「えっちでありますな、えっちでありますな」と呟いている。

　よく分からないが、監禁してロウソクはえっちらしい。

　えっちなのは恥ずかしいので、気をつけないと。

　ローラは一つ賢くなった。

「ハクも覚えましたか？　監禁してロウソクはえっちなんですよ」

「ぴぃ？」

　ハクは関心がないようだ。

　まあ、神獣には関わり合いのない話だろう。

「とにかく。尋問とか拷問なんて野蛮なことは、大人に任せておきなさい。さ、退いた退いた」

「情報を搾り取ってやるのじゃ」

　階段を降りていく大賢者を、女王が追いかける。

　二人の姿が見えなくなってから、ローラは小さく呟いた。

「大人に任せろと言われても……」

「女王陛下は大人には見えませんわ……」

　シャーロットが続きを口にする。

　もちろん、エメリーン・グレタ・ファルレオン女王陛下はちゃんとした大人だ。

　広大なファルレオン王国を大過なく統治し、大賢者のような変わり者も何とか制御している優れた為政者いせいしやだ。

　だが、その姿は大賢者のイタズラにより、小さな少女に変えられている。

　九歳のローラよりも小さいほどだ。

　そんな人に大人面されても、なんだかなぁという感じである。

「ねえ、皆……」

　大賢者と女王が地下室に消えたとき、廊下の奥からボソボソと声がした。

　振り返ってそちらを見ると、パジャマ姿のベラが扉から顔を半分だけ出して、こちらを見ていた。

「さっきの人たち急に訪ねてきたんだけど……あの銀髪の人って大賢者様よね……？　どうしてこんな教会に？　あの小さい子も貴族っぽいし……平和だった教会が最近急に騒がしくなっちゃったわ……」

　ベラは半べそで呟く。

　するとアンナは彼女に駆け寄って、よしよしと頭を撫なでた。

「うぅ、ありがとうアンナ。あなたはカミブクロを被っていても優しいのね」

「カミブクロの中に優しさが詰まっている」

「よかったわ……アンナたちがチンピラ三人を引きずって来て、カミブクロを被りながらロープで縛って地下室に連れて行ったときは何事かと思ったけど……アンナはアンナのままなのね！」

「……次からはもうこんなことしない」

　アンナとベラを見て、ローラは昔のことを思い出した。




　あれは確か四歳の頃。

　両親の血を色濃く引いたローラは、無駄に強靱きようじんな体力を持て余し、一人で森に遊びに行った。

　当然の如く迷子になり、夜中になっても家に帰ることができなかった。

　ローラは恐ろしくて泣きわめく。

　すると、その泣き声を頼りに、両親がローラを見つけてくれた。

　ローラが無事に見つかり両親も涙を流していた。

　そしてローラは、もう二度と一人で遠くに遊びに行かないと誓った。




　今、アンナとベラがやっていることも、それと似たようなものだ。

　多分。

「みんなー。尋問、終わったわよ。連中、ちゃんと黒幕の名前まで吐いたわ。あとは捕まえるだけ」

「妾の国で舐なめた真似をしたらどうなるのか、目に物見せてやるのじゃ」

　カミブクロンがあれほど頑張っても情報を引き出せなかったのに、この二人はどんな方法を使ったのだろう。

　熱々のロウを喜ぶような変態でもつい吐いてしまうような拷問ということは、ローラの想像を絶しているに違いない。

　恐ろしいので、具体的なことは聞かないようにしよう。





※






　チンピラたちの黒幕は、バートランド・アマースト。

　ファルレオン王国の隣にある、ラグド公国で有名なワイン醸造家だ。

　彼の造ったワインは王都でも数多く流通しており、なかなか評判がいい。

　そんな男が、どうしてチンピラを使ってブドウ畑に火を付けたのか？

　チンピラも詳しいことを聞かされていないらしく、ハッキリしたことは何も聞き出せなかった。

　だが、推理するのは簡単だ。

　バートランドはついこの前まで、ラグド公国で一番のワインを造る男として有名だった。

　しかし、昨年から教会のワインがラグド公国で流通するようになってから、その評判に陰りが見え始めた。

　特に、貴族のパーティーなどでは、教会のワインが一番だと話のネタに上がるくらいだった。

　教会のワインは生産量が少なく、その中からラグド公国に流れる量など、たかが知れている。

　よってバートランドの収入にダメージはないはずだ。

　が、彼にとっては収入よりプライドの方が大切だったのかもしれない。

　──という話を大賢者が語ってくれた。

　そのプライドを守るための手段が、チンピラを使って立ち退きを迫ったり、ブドウ畑に火を付けたりと品性に欠けるものなのは皮肉だ。

　きっと、それだけ安っぽいプライドなのだろうなぁ、と思うローラであった。

「さてと、陛下。これからどうしましょう？」

「チンピラからバートランドが泊まっていたホテルも聞き出した。一応、そこを調べさせるが、目的を達成した以上、もういないじゃろうな。とりあえず妾は王宮に戻り、バートランド・アマーストの指名手配をする。絶対に国外へは出さん。数日中に所在を摑んでやる。それまで、そなたらは待っているがいい」

　そう言って陛下は教会の外に出ていった。

　外に馬車を待機させていたらしく、馬の足音と車輪が遠ざかっていく音がする。

「学長先生。私たちはどうしましょう？」

　ローラが尋ねると、

「そうねぇ……とりあえず、あなたたちはカミブクロを脱いだら？」

　実にもっともな意見が返ってきた。

　秘密結社カミブクロンはシンボルであるカミブクロを脱ぎ、その正体を顕わにする。

「じゃじゃーん。なんと私でした！」

「知ってるわよー」

「もう、学長先生はノリが悪いですね！」

「ごめんごめん。それじゃ、今日のところは学園に帰って、陛下からの情報を待ちましょう。シスターさん、深夜にお騒がせしてごめんなさいね」

「い、いえ……お気遣いなく……」

　ベラに見送られながら、ローラたちは学園に向かって歩き出す。

　その途中、あのチンピラたちはどうなったのかと思い出したローラは、大賢者に質問した。

「あの連中は次元倉庫にしまっておいたわ。覚えてたら、明日にでも衛兵のところに捨ててくるわ」

　チンピラの運命は大賢者の記憶力で決まるようだ。

　流石に次元倉庫で餓死するのは可哀想なので、なんとか覚えていて欲しい。

　大賢者が放課後まで忘れていたら、ローラが思い出させてあげるべきだろうか。

　しかしローラとしても、チンピラたちはさほど重要ではないので、忘れているかもしれない。

「そこで記憶力のよさそうなシャーロットさんに覚えていてもらいましょう」

「あら、無茶を言わないでくださいな。わたくしでも、心底どうでもいいことを覚えているのは無理ですわ」

「私も難しいでありますなぁ」

「同じく」

「ぴー」

　全員、記憶力に不安がある。

　こんなつまらないことを気にかけるのもアホらしいので、帰り道、衛兵の詰所の前に縛ったままのチンピラ三人をお届けすることにした。

　忘れそうなことは、覚えている内にやってしまうのが一番だ。

　ちゃんと分かりやすく『教会の放火事件の犯人です』という張り紙をしておく。

「すいませーん。お届けものでーす」

　詰所は街のいたるところにある小さな建物だ。

　中にはいつも二人か三人くらいの衛兵がいて、街の平和を守っている。

「うわっ、なんだこりゃ！」

　出てきた衛兵は、詰所の前に転がったチンピラたちを見て悲鳴を上げた。

「ご覧の通り、放火魔です！」

「いや、急にそんなこと言われてもな……」

「ちゃんと取り調べたら分かることです！」

「うーん……」

　なかなか信用してくれない。

　すると横から大賢者が助け船を出してくれた。

「上司に説明するのが面倒だったら、通りすがりの大賢者が置いていったって言えばいいから。もしそれすら面倒なら、その辺の水路に流しちゃってもいいわよ」

「はあ、通りすがりの大賢者……んっ、大賢者様!?　うわっ、本物だ！　あ、失礼致しました」

「いいわよ。それより、こいつらをよろしくね」

「はっ！　責任をもってお預かりします！」

　衛兵はビシッと敬礼する。

　いらないものを処分したローラたちは、安心して学園の敷地をまたいだ。

　と、そのとき、大賢者が思い出したように口を開く。

「そうそう。あなたたち、制服のまま風俗街をウロウロしてたでしょ。あれは流石に駄目よ」

「うっ……しかし、放火魔を探すためには必要なことだったんです！」

「そうですわ。わたくしたちだって好きこのんであんな場所に行ったのではありません！」

「もう二度と行きたくない」

「とてもえっちな場所だったであります！」

　ローラたちは必死に弁明する。

　不可抗力で足を踏み入れたというのは事実なので、後ろめたさもない。

　真摯しんしに訴えれば、大賢者なら分かってくれるはずだ。

「なるほどね。確かに、あなたたちのおかげでチンピラを発見するのも楽だったし」

「おお、やっぱり学長先生は話が分かりますね！」

「ふふ、ありがと。今のと同じ説明を、エミリアにもしてあげてね。あの子、カンカンだったわよ」

「……え？　ど、どうしてエミリア先生までそのことを!?」

「親切な街の人たちが『ギルドレア冒険者学園の生徒が夜の風俗街をウロウロしていたんですが、どういう教育をしているんですか』ってわざわざ教えに来てくれたのよ」

　ローラたちは絶句する。

　言われてみれば、想定すべきことだった。

　ギルドレア冒険者学園はとても有名だ。ただでさえその制服は人目を引く。

　それが夜の風俗街に現れたら、通報の一つや二つ、あって当然だ。

「あの、学長先生……明日教室に行くとき、一緒に来てくれませんか……私とシャーロットさんだけだと心細いので……」

「ローラさんはわたくしが命に代えてもお守りしますわ！」

「魔法学科の次は戦士学科にも来て欲しい……」

　そんな必死の願いにもかかわらず、大賢者は微笑ほほえんで首を振った。

「駄目よ。私がエミリアに怒られちゃうじゃないの。あなたたちもたまには、ちゃんとお説教されなさい」

「たまにじゃないです、しょっちゅうお説教されてます！」

「じゃあ、もっと激しいお説教をしておくようにエミリアに伝えておくわ」


「ひぇぇ……」



　ところが次の日の朝。

　震えながら教室に行くと、エミリアは特に説教することもなく、普通に授業を始めた。

　ローラとシャーロットは安心し「きっと学長先生がエミリア先生をなだめてくれたのだろう」と思うことにした。

　が、午前中の授業が終わり、学食に行こうとした瞬間。

　二人は背後から、頭をエミリアに鷲わし摑みにされた。

「あなたたち。ちょっと職員室まで来なさい。理由は、分かってるわよね」

「「ふ、ふぁい……」」

　そして職員室に行くと、ベヒモスみたいな顔になった戦士学科一年の先生と、青ざめたアンナがいた。

　それから昼休み中、ひたすら説教された。

　途中でお腹なかがグーと鳴っても、許してもらえなかった。

「それは災難だったでありますなぁ」

　放課後。

　やっとこさ遅い昼食にありついたローラたちに、ミサキは呑気に言う。

「昨日はミサキさんも一緒だったのに、どうしてミサキさんだけ叱しかられないんですか。ズルイです！」

「それは私が生徒ではないからでありますよ」

　そういえばそうだった。

「ズルイです！」
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　ファルレオン王国の治安の良さは有名だった。

　それは冒険者や正規軍がモンスター狩りを熱心に行なっているから、というだけではない。

　人間が起こした犯罪を取り締まる能力も優れているのだ。

　それぞれの町を守る衛兵や、国境警備隊。

　Ｂランク冒険者以上の実力者だけで構成された女王直属騎士団。

　それらの組織が連絡を密に取り、容疑者を追い詰めていくのだ。

　チンピラから聞き出したバートランドの人相や体格などを、伝書鳩ばとを使って国境警備隊や各町の衛兵に伝えてある。

　包囲網からは逃げられない。

　そして、秘密結社カミブクロンが教会の地下室で恐るべきロウソク拷問儀式を行なってから二日後。ファルレオン王国の情報網は、早くもバートランド・アマーストの居場所を摑つかんでいた。

　やはり彼は、ラグド公国へと向かっていた。

　とはいえ、まだ国境には達していない。

　もし国境を越えようとしたら、その時点で身柄を拘束するし、抵抗するようなら殺傷も許可している。

　実は既に、王都とラグド公国の中間にある町で、衛兵がバートランドを発見し、捕縛ほばくしようと試みていた。

　しかしバートランドは勘が鋭いらしく、逃げられてしまった。

　とはいえ、ファルレオン王国の情報網は強固だ。

　即座に伝書鳩が飛び、王都にバートランド発見の報が届く。

　この期を逃すなとばかりに女王は騎士団に出動を命令。

　更に大賢者も騎士団に混じって行軍していく。

　そして都合のいいことに、その日は週末で学校が休みだったから、ローラ、シャーロット、アンナ、ミサキも大賢者に同行する。

「ぴー」

　もちろん、ハクも一緒だ。

　バートランドが目撃されたという町を中心に、千の騎兵からなる騎士団は調査を開始した。

　町の周囲は荒野である。

　隠れる場所は少ない。

　そしてバートランドを見つけた衛兵いわく、彼は二頭立ての馬車でラグド公国の方角へ向かったらしい。

　馬車にはバートランドだけでなく、護衛と思われる者が二人乗っていたという。

　馬車が走り去ってから、まだ半日程度しか経たっていないので、騎士団の誇る名馬たちなら十分に追いつけるはずだ。

「さてと。皆、私たちは別行動よ。いくら騎士団の馬が速いといっても、空から探した方がいいに決まってるもの」

　そう言って大賢者は次元倉庫から絨毯じゆうたんを取り出す。

　夏休みの終盤、獣人の里オイセ村に行くときに使用した物だ。

　絨毯そのものは何の変哲もない代物だが、これを大賢者の魔力で飛ばすのである。

「また皆で空を飛ぶのでありますな。楽しみであります！」

「そして、またミサキさんの耳と尻尾しつぽをモフモフするんですね。楽しみです！」

「モフモフは遠慮願うでありますよ！　真面目まじめにバートランドとやらを探すであります！　まさかロラえもん殿はバートランドを捕まえることより、私の耳と尻尾をモフることの方が重要なんて言い出さないでありますな!?」

　ミサキの言い分は正論だったので、ローラは言い返せなかった。

　なので空飛ぶ絨毯から、黙々と下界を観察するしかない。

　無事にバートランドを見つけてニワトリさんの怨うらみを晴らしたら、正々堂々とミサキをモフろう。

「強化魔法で視力を強化ですわ！」

「強化魔法にはそういう使い方があったとは」

　シャーロットが目に魔力を集中させたのを見て、アンナも真似まねしようとしている。

　しかし、魔法学科ではないアンナにとって、魔力の一点集中は少し難しいようだ。

　結局諦あきらめて、自前の視力で眼下を見つめる。

「私はもともと目がいいから平気」

　ふて腐れた様子で負け惜しみを言うのが可愛かわいい。

「えへへー」

「ローラ。どうして私の顔を見て笑ってるの？」

「アンナさんが可愛いなぁと思いましてー」

「ローラほどじゃない。えいっ」

「わっ、ほっぺを引っ張らないでくださいよぅ！」

　アンナによって伸ばされたローラのほっぺは、溶けたチーズのように垂れ落ちていく──ということもなく、少しヒリヒリするだけだ。

「うぐっ……アンナさんが酷ひどいです。ハクもそう思いますよね？」

「ぴぃ？」

　ローラの頭の上でくつろいでいたハクが、何のことだろうという鳴き声を上げる。

　明らかに同意する声色ではなかったが、ローラはハクの意志を捏造ねつぞうし、自分の味方だということにした。

「ほら。ハクもそうだそうだと言っています！」

「ローラ。噓うそばかり言ってると、舌が二枚になる」

「えっ？　そんな法則があるんですか!?　私の舌、まだ普通ですよね！」

　ローラは慌あわててベロを出し、アンナに見せる。

　するとなぜか、話に関係していなかったシャーロットが、キラキラした目でこちらを向いた。

「ああ～～ローラさん、お可愛らしいですわぁ！」

「急になんですか!?　もう、ちゃんとバートランドを探しましょうよ！」

　ローラは今までの自分を棚に上げ、絨毯から身を乗り出して荒野を見渡す。

　荒野といっても、完全に荒れ果てた土地というわけではなく、まばらに草木が生えている。

　この地方は農業に向かないが、鉱物資源がそこそこ眠っているらしい──と、来る前にシャーロットに教えてもらった。

　なお、一学期の授業でも習ったようだが、ローラの記憶には残っていない。

　不思議なことに、テストが終わると暗記した内容がどこかに飛んで行ってしまうのだ。

「むむっ!?　やたら速く爆走している馬車がいるであります！　怪しいであります！」

　突然、ミサキが声を荒げた。

　彼女の視線を追いかけると、ずっと遠くで激しい土煙が上がっていた。

　ここから見るととても小さいので、言われなければ見逃していたかもしれない。

「ミサキさん、よく見えましたね！」

「獣人は視力も注意力も抜群でありますよ」

「私より先に見つけるなんて大したものだわ。ご褒美に皆、モフモフしてあげて」

　大賢者はそう言って、ミサキの尻尾を持ち上げた。

「はっ!?　どうしてそうなるでありますかっ!?　さては大賢者殿、先に見つけていたのに、その妄言を言うために黙っていたでありますか！　そうに違いないであります！　私が見つけられたのに、大賢者殿が見つけられなかったなんてありえないであります！」

「さて、どうかしら。でも絨毯は偶然にも、さっきから馬車に向かって進んでいるわね」

「これはれっきとした獣人虐めでありますよー！」

　そんなミサキの訴えも虚むなしく、絨毯が馬車に追いつくまでローラたちはモフモフを楽しんだ。

　その間に大賢者は、バートランド発見の報を手紙に書き、幾つかの紙飛行機にして飛ばした。

　紙飛行機は散開している騎士団のもとに行く。程なくして騎士たちが集まってくるはずだ。

　地上には千の騎兵。上空にはローラたち。

　ここまですれば、バートランドが何者であろうと、脱出は不可能だ。

　もちろん、馬車に乗っているのがバートランドではないというのも考えられる。

　その場合は無駄足だ。

　しかし、バートランドが目撃された町の近くで爆走している馬車が、全くの無関係なんてありえないだろう。

　まして、あの馬車はラグド公国の方角へ走っている。

　とにかく追いついて、止める。

　もし無関係だったら……ごめなさいすれば済む話だ。





※






　やはりチンピラなど雇わず、自分で手を下すべきだった──。

　揺れる馬車の中でバートランド・アマーストは激しい後悔に襲われていた。

　教会を乗っ取ることはできなかったが、ブドウ畑を燃やし、今年のワイン造りを妨害することには成功した。

　最低限の目的を達成し、安心してラグド公国に向かっていたというのに。

　途中、立ち寄った町に、自分の手配書が貼はられていたのだ。しかも似顔絵付きで。

　その似顔絵はバートランドの顔を直接見た者が描いたのではなく、チンピラの証言を元に作ったのだろう。

　さほど似ていない。が、特徴は伝わる。

　なにせバートランドは熊くまのような体格で、嫌でも人目を引く。そしてモンスターと見紛みまがう形相で、頰ほおにはケンカで負った傷も残っている。

　町に入った途端、衛兵が飛んできた。

　しかしバートランドも手配書を見た瞬間、逃げる体勢に入っていたので、何とか捕まらずに脱出することができた。

　今はラグド公国に向けて荒野を進んでいる。

　だが、この調子なら国境を越えることはできないだろう。

　関所に近づいたら、確実に国境警備隊が殺到してくる。

　もはやラグド公国に帰るには、街道を離れ、関所のない山や森を行くしかない。

　とはいえ、街道を離れた場所はモンスターが多数生息している。

　いくらバートランドがケンカ慣れしていて、更に魔法使いの護衛を二人つけているといっても不安は残る。

（それでも、関所に行くよりは可能性があるか……）

　バートランドは山越えの決心を固めた、そのとき。

　馬車の後方から、地鳴りのような音が近づいてきた。

「なんだ、何の音なんだ？」

「バートランド様！　後ろから騎兵が迫ってきます！　とんでもない数です！」

　一緒に馬車に乗っていた魔法使いが、窓を見ながら悲鳴を上げた。

「騎兵だと!?　くそ、もう見つかったか……！」

　しかし、こちらには魔法使いが二人もついている。

　バートランドと共に客車にいる彼と、御者をしている男。

　この二人で馬に強化魔法をかけてやれば、騎兵を振り切れるかもしれない。

　そう思いながらバートランドも窓から後ろの景色を覗のぞく。

　そこには確かに騎兵がいた。

　騎士を背に乗せ、土煙を上げ荒野を走る馬の群れ。

　予想どおりの姿だが、しかし、違和感がある。

「土煙が強すぎやしないか……？」

　もうもうとたちこめる茶色い煙は、天高く上り、そして視界全てを埋め尽くすほど幅が広い。

　十騎や二十騎では、こうはならないだろう。

　とすれば百騎。いや、もっと。

「バートランド様！　何百騎もいるんじゃないですか!?」

　土煙の切れ目から、白銀の鎧よろいに身を包んだ騎士の姿が見えた。

　ずっと奥の奥までその列が続いている。

　と同時に、横の広がりも信じられないほど伸びていた。

　魔法使いが言うように何百、下手をすれば千近い騎兵がバートランドを追いかけている。

　いやいや、そんな馬鹿ばかな。

　千といえば、ファルレオン王国騎士団の全軍だ。

　彼らの実力は、最低でもＢランク冒険者に匹敵ひつてきするという。

　何人かはＡランクの者もいるとか。

　女王の切り札ともいえる、恐るべき戦闘集団だ。

　そんな連中がバートランドに殺到してくるなど悪夢でしかない。

　バートランドは確かにブドウ畑を焼くように命じたが、逆に言えばそれだけだ。

　別に女王を暗殺しようとか、王都を混乱の渦に叩たたき込もうとか、そんな大それたことを考えていたのではない。

　それなのにどうして──。

「走れ！　逃げろ！　馬に強化魔法をかけるんだ！　騎兵の数が多いからといって、別に速くなるわけじゃないんだ。まだ逃げ切れるぞ！」

　バートランドの叫びで、魔法使い二人は自分の役目を思い出す。

　瞬間、馬車が一気に加速した。

　騎兵が離れていく。

（しめた！）

　と思ったのも束つかの間ま。

　騎兵たちも加速したではないか。

「バートランド様、向こうも強化魔法が使えるようです！」

「くそったれが！」

　考えてみれば当然だ。

　相手は精鋭中の精鋭。

　ランスを持っているから白兵戦専門に見えるが、魔法の心得があって然るべき。

「おい、お前。騎兵に向かって魔法を撃て！　奴やつらの足を止めるんだ！」

「無茶です！　数が多すぎて焼け石に水ですよ！」

「じゃあ、地面をデコボコに破壊しろ。少しでも時間を稼ぐんだ！」

　ハッとした顔になった魔法使いは、後方に向かって爆発魔法を乱射した。

　それにより地面が吹き飛び、土砂が舞い上がって、荒野が抉えぐれる。

　馬が跳び越えられそうもない穴が、幾つも空いた。

　その穴を避けようと騎兵が進路を変える。

　しかし彼らは数が多いだけに、進路変更には混乱がともなう。

　それなりに間隔を開けて隊列を作ってはいたが、それでも乱れが生じ、行軍速度が一気に落ちる。

「やった！　これなら逃げ切れるかもしれません！」

「ふん、ようは頭の使い方一つだ」

　騎兵が遠ざかって気が大きくなったバートランドは、魔法使いに大口を叩く。

　だが、危機はまだ去っていなかった。

　いや、これからが本番だったのだ。

「前方に人影あり！」

　御者を務めている魔法使いが叫ぶ。

「なにっ、まさか先回りしている騎兵がいたのか!?」

　バートランドは客車から顔を出して、進行方向を見つめる。

　だが、そこに騎兵はいなかった。

　幾つかの小さな人影があるだけだ。

　正体はよく分からないが、おそらく偶然通りかかった旅人か何かだろう。

「このまま轢ひき殺せ！　いちいち構っていられるか！」

　普段のバートランドは、いくらなんでもここまで人の命を粗末そまつにしない。

　しかし、背後から騎士団が追いかけてきているという状況が、彼の感覚をマヒさせていた。あるいは、本性が剝むき出しになったともいえる。

　それは御者の魔法使いも同じで、雇い主の命令を忠実に守り、馬車の速度を緩めることなく直進させた。

　そして衝突の瞬間。

　バートランドは人影を間近から見た。

　少女たちだ──そう認識した途端、天地が引っ繰り返るような衝撃に襲われる。

　いや〝ような〟ではなく、本当に馬車がひっくり返ったのだ。

　得体の知れない力で吹き飛ばされ、まるでサイコロのように転げ回る。

　中に乗っていたバートランドと魔法使いは、全身を何度も打ち付けた。

　もはや何回転したのか分からないほど転がり、客車の壁が割れ、バートランドたちは外に放り出された。

「ぐっ、どうなってやがるんだ……」

「轢かれたんです……馬車が女の子に轢かれたんです……！」

「少女たちに当たった瞬間、見えないハンマーで殴られたみたいに！」

　一緒に放り出された魔法使い二人が、震える声で呟つぶやく。

　バートランドは、彼らが何を言っているのか分からなかった。

　女の子は馬車を轢いたり弾はじき飛ばしたりしない。これは古今東西の常識だ。

　だが現実として、馬車は弾き飛ばされ、バートランドたちは荒野に投げ出され、全身打撲とすり傷だらけだ。

「そうだ、馬はどうなった。馬さえ生きていれば、それに乗って逃げることができるぞ」

　あれほどの衝撃で馬が無傷ということは考えにくい。

　しかし、こちらには魔法使いがいるのだから、回復させればよいのだ。

　バートランドは縋すがる思いで二頭の馬を探す。

　すると、馬はどちらも無事だった。

　傷も見当たらず、呑気のんきにヒヒーンと鳴いている。

　そして、その周りには少女たちがいて、笑顔で馬を撫なでていた。

「ど、どうなってんだ……？　どうして馬だけ無傷で……」

　バートランドが疑問を口にすると、後ろから答えが返ってきた。

「それはね。衝突の瞬間、馬だけ防御結界で包んだからよ」

「ッ!?」

　驚いて振り向くと、そこには銀髪の女性がしゃがみ、倒れたバートランドたちを見つめていた。

　一体、いつからそこにいたのか。

　まるで気配を感じなかった。

　バートランドたちは跳ねるようにして立ち上がり、その女性を見下ろした。

　しかし目線を高くしても、どうしてか自分たちの方が小さく感じてしまう。

「誰だれなんだ、お前は！」

「私は通りすがりの大賢者よ。そして、あの教会のワインのファンでもあるわ」

　刹那せつな、何かが白く輝き、腹の底まで響く爆音が鳴り響いた。

　と同時に、バートランドの左右にいた魔法使い二人が、ドサリと倒れる。

　その皮膚や衣服から煙が上がり、焦こげ臭い匂においがたちこめる。

「ら、落雷か!?　晴れているのに……しかも、この二人を狙ねらったように!?」

「狙ったのよ。この二人、あなたが雇った護衛でしょ。ただ雇われただけの人に地獄を見せるのも可哀想かわいそうだから、眠ってもらったの」

　狙って雷を落とした──。

　それはつまり、彼女は魔法使いということだ。

　呪文じゆもんの詠唱もなしに雷を操あやつるとは、かなりの実力者なのだろう。

　それにしても銀色の髪とは、まるであの大賢者のようだ。

「ん？　お前、さっき、通りすがりの大賢者と名乗ったか……？」

「ええ、そうだけど」

「百三十年前に魔神を倒した、あの〝麗しき大賢者〟カルロッテ・ギルドレアか!?」

「だから、そうだって言ってるでしょ」

「ふざけるな！　そんな奴が通りすがってたまるかっ！」

「そう言われても、私、よく当てもなく旅行してるし？　まあ、確かに今日は偶然じゃないわ。あなたを追いかけてきたのよ、バートランド・アマースト。あなたのせいで、今年は教会のワインが飲めないじゃないの！」

　大賢者はカッと目を見開き、そしてバートランドの頰を強烈にビンタした。


「ぐぎゃぁっ！」



　女性のビンタなど、今まで何度も喰くらっている。

　しょせんそれは、怒りの感情を伝えるための手段、ポーズに過ぎない。

　ヒリヒリと痛んでも、笑って済ませられるものだ。

　しかし今、バートランドの頰を襲った一撃は、ビンタの概念を超越した。

　衝撃で体が宙に浮く。

　口の中で歯が何本も折れた。その破片が皮膚に突き刺さり、痛みの余りのたうち回る。

　そして痛みは時間とともに何倍にも膨れ上がっていった。

　なぜだ。

　確かにこれは激痛を伴う痛みだが、バートランドはケンカ慣れした男。

　こんな子供じみた悲鳴を上げるほどヤワではない。

　だというのに、絶叫が口から漏もれてしまう。

「強化魔法であなたの神経を敏感にしてあげたわ。これであなたは、己おのれの罪をより深く反省することができるのよ……よかったわね」

　大賢者はそう言って微笑ほほえみ、バートランドの胸ぐらを摑んで持ち上げた。

「ワインの怨み！　ワインの怨み！」

　往復ビンタが放たれた。

　痛みの余りバートランドの視界に星が飛ぶ。

　右の頰を殴られ痛みで失神し、左の頰を殴られ痛みで目覚める。

　まさに地獄だった。

「ゆ、許してくれぇ……」

　恥も外聞もなくバートランドは懇願した。

　すると不思議なことに、大賢者は手を放してくれた。

　理由は分からないが、とにかく逃げるしかない。

　這はいつくばって大賢者から遠ざかる。

　しかし今度は、赤毛の少女が立ちふさがった。

「……教会の皆を怖がらせた怨み」

　赤毛の少女の声から、大賢者よりなお深い怒りを感じる。

「きょ、教会の関係者か……？　金をやる！　あのワイン畑を十個は買えるくらいの金をやる！　だから許してくれ！」

「問答無用」

　赤毛の少女はバートランドの脚を摑み、グルグルと回転させた。

　途方もないパワー。

　恐ろしい遠心力が、頭に血を上らせていく。

　世界の景色が溶けて灰色になったところで、赤毛の少女は手を放す。

（死んだッ！）

　岩にぶつかろうが、地面に落ちようが、絶対に助からない速度。

　バートランドは一瞬で自覚し、頭の中に今までの人生がダイジェストで流れた。

　ところが何かにぶつかる前に、誰かに受け止められた。

　その親切な人はバートランドの背中から腕を回し、腹をガッチリホールドする。やけに小さくて細い腕だ。明らかに子供のもの……。

「そしてニワトリさんの怨みです！　必殺、スープレックス！」

　バートランドの体がふわりと浮いた。

　そして半円を描くように投げられ、頭から地面に叩き付けられる。

「ぐはぁっ！」

　脳が激しくシェイクされた。

　意識が朦朧もうろうとする。むしろ、まだ気絶していないのが不思議なほどだ。

　この少女たちはバートランドをこのままジワジワとなぶり殺しにするつもりなのだろうか。

　どうせなら一思いに殺して欲しい。

　そうだ。さっきまで追いかけてきていた騎士団。あれに踏みつけてもらえば、一発で絶命できる。

　どこだ、どこに行ったのだ。

「……いた！」

　目眩めまいと耳鳴りと吐き気に耐えながら顔を上げると、遠くから騎兵が走ってくる。

　あっちにも。こっちにも。

　周り全てを騎兵で囲まれていた。

「包囲殲滅せんめつじゃ！　包囲殲滅じゃ！」

　どこからともなく、子供の叫び声が聞こえてきた。

　幻聴だろうか。それとも、また別の化物少女が現れたのだろうか。

　とにかく、一刻も早く殺して欲しいと願うバートランドであった。
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　実行犯であるチンピラ三人と黒幕であるバートランドをボコボコにすることに成功したローラたちは、満足して王都に凱旋がいせんした。

　そのあと彼らがどうなったのか、さほど興味がない。

　大賢者から伝え聞いた話によると、チンピラ三人は強制労働十年の刑が言い渡され、既に鉱山に連れて行かれたとか。

　鉱山の強制労働というのはとても辛く、十年と期間が定められているが、大抵の者はその前に死んでしまうので、ほとんど死刑と似たようなものだと聞いたことがある。

　そして黒幕であるバートランドにも同じ刑が科せられる予定だが、彼は隣の国の人間だ。ラグド公国が身柄の引き渡しを要求しているらしい。しかし女王は近い内に鉱山送りを強行するつもりのようだ。

「まあ、ラグド公国もそう強くは言ってこないでしょうね。バートランドが犯罪者なのはハッキリしているし」

「なるほど、そういうものですか」

　ローラは分かったように頷うなずくが、さほど分かっていなかった。

　そしてブドウ畑が燃えてしまった教会だが、その復興費用を女王が出してくれることになった。

　というか、孤児院自体を国で運営し、神父もベラも女王に雇われるという形になった。

　これで孤児院は金の心配がなくなったし、女王はワインを優先的に入手できるというわけだ。

「ベラたちは女王陛下にもらったお金で、毎日美味おいしい物を食べてるらしい。私も仕送りしなくてもいいようになった」

「一件落着ですねー」

　ローラは学食でオムレツを食べながら、満足して頷く。

　いい知らせを聞くと、オムレツも一層美味しくなるというものだ。

　人の幸福で飯が美味うまい！

「アンナさんが制服以外の服を買えるようになるのは、めでたいことですわ。それはさておき。もうすぐ、戦士学科と魔法学科の一年生が合同で遠足に行くという話は知っていますか？」

「遠足？　遠足ってなんですか？」

「初めて聞いた単語」

「わたくしも詳しくは知りませんが、遠くで行なう課外授業のことらしいですわ。毎年この時期になると、一年生は二つの学科が合同で遠足を行なうそうですわ」

「へぇ、楽しそうですね。でもシャーロットさんはどこでそれを聞いたんですか？」

「ふふ……昨日の放課後に決闘した魔法学科の先輩が教えてくださったのですわ」

「はあ……シャーロットさんって、まだ決闘とかしてたんですね」

　ローラは呆あきれてしまう。

　入学当初からシャーロットは、放課後に一人で修行をしたり、先輩に決闘を申し込んだりして、学園最強の生徒を目指していた。

　しかし、今更その辺の先輩を倒したところで、さほど意味があるとも思えない。

　むしろ、ただの弱い者イジメなのではないか。

「言っておきますが、昨日のは先輩の方から申し込んできたのですわ。わたくしだって今更、ローラさん以外の生徒と戦うことに意義など感じていません！　ただ、挑まれたからには受けないと、ガザード家の沽券にかかわりますわ」

「シャーロットに決闘を挑むなんて、無謀な先輩」

「本当ですねぇ。トーナメントの決勝戦を見ていなかったんでしょうか？」

　一学期の終わりに行なわれた校内トーナメントで、ローラとシャーロットは激しく戦った。

　それこそ、生徒どころか教師たちですら立ち入ることのできないレベルの戦いだった。

　あの戦いで力を使い果たしたシャーロットはかなりパワーダウンしてしまったが、それでも並の生徒が戦える相手ではない。

　挑んだ先輩は、敗北を前提としているとしか思えなかった。

「昨日の先輩は、三年生で最強と呼ばれている人ですわ。わたくしたちが入学するまでは、学園最強だと自他共に認めていたとか。それがあのトーナメント以来、自動的にナンバー３に格下げになってしまいましたの。戦わずして下級生より弱いと決めつけられたことに耐えられなかったと言っていましたわ」

「ははあ、なるほど。それで実際に戦って、負けて、納得したかったんですね」

「そういうことでしょう。夏休みの間、山ごもりして修行していたそうですわ。その修行の成果をわたくしは完全に粉砕してきました」

「それで、先輩さんは納得してくれましたか？」

「ええ。清々しい顔をしていましたわ。あの方はきっとこれからまだ伸びるでしょう」

　シャーロットはどこか嬉うれしそうにコーヒーを飲む。

　トーナメントでローラに敗れた自分と先輩を重ねているのかもしれない。

「まあ、とにかく。遠足があるらしいのです。しかし先輩は、遠足の詳しい内容までは教えてくれませんでしたの。何やら意味ありげに笑って、楽しみにしていろ──と」

「むー、思わせぶりな人ですね。それなら最初から言わなきゃいいんです。気になって夜も眠れません」

「同意。私も今日から眠れない。シャーロットは遠足のことを胸に秘めていればよかったのに」

「そうはいきませんわ。わたくしだけ不眠に悩まされるなんて不公平ですわ。お二人も一緒に悩んでくださいな」

「あ、シャーロットさん、それで昨日、寝るの遅かったんですね。隣で何度も寝返りを打ったり、夜中に急にストレッチを始めたりしていたから、私も何度か起きちゃいましたよ」

「あら、それは失礼いたしました。しかし今日からは一緒ですわ」

　シャーロットは意地が悪そうな笑みを浮かべる。

「むー、シャーロットさんが他人の脚あしを引っ張るような人だとは知りませんでした！」

「何とでも仰おつしやってくださいな。わたくし、睡眠に関してはこだわりがあるのですわ。自分だけが眠れないなんて、許せないのですわ！」

「言っていることは何となく分かる。というわけで、ミサキにも教えてあげよう」

　食器を返却するとき、皿洗いをしていたミサキを呼びつけ、遠足の件を手短に話す。

　すると案の定「気になるであります……！」と、深刻そうに呟つぶやいていた。

　きっと気になって満足に仕事ができないだろう。

「ふっふっふ。たまにはイタズラするのもいいですね！」

　廊下を歩きながら、ローラは新鮮な喜びを味わっていた。

「あらまあ、ローラさんったら。そんなことをくり返していたら、またエミリア先生に叱しかられてしまいますわ」

「大丈夫ですよ。リヴァイアサンやベヒモスを倒したり、職員室の窓ガラスを粉々にしたり、風俗街をウロついたりするわけじゃありません。ちょっとしたおふざけです」

「……こうやって考えると、ローラは凄すごい問題児」

「ローラさん、不良少女だったのですわね……」

　アンナとシャーロットはハンカチを取り出し、よよよ、と泣く真似まねをする。

「二人とも一緒だったじゃないですかー。私だけ不良扱いしないでください！」

「あら。職員室の窓ガラスを割った事件のとき、わたくしはいませんでしたわ」

「逆に言えば、それ以外のときはいたんです！　三人仲良く不良グループです！」

「ローラ。その結論でいいの？」

「あ、駄目です。不良グループではありません。えっと、何でしょう。おっちょこちょい三人組？」

「それが妥当なところかもしれない」

「わたくしは断じておっちょこちょいではありませんわ！」

　シャーロットは真まっ赤かになって訴えてくる。

　本気で言っているのだろうか？

　ローラの実家であれだけ皿を割ったくせに。

「あ、そうだ！　エミリア先生にも遠足のことを教えてあげましょう。きっとエミリア先生も夜、眠れなくなりますよ！」

「それは面白おもしろい考えですわ！」

「……私は戦士学科だから、そっちは任せる。そろそろ昼休みが終わるし、私は教室に帰る」

「任せてください、アンナさん！」

　というわけで、ローラとシャーロットは授業が終わったあと、エミリアを捕まえて遠足の話をしてみた。

「遠足？　もちろん知ってるわよ。だって私、教師だもの。あなたたち誰だれから聞いたの？　上級生？」

「「え、あ、はい」」

　言われてみればエミリアは教師だった。知っていて当然だ。

　どうして気が付かなかったんだろう。

　やはり、おっちょこちょい属性には抗えないようだ。

　放課後、訓練場で合流したアンナにそのことを報告すると──。

「私は気付いてた」

「なんと！　アンナさんはおっちょこちょいから一抜けですか!?」

「私はもともと、そんなおっちょこちょいじゃないはず」

「むむ……悔しいですがそうかもしれません。しかしエミリア先生には効かなくても、ハクには効くはずです。というわけで、ハクに遠足の話をしましょう」

　ローラはさっきから頭の上で居眠りしているハクを降ろし、腕に抱く。

「ハク。今から遠足の話をしますよ……起きませんね。仕方がないのでこのまま語りましょう。睡眠学習です」

　スヤスヤ眠っているハクに向かって、ローラは行き先も目的も分からない遠足の話を聞かせる。

　するとハクはモゾモゾと顔を上げ、目を覚ましたではないか。

「ぴー」

「おっ、ハクが起きましたよ。やっぱり神獣にも遠足の話は通用するんですねぇ」

「たっぷり寝たから起きただけじゃないの？」

　しっかり者のアンナはしっかりした正論を言うが、それはローラにとって都合の悪い意見なので、聞こえなかったことにする。

　とにかくローラは、遠足のせいで夜も眠れない同盟の仲間が欲しかったのだ。

　もっともその日、明るいうちに遠足について悩みまくったので、夜は意外とぐっすり眠れてしまった。

　ハクも当然の如ごとく、真っ先にベッドで丸くなった。

　こうして、遠足のせいで夜も眠れない同盟は、正式結成の前に解散することとなった次第である。
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　そして次の週。

　朝礼のとき、生徒たちの前でエミリアは突然、次のような台詞せりふを放った。

「今日は皆さんに遠足をしてもらいます……！」

　ざわざわ。

　魔法学科一年の教室は騒然とする。

「遠足……！」

「ついにこの日が来たか！」

「結局どこに連れて行かれるんだろう」

　生徒たちは緊張と期待を込めた表情で語り合った。

　それを見てエミリアは困り顔になる。

「あ、あれ？　ビックリさせようと思って告知なしに言ってみたのに……あ、さてはローラさんとシャーロットさんが言いふらしたのね！」

「えへへー、遠足のせいで夜も眠れない同盟の結成を諦あきらめきれなかったもので」

「なぁに、その変な同盟？　まあ、いいわ。別に知られたからって問題ないし。私がガッカリするだけだし。私がガッカリするだけだし」

　そう言いながらエミリアはローラとシャーロットを睨にらんできた。

　目を合わせるのが怖いので、窓の外を見て口笛を吹くことにする。

「じゃあ皆、校庭に移動するわよ。戦士学科の生徒と一緒に行くから、仲良くしてね」

　エミリアの引率で、生徒たちはゾロゾロと廊下を進んでいく。

　そして校庭に行くと、既に戦士学科の一年生たちが列を作っていた。

「アンナさんだ！　アンナさーん！」

「こら、ローラさん。一応授業中なんだから遊んじゃ駄目よ」

「はーい」

　怒られてしまったローラは、大人しく整列することにした。

　魔法学科四十人。

　戦士学科四十二人。

　合計八十二人が、四列に分かれて綺麗きれいに並ぶ。

　それを見て、エミリアと戦士学科の担任が満足そうにしていた。

「今日はトラブルもなく進められそうね」

「素晴らしいことですな、エミリア先生」

　そんなにいつもトラブルを起こしている生徒がいるのか。

　先生に迷惑をかけるとは、けしからん生徒だ──。

　なんて思ってみたローラだが、自分が結構けしからん生徒だということを思いだし、これからは可能な限り大人しくしようと決意した。

　ローラは自分で反省できる九歳なのである。

　なかなか決意通りにいかないことも多いが……世の中は複雑にできているので仕方がない。

「はいはい、全員集合したかしら」

　そこに大賢者がやってきた。

　滅多に生徒の前に出てこない人なので、生徒たちから驚きの声が上がる。

　なにせ相手は伝説の人だ。

　生で見ることができたというだけで自慢できる。

　もっともローラたちは、ちょくちょく会っている──というか一緒にお風呂ふろに入ったり、着ぐるみパジャマで遊んだりする仲だ。

　なので大賢者の顔を見ても、それほどの喜びはなかった。

「さて、今日の遠足だけど。行き先は私が所有している無人島。何をするかは向こうに行ってからのお楽しみよ」

「学長先生。質問いいですかー」

「何かしら、ローラちゃん」

「この人数でどうやって無人島まで移動するんですか？」

　他ほかの生徒も同じ疑問を持っていたようで、全員が興味深げな視線を大賢者に送る。

　この王都ファルレオンには水路が幾つも走っているが、八十人を超える生徒を一度に運べるような船は入ってこられない。

　近くを流れているメーゼル川から海まで下るのだろうか？

「ふっふっふ。それはね。こうするのよ。えいっ！」

　大賢者が掛け声を発した瞬間、足元の感覚が変わる。

　何だろうと思い、視線を下に向けると、そこには驚きの光景があった。

　ローラたちは校庭の硬い土の上に立っていたはずなのに、足元に絨毯じゆうたんが広がっていたのだ。

　八十二人の生徒と、二人の担任、そして大賢者が上に立ってもまだ余裕たっぷりの、大きな絨毯だ。

「い、いつの間に！」

「どこからどうやって出したんだ!?」

　生徒たちは驚きの声を出す。

　それに対し大賢者は「手品よぉ」なんて適当なことを言っている。

　しかし当然だが、誰もそんな話を信じない。

　うんうん唸うなって仕組みを考えている。

　ローラはこれが次元倉庫という魔法だと知っていたので、ちょっぴり優越感に浸れた。

「絨毯で飛んでいくわよ。そーれ」

　大賢者の魔力で絨毯が浮かび上がった。

　これは絨毯そのものに飛ぶ能力が備わっているのではなく、大賢者の魔法で強引ごういんに飛んでいるというのがポイントだ。

　以前この技を披露してもらったときは、ほんの数人で飛んだだけだった。

　しかし、この大人数でも変わらずスイスイ飛べている。

　やはり大賢者は凄いと改めて尊敬してしまう。

　そしてほとんどの生徒は、自分たち全員がまとめて飛ばされているという状況に驚き、尊敬する余裕もなく固まっていた。

「結界で包んでるから風圧で飛ばされることはないけど、危ないからあんまり立ち歩かないで座っててね。落ちたら死ぬわよ」

　死ぬと言われて、全員が一斉に座った。

　どうやら自殺願望のある生徒はいないらしい。

「到着まで三十分くらいかかるから、それまでは自由にしてていいわ。バーベキューとかしちゃってもいいわよ」

「学長。授業中ですから、変な許可を生徒に与えないでください。ただでさえ本当にバーベキューを始めそうな生徒が三名ほどいるんですから」

　エミリアが眼鏡めがねを光らせ、ローラ、シャーロット、アンナを見回した。

　だが、これは酷ひどい偏見だ。

　機材と食材がなければ、ローラたちといえど、バーベキューは不可能である。

「エミリア先生はわたくしたちを何だと思っていますの!?」

「いまだかつて絨毯の上でバーベキューなんてしたことないのに」

　シャーロットとアンナの抗議にあい、エミリアはたじろぐ。

「ご、ごめんなさい……確かに偏見だったわ……」

「分かればよろしいのですわ。次からは気をつけてくださいまし」

　その通りだ、とローラも頷く。

　事前にバーベキューＯＫだと教えてもらっていたら、街でバーベキューセットを買って次元倉庫に入れ、ここで広げて見せたのに。

　いきなり言われて、疑惑を向けられても困る。

　魔法適性９９９９といえど、無から有を生み出せるわけではないのだ。

「バーベキューは無理ですが、三十分もあるならおしゃべりしましょう」

「ぴー」

「そうですわね。アンナさんもこちらへいらっしゃいな」

「授業中に二人と話せるなんて不思議」

　アンナは絨毯の上をモゾモゾと這はってこちらにやってきた。

　他の生徒たちも同じようにして仲良しグループで固まる。

　魔法学科と戦士学科の垣根を越えた友情は、どうやらローラたちの専売特許ではなかったようだ。

　仲が良いのは素敵なことだ。

「ですが、神獣とお友達なのは私たちくらいでしょう……ふふふ」

「ぴ！」

「ローラさん、何を勝ち誇っていますの？」

　なんて話をしている内に、絨毯は大地からドンドン離れていく。

　既に王都は草原の中にある小さな点に過ぎなかった。

「ぴーぴー」

「どうしたんですか、ハク？　ああ、オイセ村が見えますね。そういえば、ミサキさんが絨毯の上にいませんね」

「ミサキは生徒じゃないから仕方ない」

「あの〝であります〟という語尾を聞けないのは寂さびしいですわ」

　オイセ村から来た獣人さんも、いつの間にか一緒に行動するのが当たり前という感じになっていた。

　少々暴走気味なところがあるが、とても明るくて楽しい人だ。

　そして何よりモフモフしているのがいい。

　思い出したら、彼女の耳と尻尾しつぽをモフりたくなってきた。

　遠足が終わったらモフりに行こう。

「あら、海が見えてきましたわ」

「おー、本当です！　私、海を見るのは初めてですよ！」

「私も。話には聞いていたけど、本当に見渡す限り水だらけ。凄い」

　アンナの言うとおり、海は広かった。

　陳腐な感想だが、とにかく広いのだから他に言いようがない。

　前に空飛ぶ絨毯に乗ったときは地平線の果てまで続く平原を見て感動したが、こちらはもっと凄い。

　青空と大海原が重なり合う水平線──。

　見ていると吸い込まれそうになってくる。

　あんな遠くまで世界が続いており、更にその向こう側に別の大陸があるなんて、想像を超えた話だ。

　しかも、この広い海を船で旅している人もいるというではないか。

「私もいつか、別の大陸に行ってみたいです！」

「それは素敵ですわね。卒業したら、三人で行きましょう」

「行こう。旅費はシャーロット持ちで」

「それはいけませんわ、アンナさん。卒業したらプロの冒険者。冒険の費用は自分たちの力で稼ぐべきですわ。わたくしも実家に頼らないつもりなので、アンナさんもわたくしをアテにしてはいけませんわ」

「……シャーロットがまともなこと言ってる。シャーロットなのに」

「アンナさん、それは酷いですよ。シャーロットさんだって、たまにはまともなことを言うんです」

「たまに!?　わたくしはいつもまともですわ！」

　シャーロットは必死に訴えてくる。

　しかしローラの中でのシャーロットは『自分を一生抱き枕まくらにしたがっている人』というイメージだ。

　とてもではないが、まともとは言いがたい。

「ん？　あんなところに島がある」

　ローラたちが住んでいる大陸が見えなくなった頃ころ、遠くを指差しながらアンナが呟く。

　それを聞いた周りの生徒たちが、一斉にその方角を向いた。

　見れば確かに、海の中に陸地が浮かんでいた。

　絨毯はその島に向かって一直線に飛ぶ。

　近づくにつれ、形がハッキリと見えてきた。

　面積は王都より少し広いくらいだろう。

　王都は十五万人ほどが暮らしていると聞いたことがある。それより広いのだから、なかなか立派な島だ。少なくとも岩の塊ではない。

　その島は真ん中に高い山があり、なだらかな円錐えんすい状になっていた。

　全体が緑に覆われており、モンスターが沢山生息していそうな気配がする。

「あれが目的地よ」

　いつの間にか近くに来ていたエミリアが、島を見つめながら低い声で言う。

　どうにも深刻そうな声色だ。

「エミリア先生。あそこで何をやるんですか？」

「さあ……毎年毎年、学長の気まぐれで変わるから。でも、気を抜かないことね。私が一年生だったときは、学長が召喚した精霊と戦わされたわ……」

　エミリアは遠い目をして呟く。そしてブルリと体を震わせた。

　自分が生徒だった頃を思い出したのだろう。

　しかし、それを聞いてローラはむしろ好奇心を刺激された。

「学長先生の精霊……戦いたいです！」

「わたくしたちの相手に相応ふさわしいですわ！」

「死ぬような目にはあいたくないけど……強くなれるなら大歓迎」

　リヴァイアサンやらベヒモスは、遠慮せずこちらの命を奪いに来る。

　だが大賢者が召喚した相手なら、どんなに強くても命だけは気遣ってくれるはずだ。

　きっと生徒たちが強くなれるよう、絶妙なバランスで襲いかかってくるに違いない。

「はーい、じゃあ着陸するわよー。降りたらすぐに始めるわよー」

　何を始めるのか説明しないまま、大賢者は絨毯を島に降下させていく。

　他の生徒が緊張を浮かべる中、ローラたち三人はワクワクしながら島を見下ろす。

　島は森に覆われていたが、それでもいくらかは開けた場所があった。絨毯はそんな場所を選んで着陸した。

　そして大賢者は絨毯をまた次元倉庫に収納し、生徒たちを整列させる。

「はい、じゃあ遠足のルールを手短に説明するわね。皆には、あの山の山頂を目指してもらいます。そこで私が捕まってるから、見事一番乗りして私を救出した人には、特別なご褒美が出ます」

「ご褒美ってなんですかぁ？」

　ローラが手を上げて質問すると、

「それは私を救出してからのお楽しみよ」

　大賢者は笑ってはぐらかした。

　気になるので、是が非でも一番乗りしないと。

「あの、学長。私も質問いいですか……？」

　教師であるエミリアも手を上げた。

「いいわよ。なーに？」

「山頂で学長が捕まっていると言っていましたけど、一体誰が学長を捕まえるんですか……？」

　言われてみれば、なるほど。人類史上最強ともいわれる大賢者を捕縛ほばくできる者などいるわけがない。設定にリアリティがなさ過ぎる。

「私が操あやつるリビングメイルよ。私は『囚とらわれのお姫様』って設定で、山頂にある砦とりででお昼寝してるから。二十四時間以内に助けに来るのよ。もし二十四時間経たっても誰一人辿たどり着けなかったら、全員を『くすぐり地獄じごくの刑』に処します」

　くすぐり地獄の刑。

　名前からして苦しそうだ。

　何としてでも二十四時間で山頂に辿り着かねばならない。

　しかし、絶対に一筋縄にはいかないだろう。

　これが普通の山だったら、二十四時間といわず、二十四秒で辿り着いてみせる。

　仮に強力なモンスターが多数生息していたとしても、二十四分もあれば余裕だ。

　だが、これは大賢者が仕組んだこと。

　それも、ローラやシャーロットがいると知った上で、二十四時間という時間設定をしたのだ。

　心してかからないと、本当に『くすぐり地獄の刑』が始まってしまう。

　おそらく、他の生徒たちも同じ結論に至ったのだろう。

　全員がローラを見つめ、青い顔でブツブツ呟く。

「ローラちゃん……頼んだわよ……あなただけが希望だわ……」

「頼むぜ……お前がやらなきゃ、全員がくすぐり地獄だ」

「いつもは嫉妬しつとしてたけど、こういうときは頼もしい……」

　自分たちがやらなくても、ローラが何とかしてくれるという論調だ。

　確かにローラは自分が一番乗りするつもりではいるが、勝負を始める前から皆に諦めムードが漂うのは気にくわない。

「えぇいっ！　皆さん、気合いが足りませんよ！　それでもギルドレア冒険者学園の生徒ですか！　皆、我こそが最強と思って入学してきたんでしょう!?　だったら一人一人が頑張りましょうよ。別に私と一対一で闘おうというんじゃありません。ようは目的地に辿り着けばいいんです。誰にだってチャンスがあります。運良く、何の障害もなしにスイーと山頂までいけるかもしれないじゃないですか。逆に私は、迷子になって辿り着けないかもしれません。くすぐり地獄の刑を回避するには、全員が頑張らなきゃ駄目なんです！　私に頼らず、皆が一番乗りを目指すんです！」

　ローラはつい、年上の生徒たちを前に熱弁してしまった。

　それを聞き、彼ら彼女らはハッとした顔になる。

「そ、そうね……これはある意味、ローラちゃんに勝つチャンスよ！」

「年下の少女に頼ろうとしていた自分が恥ずかしいぜ」

「ありがとう、目が覚めたよ……」

　八十人近い生徒たちから思いがけない感謝を送られ、ローラは「えへへ、どうも」と笑って頰ほおをかく。何だか照れくさい。

　すると担任のエミリアまで笑いながら、ローラの頭を撫なでてきた。

「ローラさん。入学した日は自己紹介するだけで緊張してたのに、成長したのね」

「そういえばそんなこともありましたね！」

　ほんの数ヶ月前のことだが、とても昔のことに感じられる。

　入学してからは、とても充実した毎日だった。

　ギルドレア冒険者学園に入って、ローラの世界は一気に広がった。

　魔法を好きになれたのもそうだが、やはり人との出会いが大きい。

　人間、一度は故郷を離れて都会で暮らしてみるものである──。

　などと、ローラは九歳のくせに、偉そうなことを考えてみた。

「最近はすっかり図太くなっちゃって……もうちょっと入学したての大人しさを取り戻してくれたら、先生、楽ができるのに」

「ええっ!?　私の成長を喜んでくれてたんじゃないんですかー！」

「冗談よ。冒険者は精神的にも強くないとやっていけないものね。ほどほどに頑張ってねローラさん、先生も頑張るから……！」

「は、はあ……ありがとうございます」

　図太いと言われたローラは、いまいち釈然としないものを感じた。

　確かに入学してから心が成長したとは思っているが、図太いというのは少し違うのではなかろうか。

　ローラはただ魔法適性が９９９９で、頭の上に神獣が乗っかっているだけの、どこにでもいる女の子だ。

「ローラさん。山頂までは三人で力を合わせて行きませんか？　そうすれば時間制限もクリアしやすいですわ。山頂に辿り着いたら改めて、三つ巴どもえで雌雄を決するのです！」

「おお、なるほど！　それはいいアイデアです」

「くすぐり地獄は断固回避」

　ローラたち三人は頷き合う。大賢者救助隊の結成だ。

「ぴー」

　ハクも一緒だ。

「ちょっとちょっと。遠足のルール説明はまだ終わってないわよ。ちゃんと私の話を最後まで聞きなさい」

　救助すべき大賢者の話はまだ終わっていなかったらしい。

　呑気のんきな囚われのお姫様もいたものだ。

「えっと、まず……スタートから二十四時間経ったら、私の魔力で地震を起こすから。寝てても起きるくらい揺らすわ。分かりやすくていいでしょ？」

　分かりやすいかもしれないが、何とも非人間的な魔力だ。

　シャーロットとエミリアが引きつった顔になっている。

　逆に生徒たちは、それがどのくらい凄いのか想像できず、ポカンとした顔だ。

　そしてローラは、頑張れば自分もできるかも、なんて考える。

「あとこの島の中では、Ｃランク以上のモンスターと戦ってはいけないという校則を無視していいわ。そして、一番重要なのがこれ。一学期の成績に応じて、一人一人にハンデをつけます」

　ざわざわ……。

　周囲が不穏な空気に包まれる。

「学長先生。成績に応じたハンデとは一体どんなものですの？」

「んー、たとえばシャーロットちゃんは、攻撃魔法禁止！」

「なっ!?」

　驚いたのはシャーロット本人だけではなかった。

　魔法使いにとって攻撃魔法を禁じられるということは、両手を縛られたようなもの。

　そんな状態で戦えと大賢者は言うのか。

「アンナちゃんは、剣の両手持ち禁止。片手で頑張ってね」

「そんな……厳しい……」

　アンナは困り顔で、自分の両手を見つめた。

　手の平に豆が沢山できるくらい、毎日頑張っている。

　それが急に片手でやれと言われても、バランス感覚が違いすぎて、まともに剣を振り回すことができないだろう。

「そしてローラちゃんは何と──」

　全生徒が固唾かたずを飲んで注目する。

　ローラが最強の生徒なのは誰もが認めるところ。

　それに対して課せられるハンデとは、どれほどのものなのか。

「全身を丸太に縛られ手足を動かせない状態で山頂を目指す！　途中でほどいちゃ駄目よ！」

「は、はあああっ!?」

　そのとんでもない条件に、ローラは奇声を上げてしまった。

　しかし、その条件を意外に思ったのは、どうやらローラだけだったようだ。

「……まあ、ローラさんなら、そのくらいのハンデは当然かもしれませんわ」

「私はローラが丸太に縛られていても勝てる気がしない。妥当なハンデ」

　そんな馬鹿ばかな話があるだろうか。

　文字通り手足を縛られた状態になったら、一歩も動けないではないか。

　これは妥当ではない。

　妥当という言葉にそんな特殊な使い方はないのだ。

「ま、今のは一例ね。一人一人に合わせたハンデを私が直々に考えたんだから、ちゃんと守ってね。守らなきゃペナルティよ」

　大賢者が可愛かわいくウインクすると、各生徒の前に紙切れがパラリと舞い落ちた。

　ローラがそれを拾うと、今言われたハンデが書いてあった。

　そこかしこから「うげぇ」という悲鳴が上がる。

　きっと容赦のないことが書いてあったのだろう。ご愁傷しゆうしよう様だ。

「学長せんせー。このハンデを破るとどうなるんですかー？」

「鋭い質問ねローラちゃん。今、実演してみせるわ。というわけでエミリア。あなたには眼鏡をしてはいけないというハンデを課します」

「はあ？　何を言っているんですか学長。眼鏡を外したら何も見えないじゃないですか」

　エミリアは露骨に嫌そうな声を出す。眼鏡を外すつもりはなさそうだ。

　すると大賢者は、嬉しそうに叫ぶ。

「ででーん！　エミリア、アウトッ！」

「えっ、なに、何ですか！」

　戸惑うエミリアの背後から、黒い人影がヌッと出現する。

　それは本当に真っ黒な影だった。

　まだ朝なのに、シルエットしか見えない。きっとシルエットしかないのだろう。

　それにエミリアが気付いたときは、もう遅い。

　黒い影はエミリアに手を伸ばし……その脇腹わきばらをくすぐった。

「あひゃ、あひゃひゃひゃひゃっ！　ダメ、そこはダメ！」

「脇腹がダメなら脇の下よ」


「ああああっ、そこはもっとダメェェッ！」



　こしょこしょこしょこしょ。

　影はエミリアがぶっ倒れるまで、数分間にわたりくすぐり続けた。

　そして、エミリアが地面に突っ伏し、ぜーぜー肩で息をしている中、影は地面に吸い込まれるように消えていく。

「今のは私の魔力で作った霊獣。私が課したハンデを破るとどこからともなく現れて、自動的にくすぐるから、皆、ハンデを破っちゃダメよー」

　生徒たちはゴクリと息を飲む。

　エミリアが失神寸前までくすぐられた光景を見て、平静でいられる者などいない。

　これが普通の攻撃なら、まだ覚悟の決めようもある。

　冒険者を目指している以上、敵の攻撃に備えるのは当然だ。

　しかし、くすぐり──。

　これは想定外。

　それに何を隠そう、ローラはくすぐられるのが大の苦手だった。少しこしょこしょされるだけで悶絶もんぜつしてしまう。

「私が見えなくなったら遠足スタートよ。そこからカウントダウンが始まるから、二十四時間頑張ってね。あ、でも、ちゃんと食事と休憩は取った方がいいわよ。バテちゃうから。それじゃ、バイバーイ」

　大賢者は空高く飛んでいき、あっという間に見えなくなってしまう。

　その瞬間、どこからともなく、あの声が聞こえてきた。

「ででーん。ローラちゃんアウト！」

「ひゃ、ひゃああああ！」

　地面から黒い腕が伸び、ローラの太股ふとももを撫で回す。

　腕は更に長くなり、脇腹、背中、脇の下、肩、うなじと、あちこちをくすぐった。

「あああ、あああああっ、なぜですか、何もしてないのになぜですかぁぁ！」

「ぴぃ！」

　ローラの頭の上にいたハクは、黒い腕に向かって炎を吐く。

　だがそれは地面に焦こげ目を作っただけで、影のくすぐりは一向に止まらない。

「きっと何もしてないからペナルティ。ちゃんと丸太に縛られないと」

「なるほど……厳しいルールですわ。流石さすがは学長先生ですわ！」

「感心してないで私を丸太に縛ってください！　あ、あひゃあんっ！」

「え、わたくしがローラさんを縛るのですか……？　そんな、わたくし、そういう趣味は……しかしローラさんが望むのであれば……」

「あああ、いいですから！　そういうのいいですから早く！　うひゃひゃっ！」

　影によるくすぐりが激しすぎて、ローラは立っていられなくなる。

　息が苦しい。

　さっきからずっと笑っているが、楽しいことは何もない。

「とにかく丸太を作る」

　アンナは背負っていた剣を構え、手頃な木を切り倒し、枝を取る。

　片手持ちなせいで、いつもよりたどたどしい剣さばきだが、それでも数十秒で丸太が完成した。

　ローラは笑いながら這って丸太に近づく。

「あ、大変ですわ。ロープがないですわ！」

「それなら大丈夫。学長から預かってきたから……このためのロープだったのね」

　エミリアからロープを受け取ったシャーロットは、ローラを丸太に縛ってくれた。

　それはもう何重にも、これでもかというくらいグルグルと。

　するとローラをくすぐっていた影は消えていった。

「はあ……はあ……死ぬかと思いました……」

「ローラ、縛られてハアハア言ってる」

「怪しい光景ですわ……！」

「怪しくないです！　ところで、他の人たちが見当たりませんね？」

　くすぐられていたから気付かなかったが、いつの間にかローラたちと教師二人しか残っていない。

　皆はどこに消えたのだろう。

「もうとっくに山頂目指して出発したわよ」

「学長が消えた時点でスタートだからな。お前ら、ノンビリしていると一番乗りを逃すぞ」

　教師二人は無慈悲に呟く。

「そんなぁ……私がこんな状態だったんだから、待ってくれてもいいじゃないですか」

「何を言ってるのよローラさん。あなたが言ったんじゃないの。一人一人が一番乗りを目指せって。皆、張り切って走って行ったわよ」

「むむ、確かにそうでした……ならば望むところです！」

　一年生全員で山頂までのレースだ。

　ハンデのせいで誰が勝つのか分からない。

　おまけに大賢者のことだから、道中に色々と罠わながあるはず。

　レースの展開はまるで予想がつかない。

「というわけで出発しましょう。シャーロットさん、アンナさん……私を運んでください！」





※






　山頂までは三人で協力して行くと事前に決めた以上、足手まといがいたからと言って、置いていくわけにはいかない。

　人にはそれぞれ得手不得手があるのだ。

　役に立たないと思われていた人が、ある特定の状況下で真価を発揮するということもあるだろう。

　よって、丸太に縛られ、まさに手も足も出ない状態になったローラも、いつか役に立つかもしれないのだ。

「いやぁ……運んでもらって申し訳ないですね……」

　ローラが括り付けられた丸太を、シャーロットとアンナが二人で肩に担ぎ、えいほえいほと山を登っていく。

　身動きできないのは辛つらいが、こうして運んでくれる友達がいるというのが嬉しい。

　また仰向あおむけの状態で運ばれているので、空を向いたまま移動するという珍しい体験もできた。

　なかなか楽しい。

「ぴー」

　そしてハクはローラのお腹なかの上に座り、その辺から取ってきた木の実を食べていた。

　まるで御輿みこしに乗った王族のようだ。

　つまりローラが御輿で、シャーロットとアンナが担ぎ手である。

「ふと思ったんだけど。飛行魔法で丸太ごと飛んじゃダメなの？」

　アンナがぽつりと疑問を口にする。

「いやぁ……飛行魔法って普段使わないので、結構、集中力がいるんですよ。丸太に縛られた状態というのが奇妙すぎて集中力が……それになにより、失神寸前までくすぐられたダメージが抜けていないので、しばらく休ませてください」

「なるほど。確かにあのくすぐり地獄は仕方ない。ローラが復活するまで運んであげる。その代わり、敵が出てきたらローラで殴る」

「私、鈍器にされるんですか!?」

「その辺の剣より強そうですわ」

「強度は間違いなく歴史に残るレベル」

「うーむ……分かりました。遠慮なく私の体を使ってください！」

　飛行魔法はくすぐりの精神的ダメージが抜けないと難しいが、強化魔法で体を頑丈にするのは簡単である。

　と、丁度ちようどそこに、ミノタウロスが現れた。

　Ｃランク指定のモンスターだ。

　生徒が一人で相手取るのはなかなか難しい。

　しかしローラたちにとってミノタウロスはただの雑魚ざこだ。

「ハク、退ひいて」

「ぴ！」

　アンナの合図でハクは空中に飛び立つ。

　その瞬間、アンナは丸太を振り回し、ローラをミノタウロスに叩たたき付ける！

　ミノタウロスはベキベキッと骨が砕ける音を出しながら、森の奥へと飛んでいく。

「一撃必殺、ローラソード」

「流石はローラさん。素晴らしい破壊力ですわぁ」

「ソードなんですかね？　どっちかというと棍棒こんぼうじゃないですかね？」

「じゃあローラ棍棒」

「うーん……やっぱりソードの方が格好いいですねぇ」

「分かった。ローラは遠足が終わるまで、名剣ローラソード」

　ローラは剣士アンナに、名剣として認定された。

　そのときである。

　アンナの背後から、あの黒い影が現れたではないか。

「アンナさん、危ない！」

「ん？」

　ローラが叫んだときはもう遅かった。

「ででーん、アンナちゃん、アウト！」

　影は口もないのに大賢者の声で叫び、そして腕をアンナの脇の下に伸ばす。

　こちょこちょこちょ。

「あ、ああっ！」

　アンナはローラソードを地面に落とし、顔を真っ赤にして身もだえる。

　剣士が剣を落とすなど、よっぽどのことだ。

　それでも影は容赦なくくすぐり続ける。

「そうかアンナさんは今、私を両手で振り回したから……」

「剣の両手持ち禁止というハンデに抵触したのですわ！」

　アンナを助けるため、シャーロットがローラソードを持ち、影に向かって振り下ろす。

　だがローラソードは虚むなしく影を擦り抜けてしまう。

　実体がないのだ。

　そのくせしっかり、くすぐったい感触は伝えてくるのだから恐るべき相手だ。

　ハクも前脚の爪つめで影を引っ搔かこうと試みているが、効果はない。

　ローラたちは為なす術すべなく、くすぐられ悶絶するアンナを見ているしかなかった。

　そして数分後。

　ペナルティが終わったらしく、影は地面の中に戻っていく。

「アンナさん、大丈夫ですか!?」

　ローラは丸太ごと転がり、アンナのそばへと近寄る。

　途中で後ろからシャーロットが押してくれたので、転がるのが楽になった。

「アンナさん、しっかりしてくださいまし！　そんな潤んだ瞳ひとみで見つめられたら……ああ、お可愛らしいですわぁ」

　シャーロットはぐったりしたアンナを抱きしめ頰ずりする。

「……なんとか大丈夫。それにしても、ローラソードも剣扱いとは厳しい。どう見ても鈍器なのに」

「いえ。どう見ても鈍器じゃなくて私だと思いますよ」

「ぴー」

　地面に転がったローラの上に、ハクが戻ってきた。

　神獣からは、椅子いすか何かに見えるのだろうか。

「とにかく、絶対にハンデを破ってはいけませんわ。あの〝ででーん〟という声が聞こえたら、抗あらがうことは不可能ですわ」

　丸太に縛られていなければならない。

　剣を両手で使ってはいけない。

　攻撃魔法を使ってはいけない。

　どれも厳しいハンデだが、三人で力を合わせ、山頂を目指すのだ。

　決意を新たに山を登っていく。

　途中で影にくすぐられている四人組を追い抜いた。

　助けを求められたが、これはレースだ。敵に塩を送るわけには行かない。

　それに、あの影にはローラたちですら無力だった。

　どうにもならない。

　心を鬼にして通過する。

「おや？　あそこで氷の精霊と戦っている人たちがいますね」

「精霊が自然に実体化することはないはず……学長の魔法？」

「おそらくそうでしょう。一年生の力でも何とか勝てそうな強さに調整されていますわ。この遠足、一年生全体のレベルアップのために行なわれていると見て間違いないでしょう」

「すると、さっきのミノタウロスくらいが一番強い敵ということになりますね。あれ以上だと、私たち以外はチームを組んでも勝てそうにないですから」

「ですわね。となればこのレース、楽勝ですわ！」

　心に余裕のできたローラたちは、鼻歌を歌いながら山頂を目指す。

　すっかりハイキング気分だ。

　しかし、太陽が真上に来た頃、想像を超える敵が目の前に立ちふさがった。

　それは巨大な雷いかずちの精霊だ。

　人の身の丈の二十倍以上の大きさ。

　かつてローラがトーナメントの決勝戦で召喚して見せた者と同等──いや、それ以上の怪物。

「こ、これはちょっと凄すぎますわ！」

「攻撃が来ますよ！」

「ここは冷静にローラシールド」

　アンナは丸太をひょいと持ち上げ、空にかかげた。

　それと同時に、雷の精霊から強烈な電撃が落ちてきた。

　雷は基本的に高い場所に落ちる。よって、かかげられたローラに落ちてきた。

「うわぁっ！」

　ローラは慌あわてて防御結界を作りだし、自分たちを電撃から守る。

「ローラシールド、成功」

「剣にも盾にもなるなんて、ローラさん流石ですわ」

「人を道具扱いしないでください！　それにシャーロットさん、いつもなら『わたくしだってあのくらいの電撃は防げますわ』とか言うところでしょう。何を喜んでいるんですか！」

「丸太に括り付けられたままいいように扱われるローラさんがお可愛らしくて、つい見とれてしまいましたわ！」

「なっ!?　シャーロットさんの向上心はその程度のものなんですか！」

「ローラさんがお可愛らしいのがいけないのですわ！　わたくしを誘惑して……次からはこうはいきませんわよ！」

　なぜか怒られてしまった。
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　釈然としない。

　しかしシャーロットがやる気を出してくれて助かった。

　なにせ、丸太に縛られた状態で戦うというのは、手足を縛られて戦うようなものだ。いや、本当に縛られている。ようなもの、ではない。

　そして相手は大賢者が召喚した精霊。今までで最強の敵かもしれない。勝つためには、シャーロットとアンナの協力が必要なのだ。

　その雷の精霊は、ローラたちの頭上に脚を振り下ろした。

　巨体のくせに素早い。

　まさに電光石火の踵かかと落としを、ローラたちは魔力で脚力を強化して回避する。

　もっともローラは自分では動けないので、アンナとシャーロットに運んでもらった。

　ハクもローラの肩にしがみついて一緒に運ばれる。

　精霊の脚は周りの木々を飲み込み、一瞬にして木の葉を焼き尽くし、幹を炭化させる。

　恐ろしい電力だ。

　あれを喰くらったら、ローラはともかく、あとの二人は無事では済まないだろう。

「反則的な強さですわ！　こんなの、わたくしたち以外は一瞬で死んでしまいますわ！」

「もしかしたら、生徒によって出現する敵を変えてるのかもしれない。学長先生ならそのくらいできそう」

「じゃあ逆に言えば、私たちならこのくらいの相手に勝てると学長先生は判断したんです。頑張りましょう！」

「期待には応こたえなければいけませんわね。まずは敵の電力を減らしますわ！」

　そう言ってシャーロットは、自分の身の丈を超える水の矢を、三本も形成。

　雷の精霊目がけて発射した。

　水は電気をよく通す。だから水の矢で、精霊の体を構成している電気を散らしてしまおうという魂胆だ。

　その考えは悪くない。

　しかし──。

「ででーん。シャーロットちゃん、アウト！」

　シャーロットには攻撃魔法を使ってはいけないというハンデが課せられていた。

　それを忘れてしまった彼女には、恐るべきペナルティが襲いかかる。


「あひ、ひぃぃぃぃっ！」



　背後に現れた影に脇腹をくすぐられ、シャーロットはうつ伏せに倒れる。

　だが当然、影はくすぐりを緩めることなく、馬乗りになって脇腹わきばらをこちょこちょし続けた。

　悶絶し動けなくなっているシャーロットに、精霊の拳こぶしが迫る。

「危ない！」

　アンナは丸太を地面に突き刺し、身軽になってシャーロットへと走る。

　そして彼女を抱いて安全圏まで退避した。

　それに合わせて影も高速で移動し、一瞬も休むことなくシャーロットをくすぐり続ける。

　おそらく影は、どんな状況下でも、ハンデを破った者に罰を与えるという役目を忠実に果たし続けるのだろう。

　それに比べて、雷の精霊はまだぬるい。

　こうしてローラたちがまだ無傷でいるのだから。大賢者はかなり手加減してくれている。

　だが、もはやこれまでかもしれない。

　シャーロットは笑いながら暴れているし、アンナはそんな彼女を抱きかかえて行動を制限されている。

　そしてローラは地面に突き刺さった丸太に縛られたままだ。

　今まで運んでくれていた二人と距離を離されてしまった。

　もう回避は不可能だ。

「あ、回避ができなくても攻撃ならできるじゃないですか。喰くらえ、塩水ハンマー！」

　ローラは島を取り囲む海から塩水を集め、精霊の上空に巨大なハンマーを作り出す。

　塩水は普通の水より更に電気を通しやすい。

　それを叩き付けられた雷の精霊は、塩水ハンマーの中に拡散してしまう。

　すかさずローラは、塩水を海に戻した。

　あの大きな雷の精霊といえど、広い海に溶かしてしまえば、そのまま消え去るしかない。

「よし、何とかなりました！」

　丸太に縛られているという状況のせいで、自分は行動を制限されていると思い込んでしまった。

　だが冷静に考えれば、魔法があれば大抵のことができる。

　それに今、塩水ハンマーを使った感覚で分かったのだが、くすぐりによる精神的ダメージが抜けてきている。

　ものは試しにと、ローラは丸太を離陸させてみた。

　すると見事に丸太が浮かび上がった。ふわふわとシャーロットとアンナのところまで飛んでいく。

　もうシャーロットのペナルティが終わったようで、影の姿はなかった。

「どうですか！　こうやって飛べば、丸太もさほどハンデじゃないですよ！」

「ローラ完全復活。良かった良かった。これで大変な思いをしなくて済む」

「あはは……今まで運んでもらってありがとうございます。なにせ普段は飛ばないので、魔法の中でも難しい方なんですよね」

　難しいと言っても通常時はそれを全く意識しない。全てはくすぐりダメージのせいだ。

　どうやらローラは、くすぐり耐性マイナス９９９９らしい。

「いけませんわローラさん。わたくしたち、もっと『飛ぶこと』を日常にしないと。咄嗟とつさのときに使えないのでは、技術の持ち腐れですわ」

「そうは言っても、人間、日常で飛ぶことってないですから……」

　そんな話をしていたら、ローラの肩に摑まっていたハクが翼を広げ、パタパタとその辺を飛び始めた。

　自分は日常的に飛んでいるぞ、と訴えたいのだろうか。

「分かりました。放課後はハクと空中散歩することを習慣にしましょう。毎日飛んでいれば、もっと自然に飛べるようになるはずです！」

「その空中散歩、わたくしもお供しますわ」

「……仲間はずれ」

「むぅ……じゃあアンナさんは私の背中に乗って空に行きましょう！」

「ちょっとサイズのバランスが悪い気がする。シャーロットの背中にする」

「構いませんわ。その方がきっと修行になりますわ！」

　山頂に行くのだって、こうして地面を歩くより飛んでいった方が早い。

　ローラはふわりと高度を上げていき、ハクがその後ろをパタパタとついてくる。

　アンナはシャーロットの背中にぴょんとしがみつき、シャーロットはアンナをおぶって離陸した。

「山頂までひとっ飛びです」

「ふふ、学長先生は時間設定を間違えたとしか思えませんわ」

「二十四時間どころか、まだ二時間くらいしか経っていないはず」

　あと数分もあれば山頂に到着する。

　ローラたちが素早すぎて、大賢者は驚くかもしれない。

「一番乗りのご褒美ってどんなものでしょう？　早く欲しいです！」

「あらローラさん。山頂に着いたら三人で決着を付けるのですよ？　一番乗りになれるのは一人だけなのですから。ご褒美をもらえるつもりになるのは、気が早いですわ」

「そうでした、そうでした。でも私、負けませんよー」

「自信たっぷりですわね。しかしローラさん。あなたは今、丸太から離れたら影にくすぐられるというハンデを負っているのですわ。ロープを集中して狙ねらえば……ふふふ」

「なっ！　そういうのは卑怯ひきようですよ！　それにハンデならシャーロットさんの方がキツイじゃないですか。なにせ攻撃魔法が使えないんですからね」

「それはどうでしょう。攻撃魔法を使わなくても攻撃する方法を思いつきましたわ」

「私も何とか片手で剣を上手に使ってみせる。頑張ればいけるはず」

「片手で剣を使えるようになったら、もう片方の手に盾とか持てますね」

「二刀流もいける」

「おー、夢が広がります！」

　こうして考えると、このハンデはよく考え抜かれている。

　生徒たちに課題を出し、自分たちの創意工夫で達成させていく、といった感じだ。

　しっかり守っていれば、技術の幅が広がるに違いない。

　やはり大賢者は凄い人だ。お昼寝してばかりに見えて、ちゃんと教育者としての自覚があるのだ。

　しかし、そうなると、二十四時間というタイムリミットに違和感が残る。

　このまま行けば、ローラたちは程なくして山頂に到達してしまう。

　ハンデがこれだけ巧妙なのだから、時間設定だけが杜撰ずさんというのは考えにくい。

　そうローラが頭を悩ませていると、山頂で何かがキラリと光った。

　何だろうと考える間もなく──巨大な光球が迫ってきた。

「のわぁっ！」

　ローラたちは慌てて回避する。

　一軒家くらいの大きさの光球だった。とんでもない魔力が詰まっていた。

　直撃したら、ローラですらただでは済まないだろう。

　こんな威力の攻撃魔法を使えるのは、おそらく世界に一人しかいない。

「学長先生の攻撃ですか!?」

「囚われのお姫様って設定なのに、どうして攻撃してくるの？」

「そんなの本人に聞いてくださいな！　あ、また光りましたわ！」

　あれほどの威力を持った魔法を、この短時間でもう一発撃てるとは信じがたい。

　空から山頂に行くには、これを回避しながら進まないとならないのか。

　考えただけでも恐ろしい。

　ここは堅実に、地面を歩いて行くべきかもしれない。

「とりあえず回避です！　ハクは私に摑つかまって！」

「ぴっ！」

　飛行魔法の軌道を変え、二発目の光球を避ける。

　が、避けた先に三発目が飛んできた。

「連射っ!?」

　もう一度回避──は間に合わない。

　光球は眼前に迫っている。

　ローラだけならともかく、アンナを背負っているシャーロットは直撃を喰らってしまう。

　全員が助かるには、防御結界でしのぐしかない。

　ローラは全身全霊で球状の防御結界を形成する。

　着弾までの刹那せつなで、何とか全員を包み込むことに成功した。

　それはローラにとって〝切羽詰まった状況で魔法を使う〟という初めての経験だった。

　失敗すれば後がない。下手をすれば命を失う。

　そんな状況に追い込まれたのは生まれて初めてだった。

　ゆえに、掛け値なしの本気。

　王都を一撃で火の海にしてなお余りあるような魔力を、完全に防御だけに集中させたのだ。

　魔法適性９９９９から生まれた究極の盾。これを貫ける矛など在りはしない──。

　そう断言したいところだが、大賢者の放った光球は、ローラの防御結界を激しく揺らした。

　振動が中まで伝わり、大気が震える。

　結界がガリガリと削れていき、少しでも気を抜けばその瞬間に貫かれてしまう。

　ローラは結界を維持するため、常に魔力を放出し続ける。

　まるで栓の壊れた蛇口じやぐちのようだ。

　如何いかにローラの魔力が膨大でも、大賢者の攻撃を前にしては分が悪い。

（それにしても、これって……！）

　ローラにとって大賢者は、戦闘で勝てない唯一の相手だ。

　それはもともと分かっていた。

　しかし、直接戦ったことはない。

　どれほどの差があるのか理解していなかった。

　そして、こうして実際に触れてみても分からない。

　この攻撃は大賢者にとって力の一端に過ぎないはずだ。

　対するローラは、もう限界。

　程なくして魔力が尽き果てる。

（く、悔しい……！）

　これもまた初めての感情。

　父親と剣の修行をしていたときだって、何度も負けた。

　だが、それは負けて当然だと思っていたし、剣の修行が楽しすぎて勝敗はあまり気にしていなかった。

　しかし今のローラにとって、勝つことが日常になっていた。

　別に周りを見下すつもりはないが、増長していたのかもしれない。

　だからだろうか。

　こうして負けることが、悔しくて悔しくて仕方ない。

　負けたくないと思っているのに、防御結界をこれ以上厚くするのは不可能。

　ローラの魔力は枯渇こかつした。

　防御結界が崩壊する。

　勝敗を強烈に意識した戦いで、負けてしまった。

　そして大賢者の光球は、ローラたちに当たる直前で消滅する。

　死なないように気を使ってもらったのだ。

　手加減された。その上で敗北した。どうにもならなかった。何度くり返しても同じ結末になるだろうという確信。

　学園入学以来の屈辱を前にして、ローラは呪詛じゆそのように想おもいをこぼした。





「勝、ちたい……っ！」






　もう飛行することもできなくなり、ローラは真っ逆さまに落ちていく。

「ローラさん！」

　シャーロットが落下するローラを追いかけてくる。地面と激突する直前に追いついて、その背中にいたアンナが丸太を摑つかんで止めてくれた。

　命が助かった。

　なのに喜びはない。





※






「ローラさん、大丈夫ですか？　怪我けがはありませんか!?」

「あ……大丈夫です。アンナさんが摑んでくれたので……」

　地面に丸太ごと降ろされたローラは、心配そうに詰め寄ってくるシャーロットにボンヤリした答えを返す。

「ぴー」

　ハクがほっぺをペチペチ叩いてきた。

　しっかりしろということだろうか。

「ハク。ローラは疲れてるから、今は休ませてあげて」

　そう言ってアンナはハクを持ち上げ、自分の胸に抱く。

「ぴぃ」

　ハクは「なるほど」という顔で頷き、大人しくアンナの腕に収まった。

　それからしばらく、その場所を動かずに休憩することにした。

　魔力を使い果たしたローラは飛ぶことができないし、それどころか魔法全般を使うことができない。

　とてつもなく気だるくて、丸太に縛られていなかったとしても歩く気にならない。

　幸いにもタイムリミットまでは時間がある。

　他の生徒たちが追いついてくる気配もない。

　文字通りお荷物になったローラを無理に連れて行くより、回復を待った方が、この先を考えると最善であるとシャーロットとアンナが判断したのだ。

　ローラは二人の判断に任せることにした。

　魔力の枯渇が倦怠けんたい感を生んでいるので、頭が回らないというのもある。

　だがそれ以上に、完膚無きまでに敗北した悔しさが、思考力を奪っていた。

　最初の光球が飛んできてから撃墜げきついされるまで、ほんの数秒の攻防だった。

　その数秒をローラは何度も頭の中で思い返す。

　どこかで別の選択肢を取っていれば、勝てないまでも撃墜される結末を避けられたのではないか。

　その可能性を探すが、結論は何度やっても『撃墜は不可避』だ。

　なにせ大賢者には圧倒的な余裕があった。

　ほとんど遊ばれていたと言ってもいい。

　ローラが何をやろうと、指先一つで潰つぶされてしまうという予感しかしない。

　あの技を出せていたら勝てたとか、こう立ち回っていたら勝てたとか、そんなわだかまりの残らない完膚無き敗北。

　正直、何億回やっても自分が勝てるビジョンが思い浮かばない。

　しかし、それでも。

　いや、だからこそ。

　闘争心が次から次へと湧わき上がってくる。

　勝ちたいのだ。負けたくないのだ。

　その想いから逃げられない。

（シャーロットさんも、こんな気持ちだったのかな……？）

　勝てない相手に挑むというのがどんなことなのか知らなかった。

　今まで真剣に想像したこともなかった。

　泣きたいほど悔しくて、諦めてしまいたいほど壁が大きくて、次にどうしていいのか分からなくて、立ち止まって今の場所に満足すれば楽になると分かっていて──ああ、それでも挑みたいのだ。

　人類史上最強の魔法使い、大賢者カルロッテ・ギルドレア。

　ローラ・エドモンズは今日、生まれて初めて『敵』というものを意識した。

　きっと自分の人生は、あの人を倒すために費やされるのだろうと確信した。

「そろそろ、出発しましょうか」

　撃墜されてから三時間ほどが経ったとき。

　ローラは自ら休憩の終わりを進言した。

「……もう少し休んだら？　時間はまだまだある」

「そうですわ。ローラさんは魔力が完全に空になったのですよ？　丸一日寝込んでいたいほどの疲労感のはずですわ」

「いえ……今は、休んでいる方が辛いんです。何でもいいから、何かをしていないと……そんな気分です」

　そう言ってローラは丸太を浮かび上がらせる。

　もう魔力が戻ったよ、というアピールだ。

　実際、無理をしているわけではない。

　悔しさを煮詰めたせいか、撃墜された直後のダルさはもうなかった。

「なるほど……分かりましたわ。行きましょう。空からはもう無理なので、地道に歩いて山頂を目指しますわよ」

　シャーロットはローラの想いを悟ったらしい。

　そのことに触れず、今後の方針だけを述べたのがその証拠だとローラは感じた。

　アンナも黙って頷く。

　ハクはよく分かっていないという顔で、キョロキョロ見回していた。

　山を登るにつれ、敵と遭遇する頻度が高くなっていく。

　それはホーンライガーやミノタウロスの群れだったり、巨大精霊だったりと様々だ。

　手足を使わず魔法だけで行動することを覚えたローラにとって、それらを倒すのは楽勝だった。

　シャーロットとアンナも、丸太を担ぐ必要がないので身軽に対処できる。

　だがそれでも、次から次へと現れる敵により、ローラたちの歩みは遅くなっていた。

　もうすっかり夕暮れだというのに、まだ半分ほどしか登れていない気がする。

　そして目の前には、氷の精霊や土の精霊が行く手を阻むようにズラリと並んでいる。

　いや、前方だけでなく右にも左にも、更にいつの間にか後ろにも回り込まれていた。

　さっき出てきた城のような大きさの奴やつとは違い、成人男性より一回り大きいくらいだ。

　しかし数が凄い。合計で二百体を超えているだろう。

　これを突破しないと、進むことも休憩することもできない。

「氷の精霊ならハクの炎で溶かせるんじゃないですか!?　ハク、ちょっとやってみてください！」

「ぴぃ！」

　ハクは気合いの入った鳴き声と共に、ローラの頭の上から炎を吐いた。

　かつては魚をこんがり焼くのが精一杯だったハクの火力だが、今や教室の端から端まで届くような勢いの炎を吐くことができる。

　その炎は氷の精霊たちに命中。

　しかし溶けなかった。

　周りの草木は燃え上がっているので、温度が低いというわけではない。

　単純に、大賢者が召喚した氷の精霊が尋常ならざる保冷力なのだ。

「こんなときのための強化魔法です！」

　ローラは自分の魔力をハクに流し、火力を底上げした。

　すると炎は幅も長さも数倍になり、氷の精霊を見る見る溶かしていく。

「ハクを劇的に強化した大砲。名付けてハクゲキ砲です！」

「ぴー」

　氷の精霊は一気に半分程度に減ってしまった。

　余波で山火事が発生してしまったが、これはあとで消火すれば大丈夫だろう。

　山火事のおかげか、残っている氷の精霊の動きが鈍った。

　アンナはその群れの中に飛び込み、次々と斬り伏せていく。

　本来は両手で扱うべき巨大な剣を、たくみな剣技と筋力強化魔法で操っている。

　一見すると剣の重さに振り回されているようにも見える動きだが、狙ったところへ的確に刃を滑り込ませていた。

　これなら、余った左手で二刀流ができるかもしれない。

「アンナさん。私の剣、使ってみますか!?」

「使ってみる」

「分かりました！　発射！」

　ローラは手足を縛られているので剣を投げることはできない。

　しかし腰にぶら下げた剣に飛行魔法をかけることにより、鞘さやから発射することに成功した。

　剣は見事、アンナの眼前に突き刺さる。

　アンナはそれを拾い上げ、くるくるとコマのように回転し、二つの剣で敵を斬りまくる。

　あっという間に氷の精霊を全滅させ、次は土の精霊に襲いかかった。

「おー、格好いいです！」

「アンナさんには負けられませんわ！」

　シャーロットも気合いを入れ、土の精霊へと走って行く。

　しかし彼女は、攻撃魔法を使ってはならないというハンデを負っている。

　さっきミノタウロスやホーンライガーと戦ったときは、筋力強化魔法でその辺の岩をぶん投げて戦っていた。

　今回は何をするのだろうとローラが見ていると、シャーロットは妙な形の防御結界を広げた。

　普通、防御結界というものは、自分の周りを球状に包むものだ。

　だがシャーロットが作ったのは円錐。それもかなりの鋭角。

　そんな防御結界の切っ先を土の精霊に向け、シャーロットは飛行魔法で加速する。

　まるでランスを構えて突撃する騎兵のようだ。

　もっともシャーロットの防御結界は、ランスより巨大で、騎兵より速い。

　音速を超え、衝撃波で木の葉や枝を吹き飛ばし、土の精霊を複数まとめて貫通する。

　回転のアンナと、直線のシャーロット。

　二人は競うように精霊を蹂躙じゆうりんし、瞬く間に戦いを終わらせてしまった。

「おおー、凄いです……って、私の活躍がない!?」

　自分が精霊を一体も倒していないと気が付き、ローラは愕然がくぜんとする。

「うふふ、こういうのは早い者勝ちですわぁ」

　シャーロットは自慢げに言いながら、魔法で雨を降らせてハクが起こした山火事を消す。

「ローラ、剣を貸してくれてありがとう。鞘に入れておく」

「これはご丁寧に……それはそれとして、ちょっとくらい私の分を残してくれてもいいじゃないですか！」

「ボンヤリしているのがいけないのですわ」

「むぅ……じゃあ次は私が全部倒しちゃいますよーだ」

　今更モンスターや精霊を何体倒しても、大して修行になるとも思えない。

　だが、何かしないと駄目だという焦燥感だけがつのる。

　手足が自由なら、その辺を意味もなく走り回りたいくらいだ。

　ローラがそうやって焦あせっていると、今度は巨人が現れた。

　冒険者学園の寮は三階建てだが、それと同じくらいの大きさだ。そして目は一つだけ。

　冒険者ギルドによってＢマイナスに認定されている、サイクロプスというモンスターだ。

　シャーロットとアンナに先んじるため、ローラは即座に動いた。

　丁度ついさっき思いついた技があるので、サイクロプスには実験台になってもらおう。

　まずは次元倉庫を開き、近くに転がっている大岩を〝向こう側の空間〟に送る。

　そしてもう一度、次元倉庫を開けて、大岩を呼び戻す。

　その際、元の場所に戻すのではなく、サイクロプスの目に向けて『発射』する。

　ローラの身長よりも大きな岩が、風を切り裂いて一直線に飛ぶ。

　大岩はサイクロプスの目を潰し、そのまま頭蓋骨ずがいこつを貫通して島の外まで行ってしまった。

「やった、成功です！」

　地面を揺らして倒れるサイクロプスを見ながら、ローラは喜ぶ。

　ガッツポーズをしたいところだが、縛られ動けないので、声だけで我慢だ。

「ローラさん、今のは何ですの!?」

「次元倉庫にしまった物を出すとき、見える範囲なら好きな場所を選べるので、それを応用してみたんですよ。高速で撃ち出すイメージをしてみたら、上手うまくいきました」

「でも、岩を飛ばすだけなら飛行魔法でもいいんじゃないの？」

「それはそうですが、次元倉庫から撃ち出すと不意打ちに使えます。なにせいきなり出てきますからね」

「それは確かに。今は正面から撃ったけど、敵の背後から発射したらえげつない」

「そうなのです！」

　その辺に落ちている物を弾丸として利用できるから、弾切れの心配がない。

　逆にあらかじめ次元倉庫に弾を入れておけば、連射が可能だ。

　槍やりなどを発射すれば強いだろう。

「ローラさんがまた強く……わたくしも早く次元倉庫を使えるようにならないと差が開く一方ですわ！」

　シャーロットは「ぐぬぬ」と呻うめいて拳を握りしめた。

　今のローラは、彼女の気持ちがとてもよく分かる。

　ローラもまた、大賢者に対して「ぐぬぬ」と思っているからだ。
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　結局、初日は山頂に辿たどり着くことができなかった。

　サイクロプス以降もモンスターと遭遇したし、何よりも疲労がたまってきた。

　流石さすがのローラも、魔力が一度ゼロになってから再び行動するというのは無理があったようだ。

　強烈な睡魔すいまに襲われ、ふにゃふにゃと倒れてしまう。

「ふぇ……ごめんなさい、もう寝ちゃいそうです……」

「仕方ありませんわ。もう夜ですし、わたくしも疲れましたわ……」

「夜は無理せず、野宿」

　ローラの記憶はそこで終わっている。

　次の日、目を覚ますと疲労感はすっかりなくなっていた。

　聞けば、シャーロットとアンナが交替で見張りをしてくれたらしい。

「私だけがぐーすか寝ちゃって……ごめんなさい」

「気にしないでくださいな。ローラさんは九歳さいなので夜更かしはいけませんわ」

「夜は敵が出なかったし、問題ない。それにローラは大賢者の砲撃から守ってくれたから、おあいこ。助け合い」

「そう言ってもらえると助かります」

　目覚めた三人は、まだ寝ているハクを連れて再び山頂を目指す。

　ハクは最初アンナに抱かれていたが、途中で目を覚ますと「ぴー」と鳴いてローラの頭の上に移動した。やはりそこが一番落ち着くようだ。

「あ、見てください。砦とりでがありますよ！」

「ここが山頂？」

「もう登る場所がありませんから、きっとゴールですわ。砦に入って学長先生を救出すれば終わりですわ」

　ここが島で一番高い場所だ。

　目の前には灰色で真四角の砦がある。

　あの中に大賢者が囚とらわれのお姫様になって捕まっている、という設定だ。

　何とか二十四時間というリミットには間に合ったらしい。

　しかし、問題がある。

　ご褒美をもらえるのは一番乗りになった者だけ。

　そして、ここには三人もいる。

　山頂までは三人で協力し、辿り着いたら三つ巴どもえで雌雄を決すると、初めから取り決めていた。

　ゆえに、ここからは敵同士だ──。

　と、ローラが会戦の言葉を口にしようとした瞬間。

　砦が真ん中から左右にパカリと割れる。

　何事かと考える前に、砦から白銀の塊がヌッと顔を出した。

　大きさは昨日倒したサイクロプスと同じくらいだ。

　だが、これは生物ではない。

　金属の塊。巨大な鎧よろい。

　兜かぶとの隙間すきまからは顔が見えず、モヤモヤとして黒い霧だけが漏もれ出す。

　そんなものが砦の中から現れたというだけでも不気味だが、重要なのは外見以外にあった。

　たんに大きいとか金属でできているというだけなら、ローラたちにとって障害たり得ない。

「こ、この魔力は……」

　ローラたちが愕然がくぜんとしてしまったのは、鎧が放つ魔力が途方もなく大きく、そしてよく知っている人に波長が似ていたからだ。

「くくく……よくここまで辿り着いたな。大賢者……じゃなかった、囚われの姫を帰して欲しくば、この私を倒して見ろ！」

　鎧はそんな台詞せりふを放った。

　完全に大賢者の声だった。

「学長先生！　演技下手くそですよ！」

「子供のおままごとの方がマシですわ……」

「正体を隠す気があるのかと疑うレベル」

　ローラたちの酷評を受けて、鎧は後ずさった。

「そ、そんなことはどうでもいいでしょ！　私は今からあなたたちをコテンパンにするから。私を助けたかったら私を倒して見せなさい！」

　鎧は大きな指でローラたちをビシッと指差した。

　この人は何を言ってるんだろう、とローラは切実に思った。

「もう帰ってもいいですかぁ？」

「帰ってもいいけど二十四時間経たったら、くすぐり地獄よ！」

「はっ、そんな罠わなが！　まあ、帰るつもりはないですけどね！」

　目の前にいる鎧は大賢者そのものではないが、大賢者の魔力で操あやつられている。

　今まで出てきた精霊やモンスターも似たようなものだが、今回は秘められた魔力量が段違いだ。

　砦から現れたことを考えても、最後の障害として設定された敵なのだろう。

　絶対に強い。

　そんな強敵と戦うチャンスは逃してはならない。

「わたくしの一撃で貫き、砦に一番乗りですわ！」

　真っ先に動いたのはシャーロットだった。

　あの円錐えんすい状の結界で、音速突撃をかます。

　それは鎧の腹に直撃したが、カーンといい音を鳴らして跳ね返されてしまった。

「か、固いですわぁっ！」

　素早く突っ込んだシャーロットは、素早く戻ってきて尻餅しりもちをつく。

「あれを相手にハンデを負ったまま戦う……難しい」

　傷一つつかなかった鎧を見つめ、アンナは深刻な声を出す。

　すると鎧が「あ」と間の抜けた声を出した。

「ごめんなさい。ハンデのこと忘れて鎧のパワーを設定しちゃったわ」

「「「ええ……」」」

「仕方ないでしょ。さっきまで寝てたんだから。もう面倒だから、ハンデは気にしなくてもいいわよ。あなたたちだけペナルティも解除するわ。ここまで登ってくる間に、ハンデのおかげで色々学べたでしょうから、それをこの鎧にぶつけなさい！」

　大賢者はアバウトなことを言い出す。

　もっとも、ハンデがなくなるのはありがたい。

　特にローラはくすぐられるのが苦手なので、あの影が「ででーん」と出てきたら、その瞬間に負けが決まってしまう。

「それじゃ、あなたたち、準備はいい？」

「おっけーですよ」

　ローラはそう行って、自分を縛るロープを引き千切る。

「じゃあ行くわよ。生徒特訓用大型リビングメイル『ダイケンジャー』起動！」

　そういう名前だったのか。

　まるで今思いついたようなネーミングだ。

　それにさっきから動いているので、改めて起動と宣言する意味も分からない。

　とはいえ、どんなにボケけていても、油断は一瞬たりともできない。

　どんな攻撃をしてくることやら──。

　そうローラが警戒していると、不意に足元の感覚が変わった。

　固い地面に立っていたはずなのに、ズブリと泥沼のように沈み込む。

「な、なんですのこれは!?」

「足元が真っ暗な影になってる……！」

　シャーロットとアンナが言うとおり、自分たちの真下に黒い空間が広がっていた。

　それはこの世界と、少しずれた別の世界を繫つなげる門。

　次元倉庫の入り口だ。

　大賢者が自分で編み出したオリジナルの魔法であり、現在、世界に二人しか使い手がいない。

　向こう側の世界はこちらと地続きではないから、一度飲み込まれたら、自力で帰ってくることは不可能だ。

　ローラは反射的に、自分を飲み込もうとしている〝門〟へと干渉する。

　次元の門を開けようとする力と閉じようとする力が反発し合い、ローラは上空へ弾はじき飛ばされた。

　シャーロットとアンナも同じようにして救おうとしたが、それより早く二人は向こう側に飲み込まれ消えてしまった。

　助けることができたのは、ローラの頭の上にいたハクだけである。

「いきなり相手を次元倉庫に飲み込む……先手必勝の技ですね……！」

　飛行魔法で空中にとどまりながら、ローラは眼下のダイケンジャーを睨にらむ。

「まあね。でも動いてる相手を飲み込むのは難しいし、大きな門を維持するのも大変なのよ。ドラゴンとかと戦うには向かない技ね」

「なるほど。勉強になります！」

「ま、私は飛んでるドラゴンでも飲み込めるけどね」

「むー……私だってできますよ！　えいっ！」

　ローラは大賢者に対抗意識を燃やし、次元倉庫の門を開く。

　標的は生徒特訓用大型リビングメイル『ダイケンジャー』。

　三階建ての建物と同じ高さの巨人だが、飲み込んでみせる。

　足元に門を開くなんて悠長なことはせず、ダイケンジャーの全体を包むような大きな門を開き、一気に向こう側に送るのだ。

「遅いわ！」

　ローラは門を開くことに成功した。それは空間に空いた、真っ黒な穴だ。

　だが、そのときダイケンジャーは既に、真横へ移動していた。

「次こそは！」

　もう一度、門を開く。しかし避けられてしまう。

　何度くり返しても、ダイケンジャーの反復横跳びの方が早い。

「ぐぬぬ……いいですよーだ。普通の攻撃魔法で倒しますから」

「あら、ローラちゃん。そろそろ私だって攻撃するわよ。そーれ、ロケットパンチ！」

「なっ!?」

　ダイケンジャーが腕を掲げたかと思うと、その肘から先が分離し、火を噴いて飛んできた。

　その大きな拳こぶしはとても威圧感がある。

　しかも大賢者の魔力でコーティングされているので、当たったらとても痛いに違いない。

　なのでローラは防御結界でロケットパンチを防ぐ。

　が、昨日の光球と同じように、ローラの魔力がガリガリ削られていく。

（あ、そうだ。次元倉庫に移動させちゃえばいいんだ！）

　ロケットパンチは防御結界に阻まれ静止している。

　これなら門に飲み込むのも簡単だ。

「えいや！」

　ローラは掛け声とともにロケットパンチを消してしまう。

　何らかの方法で対象を止めてしまえば、今のローラの技術でも、次元倉庫は戦闘で使えると証明できた。どんどん積極的に使っていこう。

「ハク。相手は片手を失って弱体化しています。一気にトドメを刺してしまいましょう。炎を吐いてください！」

「ぴー！」

　ローラの頭の上で待機していたハクは、言われたとおりダイケンジャーへ炎を吐く。

　同時にローラは強化魔法を実行。

　ハクの炎は劇的に強化され、ハクゲキ砲となってダイケンジャーの装甲に襲いかかる。

　しかし、それでもダイケンジャーには焦こげ目一つつかない。

　白銀の美しい金属が、炎を反射して輝くばかりだ。

「それなら更に強化です！」

　ハクの炎はより火力を増す。

　炎の範囲は眼下一面に広がり、ダイケンジャーの後ろにあった砦や森まで燃えている。

　ところが、肝心のダイケンジャーは溶けたり焦げたりする様子がない。

　ハクの炎だけで足りないなら、自分の攻撃魔法も使おうとローラが思った、そのとき。


「ピィィィィィィィィィッ！」



　ハクの口から甲高い声が上がり、炎が一本の細い線へと収束していった。

　もはや炎というよりオレンジ色の光線だ。

　その一点に集中した熱量は、これまでの比ではない。

　ダイケンジャーの胸に命中し、装甲を真まっ赤かに熱していく。

　そして遂に──表面がドロリとわずかに溶けた。

「まあ、凄すごい。それが神獣ハクの真の攻撃よ。まだ生まれたばかりなのに、凄い成長速度ね」

　大賢者の感心した声が聞こえてくる。

「ハクの真の攻撃……つまり、名付けてシン・ハクゲキ砲です！」

　シン・ハクゲキ砲はついにダイケンジャーの胸部に穴を空け、一気に背中まで貫通した。

　これで自分たちの勝利だ。

　そう思ったのだが、甘かった。

　背後に次元倉庫の門が開く気配がし、そしてローラが振り向く前に衝撃がやってくる。

「うわっ！」

「ぴっ!?」

　吹っ飛ばされながら、ローラは自分を殴った物の正体を見た。

　腕である。

　さっき次元倉庫に送ったダイケンジャーの右腕が、こちらの世界に帰ってきてローラを攻撃したのだ。

　念のために全周囲を防御結界で包んでいたから吹っ飛ばされるだけで済んだ。

　それにしても、右腕を次元倉庫に送ったのはローラなのに、それを大賢者の意志で呼び戻すことができるとは。

　流石は次元倉庫の開き方を最初に見つけた人だ。

　やはり開祖は強い。

　しかしそうすると、大賢者によって向こう側に送られたシャーロットとアンナを、ローラが呼び戻すことが可能なのでは。

「シャーロットさん、アンナさん、召喚！」

　ものは試しだとやってみたら、本当に二人が帰ってきた。

　だが勢い余ってダイケンジャーへ向けて発射してしまった。


「「きゃぁぁぁ！」」



　このままでは二人が頭をぶつけて死んでしまう。

　それは駄目なので、ローラは慌あわてて防御結界で彼女らを包む。

　せっかくなので、昨日シャーロットがやっていた円錐状の結界にしよう。

　そうすれば攻撃にもなって一石二鳥だ。

「シン・ハクゲキ砲で空けた穴を更に広げるのです！」

「ふふ、そうはいかないわよ」

　ダイケンジャーに当たる直前、二人はまた次元倉庫に送られてしまう。

　しかしローラは諦あきらめない。

　もう一度、二人を召喚して、発射！

「「ぎゃあああ！」」

　だがやはり、大賢者によって次元倉庫に。

「ぐぬぅ……ならばもう一度！」

「ローラちゃん。いくらなんでも二人が可哀想かわいそうだから、これやめない？」

「……そうですね」

　シャーロットもアンナも大切な親友だ。自分の都合で振り回してはいけないのだ。

　それを教えてくれるとは、大賢者は素晴らしい教師である。

「シャーロットさんとアンナさんには、もう暫しばらく次元倉庫に入っていてもらいましょう。そして学長先生。そろそろ決着をつけましょう！」

「望むところよローラちゃん。私もいい加減、お昼寝したいし！」

「むむ？　つまり長期戦に持ち込めば、学長先生が眠くなって私が有利ということですね！」

「あらまあ、悪知恵が働くのね。でも、タイムリミットまであと一時間くらいよ」

「なんと！　じゃあ、一時間で倒します！」

　ダイケンジャーのどこを攻撃すれば倒せるのか知らないが、原形をとどめないくらい破壊してしまえば、流石に動かなくなるはずだ。

　ロケットパンチのように一部分だけで攻撃してくるかもしれないが、そのときは欠片かけら残さず消滅させてやる。

「シン・ハクゲキ砲！　薙なぎ、払えっ！」


「ピィィィィィィィッ！」



　ハクの口から伸びたオレンジ色の光線が、左から右へと一文字に走る。

　ダイケンジャーの胴体を切断してしまおうというのだ。

　そしてローラは、ハクにだけ攻撃を任せておくつもりはない。
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　自分の目に魔力を集め、そこから光の矢を発射する。

　これは別に目から出す必要はないが、何となく格好いいから目から出してみたのだ。

　現在、ダイケンジャーがいる場所に一発、そしてダイケンジャーが回避行動した際に移動するであろう予測地点に二発。計三ヶ所へと撃つ。斉射三連である。

　これだけ撃ちまくれば、どれかが命中するだろう。

　どれもこれも、ギルドレア冒険者学園を一瞬で廃墟にできそうな攻撃だ。

　一発でも当たれば、普通なら跡形も残らない。

　もっとも相手は大賢者が操るダイケンジャーだから、決定打にはならないだろう──。

　そうローラは予測していた。

　そして、その予測は裏切られた。

　何と、一発も命中しなかったのだ。

　というよりダイケンジャーは姿を消してしまった。

「向こう側の世界に移動して回避……その手がありましたか！」

　次元倉庫は収納だけでなく、攻撃にも回避にも使用できる。

　じっくり考えれば、その応用法はもっともっと出てくるかもしれない。

　もともと凄い魔法だと思っていたが、まさかこれほど凄すさまじいとは。

　次元倉庫を使える者と戦うには、次元倉庫が使えないと話にならないではないか。

（次はどこから攻撃が……）

　ローラは全神経を集中させ、周囲一帯の次元の揺らぎを観測する。

　門が開く直前に、魔力が溢あふれてくるはずだ。

「上！」

　そしてローラは頭上を見上げる。

　確かにそこにはダイケンジャーがいた。

　ただし、右腕だけ。

（おとり!?　じゃあ本体は）

　既にローラの注意は上に向いていたので、意識の切り替えが間に合わない。

　その間隙かんげきを突くように、地面の下から魔力が溢れ出す。

　そう。次元倉庫の門が地中で開いたのだ。

　ダイケンジャーの体積に押され、地面が引き裂かれ、そこからアッパーパンチがくり出される。

「にゃあああ！」

　ローラはその不意打ちに対応できず、空に飛ばされる。

　が、同時に空からはロケットパンチが落ちてくるのだ。

　つまり挟み撃ち。

　サンドイッチにされてしまう。


「ピィィィィィィィッ！」



　しかしハクが機転を利きかせ、指示していないのに口から光線を出した。

　ロケットパンチを貫き、それから首をグワングワン動かす。

　そのおかげで、ダイケンジャーの右腕は微塵みじん切りになった。

　ロケットパンチとしての機能を失い、金属片となってパラパラと落ちていく。

「ハク、ナイスです！」

　それでもローラは、アッパーによって天高く放り投げられてしまう。

　だが次元倉庫を使いこなせば、三次元的な位置関係はもはや意味をなさない。

　そしてローラは今、次元倉庫の練習中だ。

　積極的に使用して、大賢者の意表を突いてやる。

「瞬間、移動！」

　空を上昇しながら、門を開いてあちら側へ移動。

　そして、ダイケンジャーの真後ろに出現。

　空中から蹴けりを入れる。

　が、ダイケンジャーもまた次元倉庫へ逃げていく。

　そこからは互いに次元倉庫とこちらの世界を行き来して、魔力と魔力のぶつけ合いが始まった。

　門からこちら側に出た途端、空から雷が降ってきたり。

　逆にダイケンジャーが出てくる場所を予測して、あらかじめ巨大精霊を複数待機させてみたり。

　もしくは、次元倉庫の真っ暗な世界で、勘だけを頼りに魔力を込めた拳で殴り合うということもやった。

　今やローラの集中力は極限まで高まっており、次元倉庫の中から元の世界の様子をうっすら感じ取ることすら可能としていた。

　ゆえに不意打ちを喰くらうことはない。

　逆にダイケンジャーを追い詰めていく。

　そこにハクの光線が援護射撃として加わってくれるのだから、もはやローラの方が優勢だった。

　そして遂に、追い詰める。

　ダイケンジャーが次元倉庫から飛び出し着地した先は、ローラが作ったスケートリンクだった。

　ダイケンジャーはツルリと滑って転びそうになる。が、飛行魔法でその巨体を浮かび上がらせ、事なきを得た。

　しかしそれでも、わずかなタイムラグが生まれる。

　その瞬間を狙ねらって、ローラはありったけの魔法をぶっ放した。

　まずは巨大精霊の召喚。炎の精霊。雷の精霊。土の精霊。それら三体が三方向からダイケンジャーに体当たりをかます。

　無論、ダイケンジャーは次元倉庫に逃げ込もうとするが、ローラの研ぎ澄まされた集中力は、それに干渉して妨害するという離れ業を成功させた。

　三属性の精霊はダイケンジャーによって討ち滅ぼされたが、しょせん、それらは第一波。

　次は光の砲撃。それも呪文じゆもん詠唱付きだ。

「光よ。我が魔力を喰らえ。集え、従え、平伏せよ。そして命じる。万象を蹂躙じゆうりんせよ。王が誰だれかを知るがいい──」

　その一撃は、ローラにとっても過去最大の威力を込めたものだった。

　昨日、撃墜げきついされた悔しさ。今日、ダイケンジャーと戦って感じた楽しさ。この二つがかつてない早さでローラを成長させている。

　空に浮かぶダイケンジャーへ、目も眩くらむ閃光が伸びていく。

　だがそれは、かつて校内トーナメントの決勝戦で使った、王都上空を炎で包むような攻撃魔法とは違う。

　あれは見た目は派手だったが、目標以外にも力が及んでいるという点で未完成。

　魔力を無駄に使っている。

　ハクが見せてくれた力の収束が、ローラにヒントを与えた。

　魔力の一点集中。

　面より点。

　斬撃ざんげきより刺突。

　莫大じんだい極まる魔力を込めた光の砲撃は、まさにダイケンジャー一体分の大きさに集まり、ピンポイントでこれを撃つ。

　それ以外の場所では、木の葉一つ燃え上がらない。

　ただ眩まばゆい光と轟音ごうおんが漏れるだけだ。

　ところが、破壊力を集中させすぎたがゆえ、ダイケンジャーがわずかに回避しただけで、狙いがズレてしまう。

　標的の下半身を消滅させることには成功したが、上半身はそのままの姿でローラに落下してくる。

　ローラは一点集中攻撃の二発目を撃ちたいが、まだ不慣れなので、チャージに０・５秒はかかる。ダイケンジャーの体当たりはそれより速い。

　しかし、ローラの頭の上には頼りになる神獣がいる。


「ピィィィィイイイイイイッ！」



　シン・ハクゲキ砲がダイケンジャーに伸びる。

　残念ながらこれは紙一重で回避されたが、おかげで０・５秒稼ぐことに成功。

　光の砲撃、第二射。発射。

　ダイケンジャーはそれに飲み込まれ、今度こそ完全に消え去る──。

　が、光が消えたのち、新たな敵が中から出現する。

「ミニケンジャー！」

「そ、そんな馬鹿ばかな！」

　それは等身大の鎧だった。

　どうやらダイケンジャーの中に隠れていたらしい。

　しかも恐るべきことに、内包している魔力量がダイケンジャーと変わらない。

　一方、ローラはもうフラフラだった。

　放出した魔力の量が凄まじいというのもあるが、それよりも覚えたばかりの技術を連続使用したことによる精神的疲労が幼い体を蝕むしばんでいた。

　第三射を撃つ余裕は、もうなかった。

（ね、眠い……）

　戦闘中だというのに睡魔に襲われる。

　そしてローラにとって眠るというのは、すなわちシャーロットに抱っこされている状況を意味する。

（シャーロットさん……そうだ、今こそ！）

　思いついたローラは、次元倉庫からシャーロットを呼び出した。

　新たに攻撃魔法を使うより、次元倉庫にしまってあるものを呼び出す方が、まだしも魔力消費が少ないのだ。

「「ぎゃあああああ！」」

　シャーロットは超高速で発射される。

　その脚に摑まってアンナも飛び出してきた。

　ローラは眠たい頭に鞭むち打って、シャーロットとアンナを円錐状結界で包む。

「うっそ、このタイミングで二人を使うの!?」

　ミニケンジャーから大賢者の驚いた声が聞こえる。

　どうやら意表を突けたようだ。

　そしてローラの親友砲弾はミニケンジャーに激突する。

　ミニケンジャーが砕け散った。

　反動でシャーロットとアンナが落ちてきた。

　そして今度は、ミニケンジャーの中から大賢者本人が出てくる。

　囚われのお姫様という設定のくせに、最後の敵の中に入っていたのだ。

「ありがとう皆……あなたたちが頑張ってくれたおかげで、私は敵の支配から解放されたわ……」

　どうやら、今までのは操られていたという設定が追加されたらしい。

　後付けだらけだ。

　小説だったら編集と読者にダメ出しされる類いである。

「と、とにかく、これで遠足、クリアです……」

　集中力の限界に達したローラは、大賢者の言葉を聞きながら、パタリと倒れる。

　そのあとどうやって学園に帰ったのか記憶にないが、目覚めると真夜中で、寮のベッドでいつもの如ごとくシャーロットに抱き枕まくらにされていた。





※






　ローラはついさっきまで遠足をしていたはずだ。

　そして無人島でダイケンジャーやミニケンジャーと戦っていたのだ。

　しかし、ここは見慣れた寮の自室。

　シャーロットがローラを抱きしめてスヤァと寝息を立てているし、掛け布団ぶとんの上ではハクが丸くなって眠っている。

　はて。

　あの遠足は全て夢だったのだろうか。

　次元倉庫を駆使し、今までの戦いとはまさに次元の違うレベルで行なったあれは妄想だったのか。

　だとすればガッカリだ。

　あのわずかな時間で、自分はとても強くなれたのに。

「……シャーロットさん」

　悪いと思いながら、ローラは自分を抱き枕にしているルームメイトを揺すり起こす。

「う、うーん……あらローラさん……お目覚めですの？」

「はい。それでシャーロットさん。私たちは遠足に行っていたような気がするんですけど……もしかして私の夢だったんですか？」

　ローラがそう質問すると、シャーロットはパチパチと瞬きし、それからふふっと笑う。

「いいえ、夢ではありませんわよ。今朝けさまでわたくしたちは無人島にいて、ローラさんはダイケンジャーに勝利したのですわ」

「すると、現実の出来事だったんですね。でも、じゃあどうして私はここで寝ているんでしょう？　帰ってきた記憶がないんですけど」

「それはローラさんが知恵熱を出して倒れてしまったからですわ。山頂での戦いでよほど疲れたのですね」

「ああ、それは確かに……かつてないほど集中しましたからね」

「だからといって、わたくしとアンナさんを砲弾に使うなんて酷ひどいですわ」

「そ、それは……つい」

　あのときはダイケンジャーに勝ちたい一心で、とにかく何でもやってやるという気持ちだった。

　しかし今思い返すと、とても酷い行いだ。

　親友を巨大な鎧に叩たたき付けるなんて、鬼畜の所業である。

「ごめんなさい……」

　ローラはしゅんとしてしまう。

「……まあ、何が何でも勝ちたいという気持ちは分かりますわ。わたくしも、ローラさんと戦ったときはそうでしたから」

「私、あんなに勝ちたいと思ったの、初めてでした。勝負って、楽しいけど苦しいものなんですね」

「……そうですか。ローラさんにとって、勝負と呼べるのは、あれが初めてだったのですね」

　勝負。つまり、やってみないと勝ち負けの分からない戦い。

　勝ちたいという想おもいは自分の力を引き出してくれるが、つねに敗北の可能性が付きまとい、それが背筋が凍るほど恐ろしい。

　だがローラは、それらをひっくるめて楽しいと思えた。

「スッキリと勝てたら、もっと楽しかったんですけど」

「あら。あの大賢者と戦って勝ったのですわよ？　これ以上、何を望むというのですか。欲深いにも程がありますわ」

「いや、だって。ダイケンジャーの鎧って、どう考えても学長先生にとっては重りじゃないですか。格闘家の人とかが手加減するときにつけるアレです。手加減に手加減を重ねて、その上で更に手を抜いてもらって、ようやく勝ちを譲ってもらったような気がします」

「それはそうですが。勝ちは勝ち……と割り切れるものでもありませんわね」

「はい……」

　どんな形でも勝てばよい。そういう人もいるだろうし、それはそれで正しい。

　だがローラやシャーロットが望むのは、強くなることだ。

　万全を期した相手と真正面から戦って、その強さを乗り越える。

　それでこそ勝利。

　譲ってもらった勝ちに利はないのだ。

「であればローラさん。次こそ勝利すればよいのですわ。幸いにも、命を懸けた戦いではないのですから、何度でも挑めます。三百年近い時を生きる大賢者に対し、わたくしたちは幼いのです。時間が経ってより成長するのはわたくしたちですわ」

「そうですね。私、もっと頑張って、強くなって、学長先生を倒します！」

「まあ、その前にわたくしがローラさんを倒し、そして学長先生も倒してしまいますけど」

「む!?　そうはいきません！」

　そんな話を深夜にしていたら、掛け布団の上で寝ていた神獣がもぞもぞと動き出した。

　そして眠そうな顔をローラとシャーロットに向けてくる。

「ぴぃ……」

　頼むから静かにしてくれと訴えるような声だった。

「ご、ごめんなさいハク。起こしちゃいましたね……」

「もう眠りましょうローラさん。明日から、また修行の日々ですわ」

「はい！　お休みなさい！」

　ローラはシャーロットの胸に顔を埋め、瞼まぶたを閉じた。

　さっきまでずっと寝ていたから別に眠くはないのだが、いつでもどこでも眠れるのがローラの特技だ。

（それにしても、一番乗りした人はご褒美をもらえるって話はどうなったんだろう？）

　ふとした疑問を思い出したが、明日大賢者に聞けばいいやと思い直し、ローラは夢の世界に旅立っていった。
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　気が付くと、ローラは草原に着ぐるみパジャマで寝そべっていた。

　時刻も夜ではなく真まっ昼間ぴるま。

　はて、とローラは首を傾かしげる。

　無人島から寮の自室へ。そして今度は、いきなり草原へと場面が切り替わった。

　なにやら、絵本の世界に迷い込んだような気分だ。

　どこからどこまでが夢なのか分からない。

　もしかしたら、遠足そのものからして夢だったのではなかろうか。

　幸いにも自分を挟むようにして、これまた着ぐるみパジャマのシャーロットとアンナが眠っている。

　ハクも近くで丸くなっていた。

　仮に夢の中だとしても、一人よりは仲間がいた方が心強い。

「おーい、二人とも起きてくださーい。夢の中で起きてくださいというのも変ですけど、起きてくださーい」

　ローラは二人の肩を揺すったり、ほっぺをムニムニしたりして睡眠の邪魔をする。

「んん……何ですの？」

「地震？」

　シャーロットとアンナはむくりと起き上がり、そして周囲をキョロキョロ見回した。

　夜だったのに昼。

　寮で寝ていたはずなのに草原。

　そんなありえない光景を前にして、二人は同じ結論に達する。

「ああ、夢ですのね。今日はローラさんだけでなくアンナさんまで夢に出てくるなんて、素敵ですわぁ」

「同感。いつもローラしか夢に出てこなかったけど、たまにはシャーロットがいてもいい。三人で寝る」

　そう言って二人は左右からローラを抱きしめ、草原にパタリと倒れ込む。

「ふにゃ？　寝ないでくださいよぉ。いや夢の中だからどうやっても現実では寝てるんですけど、せめて夢の中では起きていてください」

「そう言われても……わたくしはいつもローラさんを抱きしめて眠る夢をみているのですわ。どうして起きなければならないのです？」

「シャーロット。夢でも現実でもローラを抱き枕まくらにしているなんてズルイ。私は夢の中だけなのに」

「それが人徳というものですわ！」

「たまたまローラと同じ部屋になっただけのくせに」

「そ、それもまた人徳のなせるわざですわ！」

　二人はローラを挟んで謎なぞの言い争いを始める。

「もう。私の夢の中でやかましくしないでください！」

「あら、何を仰おつしやいますの？　これはわたくしの夢ですわ」

「違う。これは私が見ている夢のはず」

「ぴー」

　と、そこにハクも加わってきた。

　果たして、この夢は三人と一匹のうち、誰だれが見ている夢なのか。

　なんて考えるまでもない。

　ローラはこうして自我を持っているのだから、ローラの夢に決まっている。

　シャーロットたちがどんなに現実と変わらないように見えても、それはローラの脳が作り出した幻に過ぎないはず。

「実はこれ、私の夢にあなたたちの意識を繫つなげたものだったりして」

「わっ、学長先生！」

　草の上に寝転がっていたローラたちの横に、突然、大賢者が現れた。

　彼女はしゃがみ、ニコニコしながらこちらを覗のぞき込んでいる。

　いきなり出てきて話しかけくるのは心臓に悪いので、やめて欲しいところだ。

「どこから湧わいてきたんですか？　次元倉庫ですか？」

「違うわよ。ここは夢の中なんだから、そんなことしなくても自由に移動できるの。まあ、私の夢だからあなたたちには無理だけど」

「はあ……学長先生の夢でしたか」

「他人の意識を自分の夢に招待する……互いの合意があれば可能だと聞いたことがありますが、わたくしは合意した覚えはありませんわ！」

「でも、学長先生ならどんなことができても納得」

　確かに大賢者という存在には、どんな離れ業をやっても、まぁそんなものかもしれない、と思わせる説得力がある。

　しかし、何のためにローラたちを夢の中に連れてきたのだろう。

　暇つぶしだろうか？

「ローラちゃんが知恵熱で倒れちゃったから、一番乗りのご褒美をあげてなかったでしょ？　忘れないうちにあげちゃおうと思って」

「おおー。私も気になってたんです！」

「ですが学長先生。あれは一番乗りの人だけでは？　わたくしたちが一緒でもよろしいので？」

「本当はローラちゃんだけに見せる予定だったんだけど、ここにいる全員が山頂にいたし、皆一緒でいいかなーと思って」

　随分とアバウトな大賢者である。

「それで、何を見せてくれるんですか？」

「それはね、私と先代ハクが百三十年前に魔神と戦ったときの光景よ──」

　大賢者がそう呟つぶやいた瞬間、周囲の草原が紅蓮ぐれんの炎で包まれた。





※






　魔神とは、生物の負の感情から生まれる。

「死にたい」とか「こんな世界滅んでしまえ」とか、そういう類いだ。

　生きている以上、負の感情とは無縁でいられない。

　ゆえに感情を持つ生物がいる以上、魔神の発生は回避できない。

　今から百三十年前──。

　大賢者が倒したという魔神は、ファルレオン王国の一地域で発生した飢饉ききんが原因だった。

　魔神はまず、とある町の上空に出現。

　そこに住む人々の絶望を糧に成長し、そして町を消滅させた。

　更に周辺の村々からも絶望を吸い上げ、建物を破壊し、人を殺す。

　はたから見れば凄惨せいさんな殺戮さつりく劇だが、しかしそこに住んでいる人々は、飢餓きがによって世界に絶望していたのだ。

　滅びこそが願い。

　そして魔神もまた神。

　人々の願いを叶かなえているだけなのだ。

　とはいえ、もっと気の利きいた神なら「死にたい」という願いを馬鹿ばか正直に叶えたりせず食料を差し出すのだろうが、残念ながらそういった神に願いは届かなかった。

　負の感情から発生した魔神は、その地域を全滅させてもまだ消えることなく、別の地域へと移動していった。

　自分の姿を見て恐れおののく人々の感情を歪ゆがめて解釈し、更に破壊を広げていく。




　魔神を見た人々は、ここから逃げたいと願う。

　その願いを聞き届けた魔神は彼らを殺戮し、この世界から解放し続ける。




　負のスパイラル。それを止めるには魔神を倒すしかないが、人の身で神に勝つなど夢物語だ。

　しかし、その夢を体現したような者が、数百年に一度、人類から現れるのだ。

　いわゆる突然変異。超人。

　とても同じ種とは思えないほど他ほかの人間とは隔絶した力を持つ彼らは、国を征服して王となったり、前人未踏の土地に踏み込み新たな地図を作ったり、暴虐ぼうぎやくの限りを尽くしたり──善か悪かはともかく、歴史に名を残す。

　そして大賢者カルロッテ・ギルドレアは、そんな突然変異の中でもとびきりの強さを持っていた。

　自他共に認める、人類史上最強の魔法使い。

　ファルレオン王国にとって魔神の出現は不幸以外の何ものでもなかったが、大賢者が住んでいたというのは不幸中の幸いだった。

　大賢者は王都に向かってきた魔神に立ち向かい、神獣ハクと協力してそれを討ち滅ぼした。

　と、ここまでは教科書に載っている。

　だが、実際にその戦いを見た者は、もう残っていない。

　なにせ百三十年も昔の出来事だ。

　既に歴史上の話。

　書籍などから想像するしかない。

　大賢者その人を除いては──。




「はい。これが当時の光景よ」

　ここは大賢者の夢の中。

　だから彼女の当時の記憶がそのまま再現されている。

　ローラたちは空飛ぶ絨毯じゆうたんに乗って、上空から魔神の姿を見つめていた。

「あれが魔神……」

「なんて大きさですの……」

「話には聞いていたけど……実際に見ると凄すごい……」

　今までもローラたちは、リヴァイアサンやベヒモスといった大型の敵と向き合ったことがある。

　先代のハクも大きかったし、さっき戦ったダイケンジャーだって中々のものだった。

　だが、それらが霞かすんで見えるほど、魔神は大きい。

　ゆうにローラの百倍はあるだろう。

　そして、その外見は醜悪しゆうあく極まりない。

　まるで肉片や臓物をこねくり回して、人の形に無理矢理近づけたような姿だ。

　当然、表情などない。

　一切いつさいの感情を感じさせず、ただ草原の上を歩くだけ。

　歩くだけなのに、その足元から炎が上がっていく。

　別に攻撃魔法を使っているのではない。単純に漏もれている魔力が凄すぎて草木が発火しているのだ。

　そんな魔神に向かって飛んでいく、一人の人間がいた。

「あっ、学長先生です！」

「当時の私ね。まだギルドレア冒険者学園はなかったから学長じゃないけど」

「ほえー……今と変わらない見た目ですねぇ」

　大賢者が飛んできた方角を見ると、遠くに王都の影がかすかに見えた。

　つまり、ここで大賢者が敗北すれば、魔神を阻むものはいない。

　王都が蹂躙じゆうりんされ、ファルレオン王国は滅びてしまう。

「学長先生、頑張ってください！」

「王都の運命はあなたにかかっていますわ！」

「ふぁいといっぱつ」

「ぴー」

　ローラたちは空飛ぶ絨毯から身を乗り出して百三十年前の大賢者を応援する。

　もっとも、これは昔の光景を再現しているだけだから、ローラたちが応援しようがしまいが、結果は変わらない。

　大賢者の勝利で確定だ。

　ところが──。

「く、苦戦していますよ！」

　魔神は腕の一振りで、触れてもいない地面を抉えぐる。

　常時放出している魔力だけで周囲を炎上させていく。

　そして氷の塊を空から降らせ、雷を伴った竜巻を発生させ、数千の闇やみの槍やりを四方八方へと発射する。

　地面が割れ、そこから骸骨がいこつの群れが飛び出し、飛行して大賢者に襲いかかる。

　もう滅茶苦茶だ。

　仮に味方の冒険者が一万人いたって全員まとめて一秒で殺される。

　ローラがこの場にいたとしても、きっと生き残るだけで精一杯だろう。

　だというのに、大賢者はあらゆる攻撃を回避し、防御し、ときには反撃に転じていた。

　一挙一動が神業。

　一撃一撃がローラの全力に匹敵ひつてきする。

　しかし、それでも魔神は倒れない。

　多少、体を破壊されても、瞬く間に再生してしまう。

　大賢者がどんなに攻撃しても、構わず前進し、王都を目指す。

「このままじゃ王都が攻撃されちゃいます！」

「わたくしのご先祖様がぁっ！」

「教会もこの時代からあったはず……！」

　結果は分かっているのだが、それでもついローラたちは手に汗を握ってしまう。

　なにせ大賢者が死にそうな場面が何度もあったのだ。

　全て紙一重で生き残っているが、いつやられてしまってもおかしくない。

（ああ、神様。どうか学長先生を勝たせてください）

　と、ローラが願った瞬間。

　空の彼方から、オレンジ色の光線が伸びてきた。


「ピィィィィィィィィッ！」



　そして雲の切れ目から現れる純白のドラゴン。

　いや、それはドラゴンではなく神獣。先代のハクだ。

「ぴー、ぴー」

　ハクは自分の親が現れたことに興奮し、ローラの腕の中でじたばた暴れる。

　そこから先は、大賢者と神獣ＶＳ魔神という、まさしく人智を越えた戦いだった。

　先代ハクは光線と体当たりを巧みに使って魔神の足を止め、大賢者が大火力の魔法を叩たたき込む。

　そうやって削っても魔神は再生していくが、いつしか再生速度が遅くなっていた。

　今こそチャンスとばかりに、大賢者と先代ハクの攻撃は苛烈かれつを極める。

　まるで太陽が地上に落下してきたが如ごとき輝きと共に、地面が蒸発していく。

　そして魔神は光に飲み込まれ、遂に完全消滅していった──。





※






「──と、こんな感じね」

　ふと気が付くと、空飛ぶ絨毯は元の平和な草原の上を飛んでいた。

　魔神の姿も、戦いの痕跡こんせきもない。

　百三十年経たって草木に覆われた、今の王都付近の姿だ。

　しかし、戦いの光景が終わっても、ローラたちは口を開けなかった。

　凄すさまじすぎた。

　レベルが隔絶しすぎていた。

　同じ人間の仕業とは思えない。

　大賢者に勝つということは、今の戦いを上回る力を身につけるということなのだ。

「私も頑張れば、学長先生より強くなれますか」

　ローラがそう質問すると。

「自分ではどう思ってるの？」

　間髪容れず、大賢者は質問で返してきた。

「……強くなります！」

「わたくしも強くなりますわ！　時間はかかっても、いつか必ず！」

「……私も……ローラやシャーロットほどの才能はないけど、きっと！」

「ぴー！」

　強くなりたい。

　今の戦いを見てそう思わない者は、もはや冒険者ではないだろう。

　もちろん強さだけが冒険者の価値ではない。

　だが、強くなければ冒険者は務まらない。

　そして大賢者と先代ハク、魔神の戦いは、その頂点。

　強さとは何かという答えがあった。

　目を背けるなんて不可能──。

「よかった……ありがとう。そういう答えが聞きたかったのよ。あの戦いを見ても、心が折れない子なんて、そう滅多にいないから。今年はそれが三人も入学してくるなんて。冒険者学園始まって以来だわ」

　そう言って大賢者は、ローラたち三人と一匹を、背中からまとめて抱きしめてきた。

　大人の割には小さな腕。

　しかし人類史上最強の腕だ。

　なのに、どうしてだろう。

　とても孤独に見えた。

「いいこと？　魔神が現れる可能性はいつだってあるの。そして次に魔神が現れたとき、私が生きているという保証はない。もちろん、まだまだ死ぬつもりはないけど、私もそろそろ三百歳になるしね。それだけでなく、もし魔神が複数箇所で同時に現れたら、私がどう頑張っても対処できないわ。だから、あなたたち次の世代に希望を託すの。できることなら、私より強くなって。そして更に次の世代を育てて欲しいの。お願いしてもいい？」

「もちろんです！　そんなに待たせませんよ。卒業するまでに、学長先生をギャフンと言わせて見せますから！」

「あら。わたくしの方が先ですわ」

「……私は気長に頑張る。でも、いつかは」

「ぴぃ」

「ふふ、ありがとう。でも無理しちゃ駄目よ。あなたたちは、まだ幼いんだから」

　なんて言いながら、大賢者の声は〝早くこっちに来い〟と言っているように聞こえた。

　自分と同じ領域に。

　全人類の中で、大賢者だけが唯一人立っている、神の領域に、誰か早く並んでくれと。

　そう訴えているように聞こえるのだ。
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　その孤独感がローラは少しだけ分かるような気がした。

　かつて校内トーナメントの決勝戦で、シャーロットがわずかな時間だけ、自分と互角に戦ってくれたのが、嬉うれしくて嬉しくて仕方なかったから。

　強いということは優越感を得られるが、度が過ぎると孤独になってしまう。

　そう言った意味でローラは恵まれている。

　こうしてシャーロットとアンナとハク、それからミサキという友達がいるのだから。

　大賢者は三百年近く生きている。

　同年代の人間は、きっともう誰もこの世界にいないのだろう。

　先代のハクですら、先に天に昇ってしまった。

　ローラは想像する。

　ここにいる友達たちに先立たれ、自分一人が何百年も地上に残り続ける人生を。

　ああ、絶対に嫌だ。

　もし自分が長生きするなら、皆にも長生きして欲しい。

　是が非でも同じ領域に達して欲しい。

　きっと大賢者もローラくらいの年齢のときに、そう願ったのだろう。

　しかし、誰も付いてきてくれなかった。

　そして、三百年近くも経ってしまった。

「……学長先生。毎年、遠足の後に、一番乗りした生徒にさっきの光景を見せてるんですか？」

「いいえ。いつもは違うわよ。エミリアにすら見せなかったわ。だって、普通の子は心が折れるもの。だから代わりに、私の仮眠室にある本を一冊プレゼントしたりとか、私の手料理を振る舞うとか、一日デート券とか、別のものをご褒美ほうびにしてるの」

　心が折れる。

　なるほど。確かにあの戦いを見たら、才能の差というか、存在の差を思い知って、逆効果になる生徒の方が多いかもしれない。

　だが、ローラたちは違う。

　違うと大賢者が判断したから、こうして見せてくれたのだ。

「一日デート券って、需要ありますの？」

「まあ、酷ひどいわねシャーロットちゃん。男子生徒には、結構需要あるのよ？」

「学長先生は美人さんですからねぇ」

「ありがとうローラちゃん。でも、あなたたち三人も可愛かわいいわよ。何年かしたら美人になるわ」

「美人はともかく、もうちょっと大人っぽい体になりたい」

　そう言って、アンナは自分の胸に触る。

「ふふ。その辺はまあ、沢山ご飯を食べて頑張ってね。せっかく学食が無料なんだし。というわけで、そろそろ自分たちの夢に戻りましょうか。今日は年寄りの話に付き合ってくれてありがとう──」

　そして、世界が暗転する。

　昼が暗闇に。

　更に夢から現実に。

　睡眠から覚醒かくせいに。

「う、うーん……」

　ローラが瞼まぶたを開けると、目の前にいつものようにシャーロットの寝顔があった。

　掛け布団ぶとんの上に重みを感じたので見てみると、やはりハクが丸くなっていた。

　カーテンの隙間すきまから光が差し込んでくる。

　ギルドレア冒険者学園の学生寮。

　その見慣れた自室。

　壁にかけられた振り子時計を見ると、そろそろ起きる時間だ。

「シャーロットさん、シャーロットさん。起きてください。いつまでも私を抱き枕にしていると、また二人揃そろって遅刻しちゃうじゃないですか」

「すやぁ……学長先生も魔神も、そしてローラさんも……わたくしが倒しますわぁ……」

　シャーロットはまだ夢の中だ。

　しかしその寝言は、さっきまでローラが見ていた夢が幻ではなく、大賢者が意図して見せていたものだという証拠に他ならなかった。











あとがき









　どうも、お久しぶりです。年中ねんじゆう麦茶むぎちや太郎たろうです。

　おかげさまで、こうして三巻を出すことができました。二巻の売り上げも好調だったらしく、この分なら、まだまだローラたちの物語を書き続けられそうです。

　本当にありがとうございます。

　まだまだローラの脇の下を拝めそうです。

　本当にありがとうございます（大事なことだから二回言った）。

　ところで表紙のイラスト、りいちゅ先生がデザインセンスを炸裂させ、一巻は炎、二巻は風、三巻は水と各属性を可愛らしく描いてくれていますが……四大元素だと四巻で終わってしまいます。

　ここは作者として頼まれてもいないのにネタ出しをしておかないと！

　雷、氷、草、光、闇、重力……オムレツ？

　あれ、意外と視覚化できる属性って少ないですね。これは大変です。

　りいちゅ先生、頑張ってください！




　さて。三巻の内容ですが、今回も二つのパートに分かれています。

　謎だったアンナの過去に迫る前半と、遠足という名のサバイバルをする後半です。

　遠足では大賢者がついにガッツリ戦います！

　ちなみに担当さんは、遠足編のラストバトルを気に入ってくださったらしく、かなり興奮した様子で褒めてくれました。私は褒められると伸びる子なので、褒め上手な人に担当してもらって幸せです。また焼き肉奢おごってください！




　りいちゅ先生に素晴らしいイラストを描いてもらうため、担当さんに焼き肉を奢ってもらうため、そして読者の皆様に面白い物語をお届けするために、これからも頑張っていきます。

　では四巻でまた会いましょう！







著者

年中麦茶太郎

　外でも執筆するためタブレットＰＣを正月に買ったのですが、未だに外で執筆していません。




イラストレーター

りいちゅ

　最近運動不足解消のために散歩をはじめました。

　色々と新しい発見があって楽しいです[image: ]




「eterna-radiare」というサークルで同人活動も行っております。

　Twitter：rityuiate / Pixiv：159905








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797391770.html
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（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）
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